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日本植物生理学会1992年度年会

および

第32回シンポジウム

シンポジウム

1. 植物二次代謝の新しい展開

II. 光合成研究の将来-第9回国際光合成会議に向けて-

III. 植物の背丈を支配する遺伝子の発現機構

lV. 果実の成長・成熟における物質代謝の分子生物学的アプ

ローチをめざして

v. 植物の生殖機構を巡って

会期:1992年3月29日(日)'" 3月31日(火)

会場:熊本大学教養部

(熊本市黒髪2丁目)

日本植物生理学会



御案内

会場までの主な交通手段は以下の通りですが，市内の移動は

タクシーが便利です (1000円程度)。

の

〔年会会場〕

植物生理学会の年会会場となる熊本大学教養部は，熊本市

北東部の黒髪(くろかみ)キャンパスの中にあります。年会
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4 空港ターミナノレピノレ前より，空港リムジンパスにて交通

センターまで約45分 (670円)。タクシーでは3500円程度。

5 空港ターミナルピル前より，タクシーにて約40分

(3500円程度)。

6 :タクシーで年会会場まで，約25分(1300円程度)。

6 

※タクシーで来場される方は.r熊大赤門」から入構して
下さL、。

※帰りは，熊本市営パスの「上熊本③」行を除けば，熊本

大学前から全てのパスにて通町筋(とおりちょうすじ). 

市役所前，交通センタ一方面へ行けます。なお，繁華街

へは，通町筋下車(150円)が便利です。

熊本市電(路面電車)にて「市役所前」で下車，約15分

(140門)。市電進行方向左手すぐに「市役所前」パス停。

2 : r市役所前」バス停より，熊本市営パス(緑に白色)に
て.r竜田口・武蔵塚駅前③，楠団地③」行あるいは，産
交パス(背に白色)にて.r子飼・三里木経由大津・吹
田団地 C-l，子飼・陳内経由大津・吹田団地 C-2.武蔵

ケ丘団地C--6J行に乗車し，約20分(150円)。タクシー

では，約20分 (900円程度)。

3 :交通センターにて，熊本市営パスは28番乗り場から「竜

田口・武蔵塚駅前③，楠団地③」行，あるいは.ifi交パ

スは8番乗り場から「子飼・三塁木経由大津・吹田団地

C-l，子飼・陳内経由大津・吹田団地 C-2.武蔵ケ丘団

地C--6J行に乗車し約25分(170円)。

〔懇親会会場〕

会場の熊本ホテルキャッスノレへは，市役所前下車(徒歩3分)が便利です。

唱

E
A



熊本市街略図

N対

至博多

-2 -



熊本大学黒髪地区案内図
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会場配置図
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。講演者へのお願い

本学会会則第4条2項により，年会の研究発表の演者は本学会の会員に限ることと定められています。したが

って，演者が本学会に未加入の場合は，直ちに学会本部で入会手続きをとった後で発表をお願いします。

1. 一般講演の時間は13分です。時間厳守をお願いします。

2. スライドは会場入口のスライド係に講演30分前までにお渡

しください。講演終了後はその日のうちに早めに係からお

受け取り下さL、。

3. スライドは35ミリに限ります。図のように記号及びマーク

をお願いします。各会場でプロジェクターは 1台しか利用

できません。

4. 重複して使用するスライドは必ず同じものを必要枚数作り，

映写順序に用意して下さい。

スライド総枚数

映写順序 赤線をひく
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nい》
h
v

2aA02 熊本太郎

5. OHPは準備しません。

6. 次に講演する人は必ず「次演者席」に着席願います。 講演番号 演者氏名

7. 一般講演の時間指示は，講演開始後10分で1鈴， 13分で2鈴(講演終了)， 15分で3鈴(討論終了)です。

。参加者へのお願いとお知らせ

1. I受付」で，講演要旨集，名札，懇親会券などをお受け取りください。

2. 会期中は会場内で名札の着用をお願いします。

3. 年会実行委員と会場係はリボンをつけています。

4. I受付」付近に連絡板を設けますのでご利用下さい。

5. 第 1，第2休憩室には湯茶，コーヒ一等を用意しますので，ご利用下さL、。

6. 会場l階にクロークを設置します。クロークの開設時間は次のとおりです。

第1日目 8 時30分~18時30分

第2日目

第3日目

8 時30分~18時

8 時30分~13時30分

夜間は管理できませんので， 2日にわたる預け入れはお断りします。

7. 駐車場は用意しません。

8. 弁当の販売コーナーを， I受付」付近に設置する予定です。

なお，大学構内の食堂(生協食堂，北地区食堂)もご利用できます。

9. 年会についての問い合わせは下記にお願いします。

年会準備委員会:干860熊本市黒髪2-39-1

熊本大学理学部生物科学教室

電話 (096)344-2111 

(内線，石倉3438，吉玉3439)

F認 (096)345-4196 

委員長石倉成行
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。関連会議

編集実行委員会 3月28日(土) 16時~17時 教養部第2会議室

編集委員会 3月28日(土) 17時30分~20時 教養部第2会議室

常任評議員会 3月29日(日) 12時~13時 教養部第 l会議室

評議員会 3月29日(日) 18時~21時 教養部第 l会議室

総 ~ 3月30日(月) 16時40分~17時40分 G会場

。懇親会

3月30日 (月) 18時30分~20時30分 熊本ホテルキャッスル

(Te1 096-326-3311) 

懇親会を申し込んでおられない方も当日参加を受付けますので，ご希望の方は，当日の午前中までに「受付」

にお申し込み下さい。

。関連集会

「植物生理若い研究者の会」

3 月 29 日(日 17時~18時30分 G会場

世話人:久郷 徹(横浜市立大・文理・生物)

川上 直人(横浜市立大・木原生物研)

講演 「光による気孔開孔機構」

島崎研一郎(九州大・教養・生物)

。年会会期中の呼び出しについて

年会に出席されている方への外部からの連絡は，下記の電話にお願いします。伝言は「受付」付近の連絡板

に掲示しますが，講演が行われている会場での呼び出しは行いません。

Te1030-19-23991 熊本市から 160km以内

Te1040-19-23991 熊本市から 160km以遠

。おことわり

プログラム編集にあたり，講演申し込み者のご要望に沿うよう出来るだけ努めました。ご不満の点もあるか

と存じますが，ご容赦くださるようお願L、し、たします。

co 
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月
場会
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成植長物調・節微物生物質相(]I)互作用 I C 
月
』一一ー

29 D 分子生物学(I) ス ト レ ス (I) 
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3 
C 光 メロL 成 (Vl:) 

月
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(-k) 一
F シ ン ポ ジ ウ ム V 

G 光 JロL 成

月
場会 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 日
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シンポジウム I 第 1日 3月29日(日) G会場

「植物二次代謝の新しい展開」

世話人石倉成行(熊本大・理・生物科学)

駒嶺 穆(東北大・理・生物)

9:00 はじめに 駒嶺 穆(東北大・理・生物)

座長駒嶺 穆(東北大・理・生物)

9:20 laG01 フラボノイドの構造修飾のメカニズム一一メチル化及び配糖体化

石倉成行(熊本大・理・生物科学)

座長原 康弘(三井石油化学工業)

9:50 laG02 環境適応反応としての紫外光によるフラボノイド合成の誘導

武田幸作(東京学芸大・生物)

座長武田幸作(東京学芸大・生物)

10:20 laG03 アントシアニン合成系の発現制御 小関良宏(東京大・教養・生物)

座長小関良宏(東京大・教養・生物)

10:50 laG04 アルカロイド生合成制御の分子生物学

。山田康之・佐藤文彦・橋本 隆(京都大・農・農芸化学)

杉本幸裕(花王・栃木研)

座長山田康之(京都大・農・農芸化学)

11:20 laG05 植物細胞の大量培養における環境制御と二次代謝産物の生産

原 康弘(三井石油化学工業)

11:50 総合討論 座長石倉成行(熊本大・理・生物科学)

-8 -



シンポジウムE 第 1日 3月29日(日) F会場

「光合成研究の将来一一第9回国際光合成会議に向けて一一」

13:00 まえおき

13:10 lpF01 光合成と環境応答

13:50 lpF02 光合成の生合成経路

14:30 lpF03 光エネルギ一変換系

15:10 lpF04 光合成研究の一局面

世話人佐藤公行(岡山大・理・生物)

村田紀夫(基生研)

浅田 浩二(日本植物生理学会会長)

座長和田敬四郎(金沢大・理・生物)

村由紀夫(基生研)

座長金井龍二(埼玉大・理・生化)

杉山達夫(名古屋大・農・農化)

座長西村光雄(九州大・理・生物)

井上頼直(理研)

座長渡辺 昭(名古屋大・農・生化制御)

一一“好大気汚染物質植物"(Air-Pollutant-Phi1ic Plant)の開発へ向けて

。森)11 弘道・鎌田光宣・槍垣 朝・濃野昌子

・中国 政司(広島大・理・植物)

15:50 総合討論 座長佐藤公行(岡山大・理・生物)
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シンポジウムE 第 1日 3月29日(日) G会場

「植物の背丈を支配する遺伝子の発現機構」

世話人・座長勝見允行(国際基督教大・生物)

13:00 lpG01 はじめに一一植物の背丈を調節する過程

勝見 允行(国際基督教大・生物)

13:20 lpG02 震性突然変異による細胞壁成分の化学変化

倉石 晋(広島大・総合科学)

13:58 lpG03 ジベレリン生合成における震性発現

神谷 勇治(理研・フロンティア植物)

14:36 lpG04 フィトクロムによる伸長成長の制御

一一突然変異と遺伝子導入植物から得られる知見

長谷あきら(理研・フロンティア植物)

15:14 lpG05 rolC遺伝子による震性発現の分子機構 内宮博文(東京大・応徴研)

15:52 lpG06 媛性発現と情報伝達系一一知S関連遺伝子(培ρ1)の役割

佐野 浩(秋田農短大・生物工研)
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シンポジウム町 第2日 3月30日(月) F会場

「果実の成長・成熟における物質代謝の分子生物学的アプローチをめざして」

世話人山木昭平(名古屋大・農)

南川 隆雄(東京都立大・理)

13:00 はじめに 山木昭平(名古屋大・農)

座長山木昭平(名古屋大・農)

13:10 2pF01 果実の成熟と異常一一細胞壁，カルシウムの観点から

。田中敬一 ・福元将志 (農水省 ・果樹試)

13:40 2pF02 インゲンマメ果実成熟におけるシンク・ソース関係

。南川 隆雄・山内大輔(東京都立大・理)

座長今関英雅(名古屋大・農)

14:10 2pF03 果実への糖集積関連酵素一一ソルビトール代謝について

。金山義則 ・山木昭平(名古屋大・農)

14:40 2pF04 メロン ・セリ ンプロテアーゼの合成様式と cDNAの構造

。山形裕士・増沢拓也・岩崎照夫 (神戸大 ・農)

座長南川隆雄(東京都立大・理)

15:10 2pF05 果実における酸性インベルターゼアイソザイムの性質と構造

。佐藤隆英・岩坪友義・中川弘毅(千葉大・園芸)

小倉長雄(千葉大・園芸)・森 仁志(基生研)

15:40 2pF06 果実の成長，追熟と共に発現している ACC合成酵素アイソザイムについて

。森 仁志(基生研)・中川直樹(名古屋大・農)

・今関 英雅(名古屋大・農)
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シンポジウムV 第3日 3月31日(火) F会場

「植物の生殖機構を巡って」

世話人原田 宏(筑波大・生物)

鎌田 博(筑波大・遣実セ)

生殖成長への転換 座長藤伊 正(筑波大・生物)

9:00 3aFOl タパコに含まれる花芽形成物質の探索研究 丸茂晋吾(名古屋大・農)

9:40 3aF02 花芽形成開始機構への分子遺伝学的アプローチの現状

米田好文(東京大・遣実セ)

討論者谷本静史(佐賀大・農)

配偶子の分化

10:20 3aF03 雄性不稔性の分子機構

座長関谷次郎(京都大・農)

三上哲夫(北海道大・農)

11:00 3aF04 植物における減数分裂の研究と展開

小林敏之・田畑哲之・ 0堀田康雄(名古屋大・理)

討論者田中一朗(横浜市大・文理)

受精及び旺発生の機構 座長福田裕穂(東北大・理)

11:40 3aF05 アブラナ科植物の自家不和合性 :S遺伝子と S糖タンパク質の構造と変異

。日向康吉(東北大・農)・磯貝 彰(東京大・農)

渡辺正夫・直 一嬰(東北大・農)

12:20 3aF06 細胞の不定匪形成能に関与するタンパク質の検索

。京 正晴(香川大・農)・鎌田 博(筑波大・生物)

討論者佐藤 忍(筑波大・生物)
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A会場生体膜

第 1日 3月29日(日) 〈午前の部〉

9:00 laAOl イネ細胞膜 H+-ATPasecDNAのグローニング

。和田雅人，高野誠1，笠毛邦弘2(筑波大・生物農水省・生資研農水省・食総研)

9:15 laA02 ホソパノハマアカザ培養細胞の耐塩性

。中町美香子，間藤徹，関谷次郎(京大・農化・植栄)

海産ラフィド藻H.akashiwo細胞膜ATPaseのcDNAの解析

。和田雅人，庄野真理子，浦山修1，原諭吉1，井川洋二1，佐藤忍，藤伊正(筑波大・生物東京医

歯大・医・生化)

細胞壁に結合した細胞膜領域の存在 18KDa膜タンパク質の挙動

。後藤康成，佐藤忍，藤伊正 (筑波大・生物)

細胞性粘菌の細胞接着タンパク質gp64の3次構造とツニカマイシン処理

斉藤玉緒，中田宣之，山線聖巳，熊崎隆1，福沢雅志，落合庚(北大・理・植物薬)

大麦根液胞膜の PPi依存 H+ポンプ活性の制御に対する細胞内 Ca2+の関与

。葛西身延，佐々木昌生， 山本洋子，松本英明(岡大・資生研)

病原菌によるエンドウ病害抵抗性の制御(2)ポリホスホイノシチド代謝系の関与

豊田和弘，。白石友紀，一瀬勇規，山田哲治，奥八郎(岡山大・農・植病)

トウモロコシ根のリン酸輸送系I.原形質膜小胞による取り込み

。下河原浩介，臼田秀明(帝京大・医)

キクイモ塊茎組織のカノレス誘導への細胞膜 H+-ATPaseの関与

長谷昭(北海道教育大・函館・生物)

液胞膜 H+ーATPase活性へのリン脂質分子種及び関連脂質の影響

。山西弘恭，笠毛邦弘(農水省・食品総合研究所)

NBD-Clの CF1αsr複合体への結合と活性阻害
。鍵田文子，笠毛邦弘(農水省・食品総合研究所)

イネ K-l細胞膜及び液胞膜 H+-ATPaseの酵素活性と膜流動性の関係

。新谷俊通，笠毛邦弘1，太田英二(慶大・理工農水省・食総研)

9:30 laA03 

9:45 laA04 

10:00 laA05 

10:15 laA06 

10:30 laA07 

10:45 laA08 

11:00 laA09 

11:15 laAlO 

11:30 laA11 

11:45 laA12 

B会場光生物学

気孔の青色光効果におけるカルモジュリン依存性ミオシン軽鎖キナーゼの関与

。島崎研一郎，木下俊則1，西村光雄1(九大・教養・生物九大・理・生物)

気孔孔辺細胞 26KDa蛋白質の近赤外光による脱リン酸化と暗所におけるリン酸化

。木下俊則，島崎研一郎1，西村光雄(九大・理・生物九大・教養・生物)

エンドウ 121KDaフィトクロム光変換中間体の吸収スベクトル測定

岩上淳，吉沢直也1，。井上康則1，浜口宏夫人真鍋勝司(横浜市大・文理・生物東理大・理工・

応生神奈川科技アカデミー)

Immunochemica1 analysis of phyA and phyB protein in aurea mutant of tomato 

。R.Sharma， E. L6pez， A. Nagatani， R. E. Kendrick1， M. Furuya (FRP， RIKEN lnstitute， 

1 Agricu1tural U凶v.，Wageningen) 

西洋わさび毛状根からの不定芽形成における光の効果と光受容体の検出

。資藤カ，鎌田博，原因宏，渡辺正勝1，徳富哲1(筑波大・生物基生研)

フィトクロムのトリプトファン残基に対する化学修飾部位の検討一一PrとPfrにおける違L、一一

。中津美紀，真鍋勝司(横浜市大・生物)

10:30 laB07 クロレラ白色変異体のカリウムイオン放出に対する赤色光効果

神谷明男 (帝京大・薬 ・化学)

10:45 laB08 紅色酵母PhototorulaminutaのUV-B照射による脂質抽出効率の増大

。秦恵，橋本徹(神戸大・理・生物)

9:00 laBOl 

9:15 laB02 

9:30 laB03 

9:45 laB04 

10:00 laB05 

10:15 laB06 

ηa 
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第 1日 3月29日(日) く午前の部〉

11:00 laB09 UV-B吸収物質 Chromosaponin1の分解と酸化還元電位

。辻野義雄，鶴見誠二，橋本徹1(神戸大・自然科学神戸大・理)

11:15 laBlO アラスカエンドウの暗発芽第3節聞の ATP--GTP(NTP)結合蛋白質と光信号伝達の分子機構

。蓮沼仰嗣，浜田徹， W. R. Briggs1 (横浜市大・木原生研カーネギー研・植物部門)

11:30 laBll アカパンカピの ATP--GTP (NTP)結合蛋白質と光信号伝達の分子機構

。小田和司，蓮沼仰嗣(横浜市大・木原生研)

11:45 laB12 ヤエナリ黄化幼葉の ATP--GTP(NTP)結合蛋白質と内在性ADP-リボ、ンノレ化酵素

。蓮沼仰嗣，浅井久恵1，今関英雅1(横浜市大 ・木原生研基生研)

C会場成長調節物質(1)

9:00 laCOl 

9:15 laC02 

9:30 laC03 

9:45 laC04 

10:00 laC05 

10:15 laC06 

10・30 laC07 

ノノレエビネフリン (NE)由来の花成誘導物質1.熱処理による NEの活性化

。漉本敦，貝原純子1(京都生物学研究所京大・農・応用植物研)

ノノレエビネプリン (NE)由来の花成誘導物質II.植物体との接触による NEの活性化

。貝原純子，篠崎真輝，瀧本敦1(京大・農・応用植物研京都生物学研究所)

タパコ培養細胞 BY-2の細胞周期に対するオーキシン類の影響

。網野真一，長田敏行(東京大・理・植物)

水中並びに気中培養イネ幼葉輸の成長とオーキシン含量

。保尊隆享，増田芳雄1，P. E. Pilet2 (大阪市大・理・生物帝塚山短大・食品ローザンヌ大)

ヤマザクラ系およびエドヒガン系における 1AA関連物質の存在と作用

。早乙女真紀，福地佳子，栗本優美子，越徳以， JII日正代司1，橘和丘陽2，石井幸夫3，中村輝子(日

本女子大東大・教養島津森林総研)

オートムギ幼葉輪切片の成長に対するジャスモン酸の阻害作用・細胞壁合成に対する影響

。上回純一，宮本健助，桃谷好英，神阪盛一郎1(大阪府大 ・総合科学大阪市大・理)

かぼちゃ根導管液の不定根形成と葉の伸長に対する効果

。永井猛，佐藤忍，藤伊正(筑波大・生物)

10:45 laC08 花粉に存在するブラシノステロイドの免疫細胞化学的解析

J. M. Sasse， P. Taylor，横田孝雄1(メノレボノレン大学 ・植物帝京大・理工)
11:00 laC09 クレス発芽種子の他感作用物質

。長谷川宏司， 天野みどり，水谷純也，小瀬村誠治1，山村庄亮1(新技術事業団 ・水谷植物情報物

質プロジェグト慶応大・理工)

11:15 laCI0 トウモロコシ芽生えにおけるオーキシン活性抑制物質の単離と同定

。長谷川宏司，東郷重法1，浦島三倶子，水谷純也，小瀬村誠治2，山村圧亮2(新技術事業団・水谷

植物情報物質プロジェクト鹿児島純心女子高慶応大・理工)

D会場分子生物学(I)

9:00 laDOl コムギヒストン Hl遺伝子の構造と発現制御

。国岡健一郎1，藤本宜充人三上浩司3，南真樹1，川田健文3，岩淵雅樹1.3(1京大・理 ・槌物日本

石油(株)， 3基生研・発生生物)

9:15 laD02 コムギ転写因子 HBP-Iaおよび HBP-lb遺伝子の発現制御

。接真昭1，藤本宜充2，三上浩司王 JII田健文3，岩測雅樹1.3(1京大・理 ・分子植物日本石油(株)，

3基生研・発生生物)

9:30 laD03 トランスジェニック・アラピドプシスにおけるダイズ 7S種子貯蔵タンパク質遺伝子の発現制御

。内藤哲，平井(積回)優美1，茅野充男1，米国好文(東大・遺伝子， 1.・農芸化学)

9:45 laD04 ダイズ種子貯蔵タンパク質の種子特異的発現制御に関わる cis因子の同定

藤原徹，茅野充男， Roger N. Beachyl (東大・農・農化スグリプス研究所)

訓
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第 1日 3月29日(日) く午前の部〉

10:00 laD05 トランスジェニックイネのゲノムに挿入されたトウモロコシ転移因子 Dsの構造

宮崎力，。中井浄，水谷恵子，橋本尚子1，島本功1，飯田滋(東京理科大・基礎工植工研)

10:15 laD06 絞り花アサガオの新転移調節因子の単離

稲垣善茂1，。久富恵世，鈴木徹也，井阪有一，笠原基知治，宮崎力，飯田滋(東京理科大学・基礎

工薬)

10:30 laD07 トウモロコシ PEPカノレボキシラーゼ遺伝子の発現様式一一シス・トランス因子一一

村上 (嘉納)ゆり子1，沼沢達夫2，松岡信3(1農水省 ・果樹試日本ゼオン農水省生物研)

10:45 laD08 イネにおける C4光合成遺伝子の発現様式一-PPDK遺伝子について一一

松岡信1，多国雄ーに藤村達人2，回切明美1(1農水省 ・生物研 三井東圧化学)

11:00 laD09 ジャスモン酸に応答する大豆リポキシゲナーゼ遺伝子の構造

。加藤友彦，白野由美子，柴田大輔(三井植物バイオ研)

11・15 laD10 PR1タンパク質遺伝子の発現調節

。西宮聡，大島正弘1，上野敬一郎2，野口貴3，康近洋彦1，大橋祐子1(茨域国試農水省 ・生物研，

2鹿児島パイテク研東京農試)

11:30 laD11 ニコチアナ属の種間雑種における PR1を含むストレスタンパク質遺伝子の非制御的発現

。大橋祐子，大島正弘，伊藤博孝1，松岡信，渡辺紳一郎，村上高，細川大二郎2(農水省 ・生物研，

lカゴメ総研東京農工大)

11:45 laD12 CaMV 35Sおよびタパコ PR1ageneプロモーターを基本とした高発現プロモーターカセット

。光原一朗，字垣正志，西宮聡1，上野敬-f!~2，大島正弘，庚近洋彦，大橋祐子 (農水省 ・生物研，

l茨城園試鹿児島県パイオテク研)

E会場分子生物学 (II) 

9:00 laE01 パーティクノレガン法による遺伝子導入様式の解析(1 ) 細胞内の金粒子の位置と遺伝子発現の関係

。山下稔哉，服部悦子，関原明1，飯田精一人千葉謙介3，森川弘道(広島大・理京大・農高

菱エンジニアリング， 3 (株)東京ライフル)

9:15 laE02 パーティグノレガン法による遺伝子導入様式の解析(2 )一一細胞内の金粒子の位置におよぽす粒子サイズと

加速圧力の効果

。服部悦子，山下稔哉，飯田精一1，渡辺耕一郎2，千葉謙介入森川弘道(広島大・理高菱ェνジ

ニアリング， 2 (株)徳力本応， 3 (株)東京ライフル)

9:30 laE03 パーティクノレヵーンによる花粉細胞への外来遺伝子の導入と発現一一導入条件 ・花粉発達段階の効果

。西原昌宏，伊藤道夫1，京正晴2，回中一朗人小野莞爾4，今村11!i1iS，森川弘道(広島大・理静岡

大 ・理 ・生物香川大 ・農横浜市大・文理・生物熊本大・理 ・生物植工研)

9:45 laE04 パーティクノレガンによる植物細胞への mRNAの導入と発現

。田中俊憲，西原昌宏，坂本敦1，田中園介1，田中一朗2，伊藤道夫3，森川弘道(広島大・理京

府大・農化横浜市大・文理・生物静岡大・理・生物)

10:00 laE05 パーティグノレガンによる葉緑体への GUS遺伝子の導入と発現

。重本直樹，関原明1，津崎達也，杉浦昌弘2，杉田護人小野莞爾3，滝尾進， H. U. KOOp4，森川弘

道(広島大・理京都大・農名古屋大・遺伝子熊本大 ・理， 4Univ. Munich 

10:15 laE06 パーティグノレカeンによるトランスジェニツクシロイヌナズナ植物の育成 (2) :NPTlI遺伝子の導入

。関原明1，重本直樹，入船浩平，今村順2，米国好文丸山田康之1，森川弘道(広島大 ・理京大

・農植工研東大・遺伝子実験施設)

10:30 laE07 パーティグルカeンによるトランスジェニツクシロイヌナズナ植物の育成 (3)除草剤(ピアラフォス)耐

性遺伝子の導入

。津崎達也，関原明1，重本直樹，鎌田光宣，米田好文2，森川弘道(広島大 ・理京大・ 農東大

.遺伝子実験施設)

10:45 laE08 パーティクルガン法によ り得られた形質転換植物染色体における外来遺伝子組み込み様式の解析

。清水克哉，入船浩平，飯田朝子1，森川弘道(広島大 ・理住化 ・生命研)
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第 1日 3月29日(日) 〈午前の部〉 〈午後の部〉

11:00 laE09 ダイズ種子におけるグリシニン遺伝子プロモーター/ターミネーター活性の測定

。飯田朝子，長津歓都，田中俊憲1，森川弘道1，大江田憲治(住友化学・宝塚総研広島大・理・

植物)

11:15 laElO 2つのヒマカタラーゼ遺伝子の異なった発現制御

.鈴木雅晴，服部東穂1，旭正(名大...農化三重大・遺伝子実験施設)

11:30 laE11 ニンジン不定匪分化過程における elongationfactor 1α (EF-la)遺伝子の発現

川原良一，福田裕穂，駒嶺穆(東北大・理・生物)

11:45 laE12 クラミドモナス細胞壁溶解酵素は，動物コラゲナーゼファミリーと類似の機能ドメインを持つ

。木下哲，福漂秀哉1，松田吉弘(神戸大・理・生京都大・農・農化)

F会場光合成(1)

9:00 laFOl 再構成Pロロソームにおける色素の配向構造と励起エネルギー移動

。貴田雅光，西村賢宣1，山崎巌1，三室守2，松浦克美，嶋田敬三(都立大・理・生物北大・工，

2基生研)

9:15 laF02 クロロソームにおけるパクテリオクロロフィル分子の配向と高次構造モデル

。松浦克美， 8毎回雅光，嶋田敬三，三室守1(都立大 ・理・生物基生研)
9:30 laF03 好気性光合成細菌Roseobacterd，初itrificansの低温における励起エネルギー転移

嶋田敬三，虞田雅光，西村賢宣1，山崎巌1，三室守2(都立大・理・生物北大・工・合化工基

生研)

9:45 laF04 緑藻オオハネモ LHCIIのクロロフィルフォームとエネルギ一転移

。中山克己，三室守1，岡田光正(東邦大 ・理・生物分子基生研)

10:00 laF05 パクテリオクロロフィル aの三重項励起 (T1)状態の溶媒効果

。南成則行，商津祭一，小山泰(関西学院大・理・化学)

10:15 laF06 

10:30 laF07 

10:45 laF08 

11:00 laF09 

11:15 laFI0 

11:30 laFll 

11:45 laF12 

溶液中およびR.sp加:eroides2， 4， 1の色素蛋白複合体中のスフェロイデンの SIおよびT1状態のラマンスベ

クトノレ

。九鬼導隆，Richard J. Cogdel}1，小山泰(関西学院大・理グラスゴ一大・植物)
褐藻光捕捉系のタンパクの構造

。加藤哲也，田中歩(京大・理・植)

褐藻光捕捉系のフコキサンチンの存在状態

。浜野拓也，加藤哲也，三室守1(京大・理・植基生研)

Rhodobacter sphaero地sの色素蓄積に対する青色光阻害効果欠損ミュータントの解析

。島回裕士，塩井祐三，高官建一郎(東工大・生命理工・生体機構)

高等植物責化組織のジピニループロトクロ ロフィリドの存在量とその変動

.塩井祐三，高宮建一郎(東工大・生命理工・生体機構)

Bchl中間代謝物質蓄積に対する光と酸素の影響

土井道生(宮崎医大・生物)

ゲラニノレゲラニノレクロロフィノレを蓄積するイネ突然変異体の色素タンパタ質組成と光合成活性

。小林善親，川上恭一，西本悦子，三小回崇1，岩田伸夫1(九大・農・林学九大・農・育種)

第 1日 3月29日(日)

A会場電気生理/細胞培養

く午後の部〉

13:00 lpAOl シャジグモ原形質膜の Ca2+依存性Cl-チャンネノレ:ca1mod叫inの及ぼす効果

.沖原清司1，大川|務1秩2，葛西道生1 (1大阪大・基礎I・生物工大阪大・教養・生物)

au 
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13:15 lpA02 

13:30 lpA03 

13:45 lpA04 

14:00 lpA05 

14:15 lpA06 

14:30 lpA07 

14:45 lpA08 

15:00 lpA09 

15:15 lpA10 

15:30 lpAll 

15:45 lpA12 

16:00 lpA13 

16:15 lpA14 

16:30 lpA15 

16:45 lpA16 

17:00 lpA17 

17:15 lpA18 

17:30 lpA19 

第 1日 3月29日(日) く午後の部〉

シャジグモ節間細胞の膜電位に及ぼす局所麻酔剤の影響

。大JII和秋，野坂修ーに沖原清司2，吉川清3(阪大・教養・生物滋賀医大・麻酔阪大・基工

・生物大阪成人病セ ンター・麻酔科)

Chara節間細胞表面のH+.C1ーの空間的分布

緒方惟昭(産医大医短・生化)

車輪藻細胞膜において C1-エフラ ックスを引きおこす細胞内 Ca2+の作用機作

。三村徹郎，新免輝男(姫路工大 ・理・生命)

シャジクモ及びオオカナダモにおける光，酸負荷，アノレカリ負荷による細胞質 pHと膜電位の変化

。岡崎芳次，田沢仁1，岩崎尚彦(大阪医大・教養・生物福井工大 ・応用理化学)

車軸藻類における原形質流動の停止と活動電位

。島田希代，平本幸男，菊山宗弘(放送大学・生物)

ツユクサ生業における細胞電位及びイオン濃度の三次元分布解析

。斉藤美佳子，松岡英明，根本泰行(東京農工大・工 ・応用生物)

パッチクランプ法によるタパコ培養細胞原形質膜のイオンチャンネノレの同定とその特性

。村田芳行，小尾一郎，角谷忠昭(京都大・農..a化)

纏ストレス下にあるタパコ培養細胞原形質膜のイオンチャ ンネルと Ca2+結合挙動

。小尾一郎，村田芳行，角谷忠昭(京都大 .jl・農イヒ)

タバコ培養細胞液胞膜の電圧依存性 K+ー， Ca2+ーおよび C1--チャネノレ

張平，矢部勇，武藤尚宏、(東京大・応徴研)

苔類主音養細胞による peroxidaseの細胞外蓄積

太図書元，中河原俊治，郭沢建，隅谷有子 (PCCテクノロジー・山崎研究室)

Gかのrrhizaechinata培養細胞におけるがdeoxychalconeの酵素的合成

原納究，岡田典子，古野哲郎，高橋武美，。綾部真一(日大・農獣医・応用生物)

タパコの馴化細胞，遺伝的腫療における Ngro1遺伝子群の発現の解析

。青木誠志郎，市川尚斉，関根政実1，新名惇彦1，庄野邦彦(東大・教養・基礎1，1阪大・工・応

用生物工学)

イネ培養細胞の凍結保存性に関連したタンパク質に関する研究

。渡辺克美，佐藤文彦1，山田康之1，河合文雄，金森正雄 (財・環境科学総合研京大・農・農化)

カノレス誘導と細胞伸長に伴った水ポテンシャノレ場の変化

。池田敬，野並浩，越智竜雄1，福山寿雄，橋本康(愛媛大..， 1末広産業)

ニンジンの培養細胞からの不定座形成に伴った細胞の水分状態の変化

。野並浩，前島昭博，福山寿雄，橋本康(愛媛大.Jl) 

苗条再分化が温度感受性を示すシロイヌナズナ変異株の解析

。保谷泉，小津正一，杉山宗隆，駒嶺穆(東北大・理 ・生物)

ニンジン不定匪形成系に於ける内生ABA量及び ABA関連遺伝子発現の変動

。清末知宏，篠崎和子1，篠崎一雄1，中嶋正敏人山口五十麿2，佐藤忍，鎌田博，原因宏(筑波大・

生物理研・植物分子東大・農化)

培養植物体における 7線照射の影響

。今泉和光，戸塚良宣，米倉博子，小田茂 (PL学園女子短期大学 ・植物研)

B会場オルガネラ

13:00 lpB01 緑化過程における Eug.ωω プラスチドコード蛋白質合成の DCMUによる特異的促進
福田功1，。椎名隆，豊島喜則(1広島大・総合科学，京大大学院・人間・環境学)

13:15 lpB02 酵母液胞におけるタンパク分解とその生理的役割

。大隅良典，大隅高里子1(東大 ・教養・生物西東京科学大)

13:30 lpB03 酵母自食作用胞の膜に特異的なタ ンパク質の解析

坪井滋，大隅良典(東京大・教養・生物)
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13:45 lpB04 

14:00 lpB05 

14:15 lpB06 

14:30 lpB07 

14:45 lpB08 

15:00 lpB09 

15:15 lpBlO 

15:30 lpBll 

15:45 lpB12 

16:00 lpB13 

16:15 lpB14 

16:30 lpB15 

第 1日 3月29日(日) 〈午後の部〉

緑化培養細胞の光独立栄養性について (X) :.葉緑体の微細精進と色素組成の変動

竹田恵美，井田和子，前田晶美，松島久1，金子康子¥佐藤文彦九山田康之2 (大阪女子大 ・基礎

理梅玉大・理・生体制御京大・農・農化)

イネにおいて未分化プラスチドの葉緑体への変換は葉の発生段階に特異的に依存する

講演取消

。射場厚，高宮建一郎1，藤義博，佐藤光2，西村光雄(九大・理・生物東工大・生理工・生機構，

2九大・農・遺伝子)

カボチャ葉緑体に存在する 70kD熱ショッグタンパク質-Hsp70

。槻木竜二，西村幹夫(基生研・細胞生物，総合研究大学院大学・生命科学)

葉緑体へのタンパク賓の輸送機構の解析一一トランスジェニックアラピドプシスを用いる試み

。吉田裕紀子，渡辺昭(名古屋大・農・生化学制御)

葉緑体チラコイドへのタンパク質輸送

。小西智一，渡辺昭(名古屋大・農・生化学制御)

粒子銃を用いた緑藻クラミドモナス葉緑体遺伝子への特異的突然変異の導入

。高橋裕一郎， M. Go1dschmidt-C1ermont1， ]. -D. Rochaix1 (岡山大・理・生物，大学院自然科学研

究科ジュネープ大学)

ゼラニウム斑入り葉における色素体分化の解析

。渡辺昇，関口文彦1，松岡英明，根本泰行(東京農工大・工・物質生物日本女子大・家政・家

政理)

登熟カボチヤ子葉における輸送小胞の免疫組織化学的解析

。西村幹夫，武内由佳，井上香織，西村いくこ(基生研・細胞生物)

複数種の液胞タンパク質プロ型前駆体のプロセシングに関与する酵素一一Vacuo1arprocessing enzyme 

。西村L、くこ，井上香織，西村幹夫 (基生研・細胞生物)

CAM植物葉の液胞膜に存在するイオンチャンネノレの制御と細胞内コンパートメント

。岩崎郁子，荒田博行，楠見健介，西村光雄(九大・理・生物)

発芽ヤエナリ種子子葉の rアミラーゼ合成における ERの関与
。肥塚信也，千葉一弘，田中喜之1，諸橋征雄 (東京農工大 ・農農水省・生物資源研究所)

16:45 lpB16 ヤエナリ目玉軸の核マトリックス・核膜タンパク質組成

。大平万里，前島正義(北大・低温研)

17:00 lpB17 2次元電気泳動で分離した植物のオルガネラ特異的タンパク質のキャラクタリゼーション

。)11崎信二，佐藤征弥1，宮本勝2 (新技術事業団・生物研科技庁・生物研茨大・農・農化)

17:15 lpB18 ヒマ登熟期にみられる脂質転移タンパク質の挙動

長松哲斉，坪井滋1，佐藤八十八1，。山田晃弘2 (東京医大 ・微生物東大・教養北海道東海大

.工)

17:30 lpB19 ユリ花粉母細胞に特異的核タンパク質 PMCPの結合様式について

。佐々木揚，原田宏1(秋田県林業技術センター筑波大・生物)

C会場 成長調節物質 (II)/植物ー微生物相互作用

13:00 lpC01 Benzoy1-cyc1ohexanedione型化合物の作用機構 (第2報)

。高木員佐江，保疲秀夫，田中歩辻英夫(日本曹達(株) ・小田原研京都大・理・植物)

13:15 lpC02 キュウリ子葉における 5ーアミノレプリン酸合成のサイトカイニンによる促進機構

。増田建1，C. G. Kannangara2， 辻英夫(京都大・理・積物東工大・生命理工， 2Car1sberg 

Laboratory， Denmark) 

13:30 lpC03 メロンおよびリンゴ実生の可溶性オーキシン結合タンパク質の性質

李泰美金山喜則，鈴木久人，酒井慎吾1，山木昭平(名古屋大・農・園芸筑波大・生物)
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13:45 lpC04 

14:00 lpC05 

14:15 lpC06 

14:30 lpC07 

14:45 lpC08 

15:00 lpC09 

15:15 lpClO 

15:30 lpCll 

15:45 lpC12 

16:00 lpC13 

16:15 lpC14 

16:30 lpC15 

16:45 lpC16 

第 1日 3月29日(日) く午後の部〉

モモ茎頂部からの可溶性オーキシン結合タンパク質の精製
E司

菊池幹之，。大宮あけみ，林建樹，酒井慎吾1(農水省 ・果樹試験場筑波大・生物)

Mungbean 座軸に存在する新しいオーキシン結合夕、ノパク質に関する研究

。菅谷純子，千葉美智雄，酒井慎吾(筑波大・生物)

植物におけるイ ンドールアセトアミドを経由するオーキシン生合成経路の検出

。JII口正代司，藤岡昭三1，桜井成1，八巻良和2，庄野邦彦(東京大・教養・基礎科理化学研究所，
2東京大 ・農・果樹試)

オーキシン誘導型 ACC合成酵素の遺伝子は二つ以上存在する

。中川直樹1，山崎健一1，森仁志2，今関英雅1.2 (1名大 ・農・生化学制御基生研・情報制御)

トマトおよびカボチャ由来の ACC合成酵素の存在様式一一単量体と二量体について

。佐藤茂，森仁志1，今関英雅1(東北大・教養・生物基生研・情報制御)

メロン果実の ACC合成酵素の cDNAのクローニング

。三木健， 中川弘毅，小倉長雄，森仁志1，今関英雅1，佐藤隆英 (千葉大 ・園芸基生研)

海洋シアノバクテリア抽出物によるエンジン不定座の幼植物体形成促進

。和気仁志1，小関良宏九下村議一郎3，松永是1 (1東京農工大・工・物質生物東大・教養・生物，

3国立衛試・筑波)

クリカボチャおよび G.fujikuroiからのカウレン合成酵素の精製

。斎藤臣雄，中山康行，神谷勇治1，山根久和，室状旭，桜井成1，高橋信孝1(東大・農化理研)

クロレラウイルスのゲノム解析

。山田隆，下前淳子，古川誠治(広島大・工・醸酵)

クロレラウイノレスの感染プロセス解析

。下前淳子，古川誠治，山田隆(広島大・工・醗酵)

クロレラウイルスのタンパク質解析

古川誠治，下前淳子，山田隆(広島大・工・醸酵)

P加seolωvulgaris毛状根への Rhizobiumleguminosarum bv. p加sωUの感染

。井伊辰也，東四郎，阿部美紀子，内海俊樹(鹿児島大・理・生物)

クローパ根粒菌の nod-genesのクローニ ング

小林不二夫，東四郎，内海俊樹，阿部美紀子(鹿児島大・理・生物)

17:00 lpC17 ダイズ根粒におけるアデニンヌクレオチドの代謝について

柴田高明，。手塚修文(名古屋大・農・園芸)

D会場ストレス(1)

13:00 lpD01 

13:15 lpD02 

13:30 lpD03 

13:45 lpD04 

14:00 lpD05 

14:15 lpD06 

14:30 lpD07 

塩ストレス状態のそヤシマメ幼根細胞における細胞質および液胞内 pHの変化

。中村善行，笠毛邦弘1，坂田亮2，太田英二(慶大・理工農水省・食総研杏林大・医学)

In vitro下における液胞膜 H+-ATPaseの低温失活の機構

。吉田静夫，母坪研巳(北大・低温研)

植物の低温順化に伴う呼吸活性ならびに酸素発生能の変化

貞包治夫(尚絹短期大学)

様物培養細胞の細胞質 pHに及ぼす二酸化炭素の影響

矢崎芳明，坂野勝啓(農水省・生物研)

脱水ストレスで誘導されるイネ遺伝子の解析

。高橋良二人原田真理子，北川良親(秋田農短大・生工研農水省・北農試)

ハードニングにより誘導される Chlorella遺伝子のクローニング

。城斗志夫，小吹千景，船橋淳，吉元誠，波多野昌二(九大....食化工)

イネ幼苗の低温処理による遺伝子発現の誘導

。加藤明，吉田均(北海道農業試験場)
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第 1日 3月29日(日) く午後の部〉

15:00 lpD09 

15:15 lpDlO 

15:30 lpDll 

15:45 lpD12 

16:00 lpD13 

16:15 lpD14 

16:30 lpD15 

16:45 lpD16 

17:00 lpD17 

17:15 lpD18 

17:30 lpD19 

14:45 lpD08 紫外線照射の生長阻害作用における波長および温度依存性

。竹内裕一・池田幸子(北海道東海大・工・生物工学)

大麦のベタインアルテ・ヒド脱水素酵素の cDNAクローニング

・石谷学，荒川圭太，高倍鉄子(名大..・制御)

緑藻の光合成に及ぼすH202の影響

。武田徹，重岡茂，横田明穂1，平山修，光永俊郎(近畿大・食栄大阪府大・農化)

タバコ培養細胞のリン酸欠乏によるアルミニウムストレス耐性獲得機構の検討

。山本洋子，豆塚弘毅，小野寛治，蔦西身延，松本英明(岡山大・資生研)

近紫外線照射時における A仰のIstis担idulansR-2での GroESLの発現

柴田均，・馬場克也，津嘉弘，落合英夫(島根大・農・生物機能学)

ホウレン草に対する UV-B照射の効果1.活性酸素消去系の誘導について

。柴田均1，鈴木優子1，内藤陽子三本田雄一2 (1島根大・農・生物機能学環境生物学)

無酸素下のイネおよび小麦種子におけるデンプン分解

P. Perata， J. Pozueta-Romero，山口淳二，赤沢発(名大・農・生化学制御)

CO2ストレス等に伴うタバコ培養細胞内遊離Ca2+濃度変化

。辻淳憲，松岡英明，根本泰行(東京農工大・工・応用生物工学)

小麦幼葉輸の成長と細胞壁組成に対する水ストレスの影響

。若林和幸，保尊隆享，神阪盛一郎，中山尚美1(大阪市大・理・生物香川大・教育)

光独立栄養培養細胞株の環境ストレス耐性について

。佐藤文彦，室田憲一，竹田恵美，山田康之(京都大・農)

抗ファイトシデロフォア(ムギネ酸類)モノクロ一ナノレ抗体の作製と応用

。三橋秀一， Lawrence J. Sikora1， Je倍eyS. Buyer1，伏谷良二人森敏(東京大..・農芸化学，

l米国農務省東北大・薬・生物薬品)

太陽光感受性イネ突然変異株における可視光と温度の影響

。布施拓市，射場厚，佐藤光1，西村光雄(九州大・理・生物九州大..・遺伝子)

13:00 lpEOl 

13:15 lpE02 

13:30 lpE03 

13:45 lpE04 

14:00 lpE05 

14:15 lpE06 

14:30 lpE07 

14:45 lpE08 

15:00 lpE09 

E会場形態形成

ホウライシダの原糸体成長におよぼす過重力の影響

。笠原宏一，柳谷一美，竹内裕一，山田晃弘(北海道東海大・工・生物工学)

イネの節間伸長高進性突然変異体

中村郁郎(国立遺伝学研究所)

細胞骨格阻害剤及び低温処理のタマネギ根端分裂組織分裂準備 p34cdc2帯に及ぼす影響

。降雪芳宣，山下正兼1，長漬嘉孝1，飯田秀利2，安楽泰宏2 (広島大・理・植物基生研・生殖，

2基生研・細胞増殖)

アラピドプシス茎頂における時間的/空間的突然変異a伺叫isの低温感受性の解析

。塚谷裕一，荒木崇，内藤哲，米国好文(東京大・遺伝子実験施設)

シロイヌナズナの新しL、光形態形成制御遺伝子座REM

。荒木崇，塚谷裕一，高橋卓，内藤哲，黒岩常祥1，米国好文(東京大・遺伝子東京大・理・植

物)

キウリ座軸表皮の気孔の成形に対する光の影響:赤色光による副細胞の誘導

。風間晴子，森田康裕(国際基督教大・生物)

アサガオ子葉タンパク質の短目処理による変化

。づ、野道之，提公代，安井強，岡崎光雄，原田宏1(信州大 ・繊・応生筑波大・生物)

アサガオの強光イ1&温開花におけるアスコルビン酸の役割

篠崎県輝，小島泰弘1，平井伸博1(京大・農・応植京大・農 ・食工)

アサガオの光周期的花成誘導における Ca2+の関与

竹能清俊(東北大...園芸)

nu 
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第 1日

15:15 lpEI0 

15:30 lpE11 

15:45 lpE12 

16:00 lpE13 

16:15 lpE14 

16:30 lpE15 

16:45 lpE16 

3月29日(日) 〈午後の部〉 第2日 3月30日(月)

アスパラガス花芽の化学誘導に対するホルモン類の影響

。阿部知子，吉田茂男(理研)

ニンジンのストレスによる不定座誘導系における蛋白質パターンの変化

。立JII佳伸，鎌田博，原田宏(筑波大・生物)
ヒャクニチソウ単離葉肉細胞の管状要素分化におけるプロテアーゼ活性の発現

。南淳，福田裕穂(東北大・理・生物)

ヒャクニチソウ単調監禁肉細胞の分化転換過程における修復型DNA合成の解析

。杉山宗隆，駒嶺穆(東北大・理・生物)

〈午前の部〉

ミカヅキモの gameticprotoplast形成に機能する因子 1.細胞間伝達物質 (PRIP)の誘導機構

。関本弘之，猪木泰，.伊正(筑波大・生物科学)

ミカヅキモの gameticprotoplast形成に機能する因子 2.細胞間伝達物質 (PRIP)の作用機構

。関本弘之，佐藤忍，藤伊正(筑波大・生物科学)

出芽酵母接合時に於ける突起形成能欠領変異株

。頼藤徹也，大隅良典(東大・教養・生物)

17:00 lpE17 生物時計の分子機構解明のための新しい実験系

近藤孝男(基礎生物学研究所)

17:15 lpE18 アカパンカピ生物時計遺伝子， prd-l，のグローニング

。秋山正志，石浦正寛1，中島秀明(岡山大・理・生物基生研・細胞生物)

17:30 lpE19 アカパンカピ温度感受性変異株の生物時計の性質

五藤竜太，加上律子，。中島秀明(岡山大・理・生物)

第2日 3月30日(月)

A会場栄養・転流・水分生理

く午前の部〉

9:00 2aAOl キュリ一ポイントパイロリシス GC/MSによる水稲種子の分析

9:15 2aA02 

9:30 2aA03 

9:45 2aA04 

10:00 2aA05 

10:15 2aA06 

10:30 2aA07 

10:45 2aA08 

11:00 2aA09 

11:15 2aAI0 

11:30 2aA11 

。寒JII喜三郎，井上章子，永野正(大阪府大・農)
ニチニチソウ培養細胞の細胞外酸性ホスファターゼの精製とその性質

。城市篤，新井康仁，降旗敬，桜井英博(早稲田大・教育・生物)

ニチニチソウ培養細胞における無機リン酸取り込みの諸性質

。降旗敬，新井康仁，城市篤，桜井英博(早稲田大・教育・生物)

硝酸塩によるブドウ休眠芽の萌芽促進効果とアミノ酸代謝

鈴木章方(山梨大・教育・生物)

イネ葉細胞質型グルタミン合成酵素の窒素転流における役割一細胞質グルタミン合成酵素の組織内局在性一

。蒲地一成，山谷知行，前忠彦，小島邦彦(東北大・農・農化)

イネのシンク組織における NADH依存性グルタミン酸合成酵素タンパク質の免疫学的解析

。早川俊彦，山谷知行，前忠彦，小島邦彦(東北大・農・農化)

登熟過程の大豆種子における窒素同化酵素の分布

。増田亮一，蒲地一成1，早川俊彦1，山谷知行1，小島邦彦1(農水省・食総研東北大・農学・農

化)

イネの生育にともなう，業輸のデンプン含量と炭水化物代謝関連酵素活性の変化

.渡辺嘉人，中村保典1，石井龍一(東大・農農水省・生物資源研)

タパコ培養細胞細胞壁におけるホウ素結合多糖の同定

.大野佳織，間藤徹，関谷次郎(京都大・農化・植栄)

車軸藻類節問細胞の原形質流動におよぽす横向きの遠心力

.上坪英治，菊山宗弘1(一橋大・生物放送大・生物)

車輪藻類における巨大分子の細胞間輸送

.菊山宗弘，原傷可，島田希代，丁大橋1(放送大学・生物姫路工大・理・生命科学)
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第 2日 3月30日(月) く午前の部〉

11:45 2aA12 ラン藻硝酸トランスロケーター欠損株におけるフィコピリソームタンパク質の蓄積と窒素栄養

。浮木弘道，杉山達夫(名大 ・農・農芸化)

B会場細胞壁

キウリ下座軸細胞壁の成長パラメータに対する成長物質の効果

。岡本尚，山田章代，勝見允行1(横浜市立大 ・文理国際基督教大)

成長する植物細胞壁に関する研究1.ポプラ培養細胞のキシログルカナーゼについて

。中村信吾，林隆久，伊東隆夫(京大・木研)

キシログノレカンによるミクロフィプリルの架橋構造

。馬場啓一，林隆久，伊東隆夫，曽根良昭1，三崎旭1(京大 ・木研大阪市大・生活科学)

オリゴサッカライドによる細胞壁キシログノレカナーゼのフィードパックアクチベーション

。林隆久，伊東隆夫(京大・木研)

マンノオリゴ糠認識抗体を用いた免疫電顕によるグルコマンナンのイネ種子細胞壁中への蓄積の品種・組織

特異性の解析

賀来筆江1，馬場啓一人伊東隆夫人渋谷直人1(1農水省・生物研京大・木研)

酸生長と細胞壁の力学的性質

。水野暁子，加藤潔1(日本福祉大 ・女子短大名古屋大・理・生物)

ニンジン細胞の分化状態によるベタチン様物質の差異一一省宇酸セルロース膜電気泳動による解析一一ー

。菊池彰，佐藤忍，藤伊正(筑波大 ・生物)

コノレヒチン処理した培養わた繊維壁のミクロフィプリノレ配向

。伊東隆夫，奥恭行1(京大・木研三菱製紙)

キシログノレカン鎖の“つなぎ換え"反応を触媒する新規酵素の単離と反応機構の解析

。西谷和彦，冨永るみ，吉野内美香，富田英津子(鹿児島大・教養)

光によるイネ幼業輸の成長阻害における細胞壁結合ジフェノレラ酸の役割

。Kah-SiewTan，保尊隆享，増田芳雄1，神阪盛一郎(大阪市大・理・生物帝塚山短大・食品)

アズキ上座軸切片のオーキシン誘導成長並びにガラクタン分解に対するガラクトース結合レクチンの影響

。保尊隆享，増田芳雄1(大阪市大 ・理 ・生物帝塚山短大 ・食品)

エンドウ茎成長の光による抑制機構:細胞壁多糖に対する影響

。宮本健助，上田純一，保尊隆享1，神阪感一郎1，増田芳雄2(大阪府大・総合科学大阪市大・理，

2帝塚山短大 ・食品)

9:00 2aB01 

9:15 2aB02 

9:30 2aB03 

9:45 2aB04 

10:00 2aB05 

10:15 2aB06 

10:30 2aB07 

10:45 2aB08 

11:00 2aB09 

11:15 2aBlO 

11:30 2aBll 

11:45 2aB12 

C会場 タンパク質 ・酵素 (I)

9:00 2aC01 

9:15 2aC02 

9:30 2aC03 

9:45 2aC04 

10:00 2aC05 

10:15 2aC06 

イネ種子貯蔵タンパク質グノレテリンにおけるサプユニット分子の多様性について

。小JII雅広，佐藤光1(京大・食研九大・農・遺伝子資源)
イネ αーアミラーゼアイソザイムの解析

。下司直美1，光永伸一郎2，Pierdomenico Pera凶2，山口淳二人赤沢完2 (1名大・農 ・農芸化学生

化学昔話l御)
コマユミの葉からの UDPーグノレコース:フラボノーノレ0-グノレコシルトランスフエラーゼについて
。楊志慶，石倉成行(熊本大・理・生物科学)

ヒャクニチソウ管状要素分化過程で、誘導されるベノレオキシダーゼアイソザイムの諸特性

。佐藤康，杉山宗隆，駒嶺穆，福田裕穂(東北大・理 ・生物)

チャアスコルビン酸ベノレオキシダーゼと酵母チトクロム Cベノレオキシダーゼのアミノ酸配列の相向性

陳功祥，。佐野智，浅田浩二(京都大 ・食研)

ダイコンの根の ascorbateperoxidase. 2.性質

。大屋俊英1，森村洋子2，猪川倫好(筑波大・生物秋田県生物資源センター恵泉短大)
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第2日 3月30日(月) く午前の部〉

10:30 2aC07 NAD-ME型 C4積物キピのアスパラギン酸アミノ基転移酵素アイソザイムの性状と発現の解析

。谷口光隆，岡田健一，杉山達夫(名古屋大・農・農化)

10:45 2aC08 ケツノレアズキからのフラボノーノレかグリコシノレトランスフエラーゼの検出と性質

。間藤正美，石倉成行(熊本大 ・理・生物科学)

11:00 2aC09 オオムギの緑化過程におけるリボソームタンパグ質の変動

。牧泰史，小山和成，伊藤寿，田中歩，和田明1，辻英夫(京大・理 ・植物京大・理・物理)

11:15 2aC10 テンサイ根の肥大に伴って発現するタンパク質について

。池田義友，水江由佳， 大橋伸一，増田宏宏、(帯広畜大・生資化)

11:30 2aC11 イネ・糊粉層細胞におけるカノレボキシベプチダーゼ遺伝子の発現

。鷲尾健司，石川鎖(北大・理・植物)

11:45 2aC12 カボチャ傷害誘導ACC合成酵素の機能ドメイン解析

。小野鉄雄，森仁志、1，山崎健一，今関英雅(名大・農・生化学術j御基生研)

D会場分子生物学 (m)

9:00 2aD01 アラピドプシス TBP(TATAボックス結合性蛋白)の機能

武田穣1，庚川秀夫2，Nam-Hai Chua3， 今関英雅1，山崎健一1(1名大・農・生化学制御上智大

・生命研ロックフエラー大)

9:15 2aD02 イネ匪芽核抽出液を用いた invitro転写系の開発

。椋本藤夫，今関英雅，山崎健一(名大・農・生化学制御)

9:30 2aD03 ACC合成酵素アイソザイム一次構造の比較

。森仁志，今関英雅1(基生研名古屋大 ・農)

9:45 2aD04 エチレン誘毒性アズキ酸性キチナーゼ，塩基性パーオキシダーゼ遺伝子の単離

。山口雄記1，山崎健ーに森仁志人今関英雅1.2 (1名古屋大・農基生研・情報制御)

10:00 2aD05 ナタマメ種子タンパク質遺伝子 :5ニ制御領域の解析

。山内大輔， 山本純子，南川隆雄 (都立大・理 ・生物)

10:15 2aD06 ケツルアズキの αーア ミラーゼ遺伝子の構造

。竹内ー，山内大輔，南川隆雄(東京都立大・理・生物)

光合成型と非光合成型フェレドキシンをコードする遺伝子の構造比較

。中野亮史，木股洋子，米倉圭子，長谷俊治(名古屋大・農 ・農化)

トウモロコシ・フェレドキシーNADP+還元酵素の遺伝子発現

村本郁子，松村智裕，榊原均，。長谷俊治(名古屋大...農化)

トランスジェニックアラピドプシスを用いたニチニチソウ S期特異的遺伝子 (CYC07)の組織特異的発現の

解析

。佐藤勉，伊藤正樹，駒嶺穆，福田裕穂(東北大・理・生物)

ニチニチソウ同調培養系の S期に特異的に発現する遺伝子 cyc07に相同な酵母遺伝子の解析

。伊藤正樹，駒嶺穆(東北大・理・生物)

ヒャクニチソウ管状要素分化過程で強く発現する遺伝子 (TED3・TED4)の解析

。出村拓，福田裕穂(東北大・理・生物)

ヒャクニチソウ phenylalanineammonia-1yase DNAの単離とこれを用いた管状要素分化の解析

。福田俗穂，吉村敏彦，出村拓(東北大・理・生物)

10:30 2aD07 

10:45 2aD08 

11:00 2aD09 

11:15 2aDlO 

11:30 2aD11 

11:45 2aD12 

E会場分子生物学 (N)

9:00 2aE01 栄養飢餓による細胞周期の停止を支配する分裂酵母の ste13遺伝子は RNAへリカーゼをコー ドする

前川裕美，。下回親(大阪市大・理・生物)

η
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第2日 3月30日(月) く午前の部〉

9:15 2aE02 分裂酵母における性フェロモンによる情報伝達:減数分裂の誘導に必須の遺伝子発現

。下回親，柳内浩之(大阪市大・理・生物)

9:30 2aE03 キピアスパラギン酸アミノ基転移酵素アイソザイム遺伝子の構造解析

。森淳二，山田満奈美，山田茂俗1，谷口光隆，長谷俊治，杉山達夫(名大....化， lJT) 

9:45 2aE04 ニセアカシア樹皮レタチンの cDNA!lローニングと発現の季節変化

。吉田和正，山本直樹，田崎清(農水省・森林総研)

10:00 2aE05 シダ植物におけるfrxC遺伝子のクローニング

松田学，山本直樹1，。山田恭司(富山大・理・生物農水省・森林総研・遺伝子発現)

10:15 2aE06 マツ ωb及び rbcSプロモーターによる組織特異的な暗所発現

。山本直樹，福井充校(森林総研)

10:30 2aE07 トロパンアルカロイド生合成遺伝子の発現解析

。橋本隆，.ヶ江健，天野靖浩，林あすか，梶矢弘美，山田康之(京大・農)

10:45 2aE08 葉緑体への蛋白質輸送に関与する包膜蛋白質

佐4木幸子，関口和正，永野幸生，松野隆，小西智一1，渡辺昭1(京大・農名大・農)

11:00 2aE09 マメ科ササゲ属及び叶イトウ属六種植物rDNAの RFLP分析

。鄭堅議，入船浩平，中国政司，田中隆慈，森川弘道(広島大・理)

11:15 2aEI0 Euglena gracilis Zの細胞分裂への ADPリポシノレ化の関与

。竹中重雄，中野長久(大阪府大・農・農芸化学)

11:30 2aE11 アカパンカピの ras関連ATP-GTP刷TP)結合蛋白質の特徴付け

。西JII和子，蓮沼仰嗣，大崎由加里(横浜市大・木原生研)
11:45 2aE12 ゼニゴケ (Marc，加担tiapolym011うha)カゼインキナーゼ1I(CK-lI)による特異リン酸化タンパク質の生化学的

特徴

。金勝一樹，道家建二郎，大塚明久1，大槻健蔵1(北里大・教養・生物衛生・生物科学)

9:00 2aFOl 

9:15 2aF02 

9:30 2aF03 

9:45 2aF04 

10:00 2aF05 

10:15 2aF06 

10:30 2aF07 

10:45 2aF08 

11:00 2aF09 

11:15 2aFI0 

F会場光合成(1I)

ラン藻の光合成電子伝達の熱安定性

Mamedov Mahir，林秀則，村田紀夫(基生研)

緑色硫黄細菌 Chlorobiumlimicolaの反応中心複合体を単離・精製する試み

大岡宏造，角谷佐紀，伊藤繁1，松原失， R. Ma1kin2 (大阪大・理・生物基生研， 2Univ. Ca1if.) 

紅色光合成細菌 Rh仰 spirillummolischianumの反応中心複合体における電子伝達と膜電位形成の速度論的

対応

。永島賢治，伊藤繁1，嶋田敬三，松浦克美(都立大・理・生物基生研)

Photoa血nitylabelによる光化学系I反応中心複合体内のキノン結合部位の同定

。岩波雅代，高橋正昭1，嶋田敬三人伊藤繁(基生研甲南大・理・生物都立大・理・生物)

ナノ秒 photo-selection法による光化学系I電子受容体クロロフィル A。の配向決定

。伊藤繁，岩波雅代(基生研)

光化学系 1反応中心標品の調製と性質

。小林慎一，大矢武宏、，古木正人，清水徳朗，仲本準，鈴木浩一，槍山哲夫(埼玉大・理)

光化学系 1反応中心を構成するサプユニットの数について

.大矢武志，小林慎一，佐藤成宙，仲本準，槍山哲夫，千田正昭1(埼玉大・理日本分光)

光化学系I鉄硫黄タンパクの反応中心複合体の構造における役割

。高橋裕一郎， M. Goldschmidt-Clermont1， J.・D.Rochaix1 (岡山大・理 ・生物，大学院自然科学研

究科ジュネープ大学)

光化学系Iアンテナ色素の再構成再構成におよほ.す脂質の影響

池上勇(帝京大・薬)

光質によるラン藻光化学系Iの形成調節

。梅津克則，藤田善彦(基生研・細胞生物)
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第2日 3月30日(月) く午前の部〉 く午後の部〉

11:30 2aF11 光化学系I形成調節に関与するクロロフィルa合成調節

。藤田善彦，村上明男(基生研・細胞生物)

11:45 2aF12 ラン藻 phosphoribulokinaseの暗中及び明中下における活性化状態

。平橋智裕，姫野道夫，和田野晃(大阪府大'.'農化)

G会場脂質/光合成 (ill)

9:00 2aG01 PseuゐmonasE-3株のヘキサデセン酸t!9ーシスートランス異性化酵素の精製と性質

川添亮，。奥山英登志(北海道大・理・生物)

9:15 2aG02 南極海産ハプトソウ Prymnesiophytes仕ainBの脂質について

。森田直樹，小亀一弘，奥山英登志(北海道大・理・生物)

単細胞ラ ン藻 Synechoωccussp. Miami BG 43511の同調培養時における脂質変動

。椛回聖孝，岡本智伸，菊地正武，三井旭1(九州東海大学 1"，イアミ大学)

講演取消

9:30 2aG03 

9:45 2aG04 

10:00 2aG05 

10:15 2aG06 

10:30 2aG07 

10:45 2aG08 

11:00 2aG09 

11:15 2aG10 

11:30 2aG11 

11:45 2aG12 

タパコ培養細胞における invivoラベルによるイノシトーノレリン脂質代謝の研究

。鎌田芳彰，武藤尚志(東京大 ・応徴研)

脂肪酸不飽和化と光合成

。和田元1，Zoltan Gombos1，坂本敏夫2，村田紀夫1.2 (1基生研総研大)

光合成の高混適応の生化学

。西山佳孝1.2， Eszter Kwacs1，林秀則1，渡辺正人村田紀夫1 (1基生研東大・生産研)

ラン藻スヒ.ノレリナにおけるマット形成一一~AMP 分解酵素の組筈剤による影響一一一

大森和子，広瀬正紀1，。大森正之2(昭和女子大・生活科学和歌山大・教育東京大・海洋研)

緑藻ダナリエラにおける，浸透圧変化による cAMP濃度変化

大津弘宣1，中山克己岡田光正(東邦大学・理・生物分子科学全薬工業)

シアノパクテリア SynechococcusPCC7942のカロテノ イド組成への除草剤の影響

正元和盛(熊本大・教育・生物)

ラン色細菌Anacystisnidulansの光リン酸化に対するテントキシンの阻害について

吉岡達哉，太田嘉則，久堀徹1，桜井英博(早稲田大・教育・生物横浜市大・生物)

緑色光合成細菌の光化学反応中心とそのベプチド

。橋元範明，那須英和，高野博子，井上和仁1，桜井英博(早稲田大 ・教育・生物神奈川大・理

・応用生物)

第2日 3月30日(月)

A会場 タンパク質・酵素(]I)

13:00 2pA01 大腸菌における嫌気的 MnSOD合成に対する硝酸呼吸の作用

三宅浩一郎(広島大・理・植物)

く午後の部〉

13:15 2pA02 部位特異的変異の導入による RhodobacterωIPSUlatusフェレドキシン Iの構造と機能の解析

.徳田賢一郎，佐伯和彦，松原央(阪大・理・生物)

13:30 2pA03 責化ヤエナリにおけるジベレリン結合タンパク質の精製と単離

。中嶋正敏，酒井慎吾1，金津健二，山口五十麿，高橋信孝2，室伏旭(東大'.・農化筑波大・

生物理研)

13:45 2pA04 黄化アサガオ座軸中の Ca2+依存性蛋白質り ン酸化

。坂本光，柴回幸子(北星大・薬)

14:00 2pA05 大豆重金属結合タンパグ質の精製とその重金属親和性

。鈴木宏一郎，茅野充男(東大'.・農化)
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第2日 3月30日(月) く午後の部〉

14:15 2pA06 イネ備管液タンパク質のリン酸化とカルシウムについて

。中村進一，林浩昭，茅野充男(東大・農・農芸化)

14:30 2pA07 オジギソウ ADPaseの精製と性質

。佐原敬，伊藤隆二，田宮徹，土屋隆英(上智大・理工・化)

モヤシマメの桂皮酸4水酸化活性を持つ P450とNADPHcyt c (P450)還元酵素の精製

。水谷正治，太田大策，佐藤了(日本チパガイギ一国際科学研究所)

トウモロコシ子葉鞘アノレデヒド酸化酵素の精製と性質

小柴共ー(都立大・理・生物)

イネ種子ズプチリシンインヒピターの精製と特性

。園松聖司，倉本猛史，山形裕土，相薗泰生，岩崎照雄(神戸大・農)

ヒガンパナレクチンの精製と性質

。八木史郎，野口繁基， Irwin]. Go1dstein1 (鹿児島大・農・応用生化ミシガン大・生化学)

トウモロコシ棄の可溶性プロテアーゼの精製と性質

小沢新，塩弁祐三，。高宮建一郎(東工大・生命理工)

植物に存在する高分子量プロテアーゼの精製とその性質

大泉宏，。森安裕二三好泰博， Ladis1av Ma1ek1 (静岡県立大・教養・生物， lLakehead大学)

クロレラの細胞壁溶解酵素の精製とその性質

。吉元誠，金子伸江，城斗志夫，波多野昌二(九大・農・食化工)

14:45 2pA08 

15:00 2pA09 

15:15 2pAlO 

15:30 2pA11 

15:45 2pA12 

16:00 2pA13 

16:15 2pA14 

13:00 2pB01 

13:15 2pB02 

13:30 2pB03 

13:45 2pB04 

14:00 2pB05 

14:15 2pB06 

14:30 2pB07 

14:45 2pB08 

15:00 2pB09 

15:15 2pB10 

15:30 2pBll 

15:45 2pB12 

B会場ストレス (II)

イネ発芽期における活性酸素除去系酵素への低温の影響

。猿山晴夫，谷田昌稔(北海道グリーンパイオ研究所)

イネ培養細胞の塩ストレスによる傷害と細胞内 pH変化

。朽津和幸，矢崎芳明，笠毛邦弘1，坂野勝啓，渋谷直人(農水省・生物研食:総研)

クロレラ細胞における重水素の増殖阻害作用

。小池千恵子，海野けい子，安藤一郎，横柿修一，岡田昌二(静岡県大・薬・放射薬品)

クロレラ細胞の熱ショック応答における重水素の影響

。海野けい子，栗山典子，渡辺真弓，萩間奈緒子，岡田昌二(静岡県大・薬・放射薬品)

冬期紅葉化した常緑木本業における NMR緩和時間へのア ントシアニンの関与

。賀来主主輔，井上民理，土岐健次郎1(九大・教養・生物南九州大・園芸)

ホソパノハマアカザのベタイン合成経路

坂口博英，間藤徹(京都大・農化・植栄)

ゼニゴケ培養プロトプラストのストレス耐性

。菅原康剛，竹内正幸(埼玉大・理・生体制御)

イネ生殖器官の冷温ストレスによる糖代謝異常

。JII口健太郎，小池説夫(農水省・北海道農試)

ユリ約冷温障害の発生機作

。小池説夫，松井博和1(農水省・北海道農試北大 ・農・農化)

ホウレンソウ緑葉において，低混ストレスにより誘導される耐熱性夕、ノパク質

。数岡徹，大江田憲治(住友化学・宝塚総研)

植物の塩基性および酸性キチナーゼの生産分泌の調節

。豊田安基江，江坂宗春，北林雅夫，早川弘美(広島大・生物生産)

好大気汚染物質植物の育成(2 )野生植物の NOzに対する気孔開閉応答

。槍垣朝，濃野昌子，鎌田光宣，中国政司，豊原源太郎，藤田耕之舗1，森川弘道(広島大・理，

l広島大・生物生産)
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第2日 3月30日(月) く午後の部〉

16:00 2pB13 好大気汚染物質植物の育成 (3)道路沿い野生植物の生態学的特徴と好N02植物について

。豊原源太郎，濃野昌子，槍垣朝，鎌田光Jt，中国政司，藤田耕之輔"森川広道(広島大・理，

1広島大・生物生産)

16:15 2pB14 好大気汚染物質植物の育成(4)ホウレンソウ NiRcDNAを導入したトランスジェニツクシロイヌナズナ

植物の作成

。鎌田光宣，神幸夫，津崎達也，関原明"井田正二人森川弘道(広島大・理京大・農京大 ・

食研)

C会場分子生物学 (V)

コムギ Ecプロテイン(メタロチオネイン)遺伝子のクローニングと発現

。}II嶋一郎，茅野充男， Byron G. Lane' (東大 ・農・農化， 'Univ. of Toronto) 

筋管液中の核酸の解析

。庚瀬直哉，口野嘉幸"大嶋利幸，茅野充男(東大・農 ・農化 国立がんセンター・生物物理)

傷害によって誘導される西洋ワサビベノレオキシダーゼ遺伝子の解析

。河岡明義"太田裕志，関根政実，新名惇彦，高野光男(阪大・工 ・応用生物山陽国策ノミノレプ

.生物研)

アラピドプシスのベノレオキシダーゼ ・アイソザイムの cDNA!lローニング

。新名惇彦， 山本啓二，関板政実，高野光男 (阪大 ・工・応用生物)

液胞への輸送に必要なスポラミン前駆体プロベプチド上のアミノ酸残基

。松岡健，中村研三(名大・農・生化)

生化学的阻害剤を用いたスポラミンと戸一ア ミラーゼ遺伝子のショ糖による発現誘導機構の解析

。大藤雅章，林浩司，中村研三(名大・農・生化)

形質転換タバコを用いたスボラミン遺伝子プロモーターシス制御配列の解析

森上敦，真野昌二，中村研三(名大・農 ・生化)

サツマイモ戸一アミラーゼ遺伝子の-800領威に存在する CGTCA配列に結合する因子

。石黒澄衛， 田中美穂子，中村研三(名大・農・生化)

ジャスモン酸類によるじゃがいもカテプシン Dインヒピター遺伝子族の発現誘導

。石川敦司，中村研三(名古屋大 ・農・農芸化学)

酵母 SNF1と相同なタパコプロテインキナーゼの構造と機能

。村中俊哉"坂野弘美，町田泰則(名古屋大・理・生物住友化学 ・宝塚総研)

タパコの出芽酵母 STE11関連遺伝子

。坂野弘美，中村敏英，町田泰則(名大・理・生物)

15:45 2pC12 タパコの膜結合型プロテイ‘ノキナーゼの構造とその特徴

。森部豊輝，坂野弘美， 町田泰則(名古屋大・理 ・生物)

16:00 2pC13 形質転換タパコにおける仰r(protop1ast auxin-regu1ated)遺伝子発現制御領域の解析

。丹羽康夫，馬場晶子"村中俊哉2，町田泰則， (静岡県大 ・生活健康科学・食糧(植物)細胞工学，

l名大・理・生物住友化学・宝塚総研)

16:15 2pC14 ラン藻Microcystisaeruginosaの小プラスミド pMA1の塩基配列決定と後能解析

。冨永宏志，芦田裕之"津嘉弘，落合英夫(島根大・農・応用生物機能島根大・遺伝子施設)

13:00 2pC01 

13:15 2pC02 

13:30 2pC03 

13:45 2pC04 

14:00 2pC05 

14:15 2pC06 

14:30 2pC07 

14:45 2pC08 

15:00 2pC09 

15:15 2pC10 

15:30 2pCll 

D会場光合成(町)

13:00 2pD01 5ーアミノレプリン酸処理による LHClIアボタンパク質の安定化

。田中義人，田中歩，辻英夫(京大・理・植物)
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13:15 2pD02 

13:30 2pD03 

13:45 2pD04 

14:00 2pD05 

14:15 2pD06 

14:30 2pD07 

14:45 2pD08 

15:00 2pD09 

第2日 3月30日(月) 〈午後の部〉

トウヒチラコイド膜からのプロテインキナーゼの単離および再構成系におけるタンパP質リ ン酸化反応の性

質

。与志平尚，小林善親，奥達雄(九大.A・林学)
Ros.ωbacter伽 i的万cansのトリメチルアミンルオキシド還元酵素

.荒田博行，高官建一郎1(九州大・理・生物東工大・生命理工・生体機構)

脱窒光合成細菌の DMSO還元酵素の構造形成:スフェロプラストで分泌される酵素はフォーノレディングし

ていない

。佐藤通浩，併井秀雄，吉田芳，佐藤敏生(広島大・理・植物)

Phosphoenolpyruvate Carboxylaseを指標とした CAM植物の概日リズム

楠見健介，荒田博行，岩崎郁子，西村光雄(九大・理・生物)

光化学系IIMnクラスターの分子構造と電子状態に関する蛍光XAFS法による研究

。補正美，小野高明1，鈴木正樹2，上原明2，松下正3，大柳宏之4，井上頼直1(明大・理工・物理

理研・太陽光金沢大・理・化学高エネ研・ PF，4電総研)

光合成水分解酵素の SI及び S2状態における Mnクラスターの示す3つの EPRシグナノレの統一的理論

。楠正美(明大・理工・物理)

酸素発生機構研究への新しいアプローチ一一フーリ，ェ変換赤外(FT-IR)差スベクトル法

。野口巧，小野高明，井上頼直(理研・太陽光科学)

熱発光AT-bandhistidineはMn-!Jラスター近傍に存在する一一トりプシン消化による研究

。小野高明，井上頼直(理研・太陽光科学)

15:15 2pDlO 24 kDa表在性蛋白質結合に伴う Mn-!Jラスターの機能変化

。小野高明，井上顧直(理研・太陽光研究グループ)

15:30 2pDll ENDORよりみたチロ シン D+とチロシン z+の環境

。三野広幸，大道康史，小寺義男，河盛阿佐子(関西学院大・理)

15:45 2pD12 時間分解及び定常 EPRによるチロシン z+の研究

小寺義男，田倉度三，中西棋也，河盛阿佐子(関西学院大・理)

16:00 2pD13 第1キノン受容体QAを再構成した PSII複合体の光誘導 FTIR差スベクトル
。豊島喜則，荒賀千笑1，赤堀輿造1，佐々木純2，前田章夫2(京大・人間・環境研究科広大・総

合科京大・理)

16:15 2pD14 光合成光化学系E非へム鉄の役割について

。黒岩繁樹1，赤堀輿造1，豊島喜則2 (1広島大・総合科京都大院・人間・環境)

E会場光合成 (V)

13:00 2pEOl 

13:15 2pE02 

13:30 2pE03 

13:45 2pE04 

14:00 2pE05 

14:15 2pE06 

14:30 2pE07 

好熱性緑色イオウ細菌 Chloromumtepidumにおける光合成電子伝達反応

.奥村信巌，嶋田敬三，松浦克美(都立大・理・生物)

Chloroル淵S属の多様性の検討一一色素合成調節と電子伝達成分
。花田智，嶋田敬三，松浦克美(都立大・理・生物)

P700蛍光によるトウモロコ シ葉での循環的電子伝達の測定

。浅田浩二.U. Schreibevl • U. Heberl (京大・食研.lU. Wurzburg) 

SynechoのIstis6803における光化学系Iの循環的電子伝達

米牽玲，遠藤剛，小川晃男1，浅田浩二(京大・食研理研・太陽光科学)

Synec.加のIstisPCC 6714におけるチトクロムfから P700への電子伝達
。村上明男..回善彦(基生研・細胞生物)

ホウレンソウ葉緑体チラコイド結合アスコノレピン酸ベルオキシダーゼ;その存在と性質

三宅親弘，・曹鈍紅，浅間浩二(京都大・食研)

ホウレンソウ葉緑体チラコイド結合アスコルビン酸ベルオキシダーゼによる H202消去

・三宅親弘，浅田浩二(京都大・食研)
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第2日 3月30日(月) く午後の部〉

14:45 2pE08 脱共役チラコイド膜における光誘起性 H+放出の脂溶性 O2-除草剤による阻害

。山崎秀雄，岡山繁樹1，島崎研一郎1，西村光雄(九大・理・生物九大・教養)

15:00 2pE09 Chlamydomonas reinhardtiiのスーパーオキシドディスムターゼ

。桜井英博，橋元範明，北山薫1，Togasaki， R. K.l (早稲田大・教育・生物，lDept. Biol.， In-

diana Univ.) 

15:15 2pEIO 講演取消

15:30 2pEll チラコイド膜内部に強固に結合するフェレドキシン-NADP還元酵素

。西JII豊庚，近藤美津子，新勝光(神戸大・理 ・生物)

15:45 2pEI2 ダイ コンにおける 4つのフェレドキシンの存在と構造

西村まゆみ，長井潔1，。先浜恵子1，新勝光1(キシダ化学・研究課神戸大・理・生物)

16:00 2pEI3 分子進化上で保存されている残基を改変した植物フヱレドキシンの機能解析

。松村智裕，林邦昭1，谷口:功1，長谷俊治(名大・農・農芸化熊大・工・応用化)

16:15 2pEI4 プレカーサープラストシアニンの精製とその性質

。高倍昭洋， 日比野隆，桜井邦展，岡林偏史(名城大・理工・化学)

G会場分子生物学 (VI)

13:00 2pGOI 

13:15 2pG02 

13:30 2pG03 

13:45 2pG04 

14:00 2pG05 

14:15 2pG06 

14:30 2pG07 

14:45 2pG08 

15:00 2pG09 

15:15 2pGI0 

タパコ光化学系Iサプユニットをコードする核遺伝子群の機造解析

山本義治1.2，久保凹耐1，中郁真之1，。小保方潤ー1 (1北大 ・理・植物京大・理・植物)

光合成細菌プラスミドにおけるマ ンノ ース代謝遺伝子

。井手口隆司，胡澄，西瀬弘1，山下仁平，角野富三郎(阪大・蛋白研甲子園大)

ミキモピン型 Riプラスミドから分離した rol遺伝子の徳造解析

。清JII繁人，小林一三1，鎌田博人原田宏2(協和発酵住友金属筑波大・遺伝子実験センター)

タバコの RNA結合タ ンパク質 cDNAの構造とその遺伝子発現

。広瀬哲郎，花野滋，叶麗珍，杉田護，杉浦昌弘(名古屋大 ・遺伝子実験施設)

ヒト SOD遺伝子のラン藻Anacystisnidulans 6301での発現

。竹嶋康誠，高次昇，杉浦昌弘1，萩原秀昭(萩原健康科学研究所名古屋大・遺伝子実験)

酵母S.ex伊IUSにおける宿主ーベクタ一系の開発と遺伝子機能及び複製機能の解析

。久冨泰資，井上広一，畔柳総，壷井基夫(福山大・工・生物工学)

糸状性藍藻Pled側仰uzboryanumの形質転換系

。高橋康弘，猪原美佐，藤田祐一，松原央(大阪大・理・生物)

藍藻Plect，仰 emaboηlanumにおけるゼニゴケ葉緑体DNAのORF465の相同遺伝子

。藤田祐一，松本博，高橋康弘，松原央(大阪大・理・生物)

Rhゆ bacter岬 'sula似sフェレドキシン I遺伝子近傍に位置する窒素固定遺伝子群の分子遺伝学的解析
。佐伯和彦，松原央(大阪大・ 理・生物)

Serine substitutions at the amino-terminus of the photoreceptor phytochrome result泊回泊αeasein 

biologica1 activity 

Stockhaus， J.， 0長谷あきら1，Ha1fter， U.l， Kay， S.，古谷雅樹1，Chua， N. -H. (Rockefeller大，
l理研・ FRP)

15:30 2pGll ライスフィトクロム Aとそのアミノ酸置換，欠損体の試験管内での再構成

富津健一1，J. Stockhaus1，2，伊藤直子1，N. -H. Chua2，古谷雅樹1 (1理研・フロンティアロック

フエラー大)

15:45 2pG12 コムギ・ヒストン H3遺伝子の細胞周期特異的発現に関わるシス領域の同定

。大坪憲弘，中山王手裁，寺田理枝1，島本功1，岩淵雅樹(京大・理・分子植物植工研)
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第2日 3月30日(月) く午後の部〉 第3日 3月31日(火) く午前の部〉

16:00 2pG13 コムギヒストン H3遺伝子の 5'far司upstreamシス領域の解析

藤本宜充1，。伊藤卓也，中山卓哉，岩淵雅樹 (京都大・理・植物日本石油(株))

第3日 3月31日(火) く午前の部〉

A会場成長制御

9:00 3aAOl 

9:15 3aA02 

9:30 3aA03 

9:45 3aA04 

10:00 3aA05 

10:15 3aA06 

Phytochrome-dependent changes of sensitivity to gibberellins in cell extension growth of rice mesocoty1 

Peter Nick，古谷雅樹(理研・フロンティア)

ジャスモン酸によるパレイショ塊茎組織片の細胞肥大

。高橋淳，藤野介延，幸田泰貝iJ，喜久田嘉郎(北大・農 ・植物)

植物葉水抽出時に生成する低分子性物質の花成誘導効果はりポキシゲナーゼ阻害剤で完全に抑制される

。伴隆之1，木崎暁子2，木戸毅1，田中修3，葛西善三郎1，竹業剛4 (1近畿大・農化京大・農生，

3甲南大・理京府大・生科)

アオウキクサ花成誘導タンパク質のパクテリアによる大量生産

。木戸毅1，木崎暁子2，久保浩義丸田中修4，葛西善三郎1，竹葉剛5 (1近畿大・農化京大・農生，

3信州大・理甲南大 ・理 京府大 ・生科)

アオウキクサの窒素欠乏による花成誘導機構

福岡佳江，田中修，。中山義雄1，杉野守1，竹薬剛2，西村久雄3(甲南大・理・生物近畿大・良

・植生京府大・生科・応生愛医大・衛生)

クワ (Morusalba L. )の shoot-tipabscission (枝先脱離)と adventitiousabscission of intemodes (不定節閑

脱離)

鈴木健夫(京工繊大・繊維・応用生物)

10:30 3aA07 トウモロコシ Dsの幼葉輸における媛性発現一一表層微小管の配向

田中早苗，。勝見允行(国際基督教大・生物)

10:45 3aA08 媛性イネのエチレン生産とその生長促進効果

。吉羽洋周1，山口彦之2(1目立基礎研駒大・放射線生物)

11:00 3aA09 画像解析によるユリ花粉管の成長速度の測定

。森田隆子，松岡英明，根本泰行(東京農工大・工・物質生物工)

11:15 3aAI0 ダイズの茎の伸長成長に及ぼすブラシノライドの影響

。荻原均，伊藤亮一，石井龍一(東京大・農・農業生物)

11:30 3aAlI リンコ¥ニホンナシにおけるエチレン合成に関与するカルシウム，銀イオン

。田中敬一，宮沢孝幸1，森口卓哉(農水省・果樹試長野県・果樹試)

11:45 3aA12 Subtracted Probeを用いたタパコ遺伝的麗蕩に特異的な cDNAのクローニング

。藤田知道，河内宏1，播口徳充2，関根政実2，新名↑享彦2，市川尚斉，庄野邦彦(東京大・教養・基

礎科農水省・生物研大阪大・工・応用生物)

12:00 3aA13 Ethylene action on auxin efflux ca汀iers:Effects on NPA binding and implications of receptor (cova1ent) 

modification 

B泊 G.Kang (延世大・生物学科)

12:15 3aA14 トマト懸濁培養細胞に対する重金属イオンの影響

。井上雅裕，遠山鴻，城尾昌範，村山徹郎 (愛媛大 ・理・生物)

12:30 3aA15 アズキ培養細胞に対するカドミウムイオンの影響

。笹田直樹，井上雅裕，村山徹郎(愛媛大・理・生物)

12:45 3aA16 アカパンカピでリズム測定に用いられる bd株のカルシウム依存の Lysineによる生長阻害の解析

。大西卓嗣，藤本充，中島秀明(岡山大・理・生物)
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第3日 3月31日(火) く午前の部〉

B会場細胞骨格/代謝

9:00 3aB01 重合・税重合法による植物微小管蛋白質の単離

菱昌茶，園部誠司，柴岡弘郎(大阪大・理・生物)

9:15 3aB02 タバコ培養細胞 BY-2における前期前微小管束消失の kinase阻害剤による阻害

。勝田順子，柴岡弘郎(大阪大・理・生物)

9:30 3aB03 細胞質表層徴小管による膜タンパク質の移動の制御一一実験法の開発一一

。戸塚克之，柴岡弘郎(大阪大・理・生物)

9:45 3aB04 ウニ卵セントロソーム 51kD蛋白質は植物細胞で微小管形成中心として働くか

。馳津盛一郎，長田敏行(東大・理・植物)

10:00 3aB05 ユリ花粉管からのミオシンの単離

。横田悦雄，新免輝男(姫路工大・理・生命科学)

10:15 3aB06 細胞骨格系タンパク質のオジギソウ屈幽運動への関与について

。岡田小苗，作田智洋，田宮徹，土屋隆英(上智大・理工・化)

10:30 3aB07 ニンジン不定匪形成初期過程における急激な細胞分裂の解析

。高橋拓志，杉山宗隆，川原良一，駒嶺穆(東北大・理・生物)

10:45 3aB08 馬鈴薯茎断片培養系の第茎形成過程における細胞骨格の変化

。藤野介延，小田良樹，幸田泰則，喜久田嘉郎(北大・農 ・植物)

11:00 3aB09 ラン藻Sy担ecJwcoccusPCC 7942の硝酸イオン輸送変異株の硝酸還元酵素活性

小俣達男(理研・太陽光科学)

11:15 3aB10 ラン藻砂押ecJwcoc<ωsPCC 7942の硝酸同化系酵素遺伝子の窒素源による発現調節

。鈴木石根，小俣達男1，杉山達夫(名古屋大・農・農芸化理研・太陽光科学)

11:30 3aB11 光と窒素に応答したトウモロコシ業のアンモニア同化系酵素の挙動

。榊原均，大西宏，長谷俊治，杉山達夫(名古屋大 ・農化)

11:45 3aB12 ブドウ科楠物における D-{3--3H]グノレコン酸から酒石酸への引の移行について

斉藤和実(京大・ RIセンター)

12:00 3aB13 ホウレンソウ葉アポプラストのアスコルビン酸とアスコノレピン酸によるフェノーノレ性物質酸化の制御

高浜有明夫(九州歯大・生物)

12:15 3aB14 植物におけるプリンヌクレオチドの異化とその生理学的意義

。芦原坦，矢吹奈美，高沢陽子(お茶の水大 ・理・生物)

12:30 3aB15 デンプン合成におけるショ糖合成酵素の役割

]. Pozueta-Romero， P. Perata，山口淳二，赤沢完(名大・農 ・生化学制御)

12:45 3aB16 ダイズ恨粒パクテロイドの増殖制御におけるポリアミンの役割

。小沢隆司，辻剛宏(大阪府大 ・農・農化)

C会場光合成(¥[)

9:00 3aC01 新しい光化学系E標品の調製とその性質

菓子野康浩，小池裕幸，。佐藤和彦(姫路工大・理・生命科学)

9:15 3aC02 酸素発生系Eコア複合体の性質

。小池裕幸，菓子野康浩，佐藤和彦(姫路工大・理・生命科学)

9:30 3aC03 好熱性シネココッカス Mn安定化蛋白質の構造解析

。平野昌彦，元木章裕，三浦久美子，島津恒夫，金井正三，谷村隆次1，加藤栄2(東レ・リサーチ

センター東レ基礎研東京大・理)

9:45 3aC04 酸素発生系E膜標品における 2Caの異なる存在部位

。韓甲酢，加藤栄(東大・理・植物)

10:00 3aC05 ラン藻酸素発生標品に存在する表在性のチトクロム C550と9kDa蛋白質

沈建仁，池内昌彦，井上頼直(理研・太陽光科学)
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第3日 3月31日(火) 〈午前の部〉

10:30 3aC07 

10:45 3aC08 

11:00 3aC09 

11:15 3aClO 

11:30 3aC11 

11:45 3aC12 

12:00 3aC13 

12:15 3aC14 

12:30 3aC15 

12:45 3aC16 

10:15 3aC06 低分子量膜タンパク質の分析のための脂質・界面活性剤の除去法

。池内昌彦，金回直也，井上頼直(理研・太陽光科学)

Synechocystis sp. PCC 6803チラコイド膜の系E低分子量タンパク質蓄積に対する種々の系E遺伝子不活性

化の効果

。池内昌彦1，W. F. J. Verm組 S2，井上頼直1(1理研・太陽光科学アリゾナ州立大・植物)
光化学系E粒子のアルカリ条件下での CP43および CP47の光分解

。森宏樹，山本泰(岡山大・理・生物)

光合成水分解複合体の光活性化におけるカノレボキ、ンル基の役割

。田村典明，田中智美，若松田光，和田敬四郎1(福女大・家政・家庭理学金沢大・理・生物)

小麦葉における光合成水分解複合体の光阻害と光活性化

。田村典明，山崎裕子，伊藤千弥子1，井上弘1(福女大・家政・家庭理学富山大・理・生物)

ゼンマイ緑色胞子の発芽時における葉緑体蛋白の分解機構

。井上弘，高野篤生(富山大・理・生物)

暗所で生育したトウヒ芽生えから調製した光化学系E標品における酸素発生系の光活性化

。蒲池浩之，大場謙三，西本悦子，田村典明1(九州大'.'林福岡女子大・生物)

チトクローム b559酸化還元特性の変動と光合成酸素発生系の機能発現

。水湾直樹，山下貌(筑波大・生物)

グラミシジンと低渡度 Ca2+イオンによる酸素発生系の光再活性化に対する強い阻害作用の解析

。山下貌，蝦名真澄(筑波大・生物)

光化学系Eにおける O2ーの生成

。高橋正昭，白石卓夫1，浅田浩二1(甲南大・理・生物京大・食研)

葉緑体Mn(II)結合性タ ンパク質の性質

高橋正昭，今井宜丈，。杉浦美羽，橋本佳代子，浅田浩二1(甲南大・理・生物京大・食研)

D会場分子生物学(四)

9:00 3aD01 チャ Camelliasinensisカノレコ ンシンターゼの cDNA?ローユング

。竹内敦子，早津雅仁(農水省・野菜茶試)

9:15 3aD02 ピベコリ ン酸によ って誘導されるアオウキクサ mRNAのcDNAクローニ ング

。安部弘，JII合浩二1，藤岡昭三，桜井成(理研・植物生活環制御日大・農獣医 ・応用生物科学)
9:30 3aD03 大腸菌の嫌気条件下で発現する遺伝子に対する転写制御]因子

。山本勇，薮宏典，佐藤敏生(広島大・理・植物生理)

9:45 3aD04 ダイズ種子中で発現するウリカーゼ遺伝子の単離と解析

。田中耕二，田島茂行(香川大・農・生物資源)

10:00 3aD05 発芽カボチヤ子葉における aconitaseisozymesの精製と cDNAクローニ ング

。林誠， Luigi De Bellisl，槻木竜二，西村幹夫(基生研・細胞生物， Univ. of Pisa) 

10:15 3aD06 ミトコンドリアゲノムにおける葉緑体 DNAの配列

中薗幹生，。平井篤志(名古屋大・農・生化制御)

10:30 3aD07 エンドウの低分子量 GTP結合蛋白質の cDNA?ローニングとその発現

。永野幸生，村井宣彦，石原雅司，松野隆一，佐々木幸子(京大・農)

10:45 3aD08 小麦psbD遺伝子クラスターのプロモーター活性の光制御

。和田拓治，椎名隆，豊島書員。(京大大学院・人間・環境学研究科)

11:00 3aD09 チコりRi形質転換体におけるオパイン産生の組織特異性について

。猪口雅彦，杉田康一郎，加藤次郎(岡山理大・理・生物化学)

11:15 3aD10 遺伝子導入による高等植物の低温感受性の改変

西国生郎，西沢治J東正一，林秀則，田坂恭嗣，牧野由美子，村田紀夫(基生研キリ ンピーノレ
.基礎研)

円
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第3日 3月31日(火) く午前の部〉

11:30 3aD11 ラン藻の脂肪酸不飽和化酵素遺伝子

。坂本敏夫，和田元，西国生郎，村田紀夫(総研大・基生研)

11:45 3aD12 好熱性シネココッカスのフィコシアニン遺伝子の解析

。曽我麻美子，島津恒夫，平野昌彦，加藤栄1(東レ・リサーチセンター東大・理・植物)

12:00 3aD13 ヒャクニチソウ単離葉肉細胞においてブラシノライドにより発現が誘導される遺伝子のクローニング

。岩崎俊介，柴岡弘郎(大阪大・理・生物)

12:15 3aD14 葉緑体 DNAの包膜への結合に関わるタンパク質の研究

。佐藤直樹，C.A1brieuxl， J. Joyardl， R. DouceI.2，黒岩常祥(東大 ・理・組物，ICENGand 2UJF， 

Grenoble) 

12:30 3aD15 タパコ培養細胞のアミロプラスト形成過程における色素体遺伝子発現の転写制御

。酒井教，河野重行，黒岩常祥(東大・理・植物)

12:45 3aD16 ミトコンドリア融合を誘起するプラスミドの構造と機能

。高野博嘉，森君江，河野重行，黒岩常祥(東京大・理 ・植物)

E会場分子生物学(咽)

9:00 3aEOl Arabidopsis thalianaから単離された低分子量GTP結合タンパク質遺伝子の解析

。穴井豊昭，松井南1，藤井伸治2，エパロノレ ・アスプリア3，内宮博文3 (北大 ・理・生物日医大

・老研筑波大・環境科学東大・応徴研)

9:15 3aE02 植物における翻訳に関わる蛋白群の遺伝子解析

。加藤敦之，西理津子，橋本博史，木藤新一郎1，嶋崎哲夫，高松進2，木通事直巳1，梅田正明1，青塚

聡1，関口裕子1，内宮博文1(北大・理 ・繍東大・応徴研福井県農試)

9:30 3aE03 植物機能遺伝子群の浸透圧ストレスへの発現応答

。梅田正明，青塚聡，関口裕子，木藤新一郎，高松進2，嶋崎哲男"橋本博史1，西理津子1，木藤直

巳，加藤教之1，内宮博文(東大・応徴研北大・理・植物福井農試)

9:45 3aE04 イネアデニレートキナーゼ遺伝子の構造と発現解析

。JII合真紀，木藤新一郎1，加藤教之2，内宮博文1(筑波大 ・生物東大・応微研北大・理・植

物)

10:00 3aE05 ウシ脳特異的遺伝子(トリプトファン・ 5・モノオキシゲナーゼのアクチベーター)と相同性のあるイネ

cDNAの特徴

。木藤新一郎，加藤教之1，内宮博文(東大・応徴研北大・理・植物)

10:15 3aE06 イネ ωz座の遺伝子発現は 200C以下の弱低温で活性化される

。平野博之，佐野芳雄(国立遺伝学研究所)

10:30 3aE07 イネの進化過程における SINE様レトロポゾンの転移

。平野博之，梅田正明1，大坪久子1，大坪栄ーに佐野芳雄(国立遺伝研東大・応徴研)

10:45 3aE08 イネのホメオドメインを持った遺伝子の組織特異的スプライシング

。松岡信，南栄一1(農業生物資源研究所農業環境技術研究所)

11:00 3aE09 イネ増殖細胞核抗原 PCNA遺伝子プロモーター領域に結合するタンパク質因子 cDNAのクローニング

。小杉俊一，大橋祐子，鈴鹿巌1(農水省・生物研家衛試)

11:15 3aE10 イネ・スーパーオキシドディスムターゼの遺伝子構造の特徴

。坂本敦，大菅裕之，奥村剛一，田中浄1，田中園介(京府大・農化国立環境研)

11:30 3aE11 イネ rアミラーゼ遺伝子 5'上流領域の解析

。光永伸一郎，山口淳二，赤沢完(名大・農・生化学制御)

11:45 3aE12 日本型イネより検出されイ ンド型イネからは検出きれない RNAの構造及び機能

。福原敏行，森山裕充，百武博1，新回毅(東京農工大・一般教育・生物理研・薬剤作用)

12:00 3aE13 イネ Vpl遺伝子の構造と発現

服部東穂(三重大・遺伝子)
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第3日 3月31日(火) 〈午前の部〉

12:15 3aE14 原核・真核生物間接合一一酵母受容菌染色体へのプラスミドの組み込みの分子機構

西川正信，鈴木克周，。吉田和夫(広島大・理・植物)

12:30 3aE15 D1蛋白質合成の光による制御の機構ーークラミドモナス生細胞を用いた解析一一

。黒田洋詩，佐藤公行(岡山大・理・生物)

12:45 3aE16 明暗切り替えによって出現する D1タンパク質の翻訳中間体

。稲垣言要，佐藤公行1(岡山大・自然科学岡山大・理・生物)

G会場光合成(唖)

9:00 3aG01 ホウレンソウ RuBisCO活性調節機構モデルの構築

村山寛，和田野晃，。横田明穂(大阪府大・農化)

9:15 3aG02 ホウレンソウ RuBisCO活性調節部位へのリプロースピスリン駿の結合とその活性への影響

東岡雅也，。横田明穂(大阪府大・農化)

9:30 3aG03 ホウレンソウ RuBisCO活性調節部位の構造解析

。渡海寛，横田明穂(大阪府大・農化)

沈水処理中の CO2濃度がEleoc.加risviv争araの光合成変換に及ぼす影響

。内野彰，鮫島宗明1，石井龍一，上野修1(東大・農・農業生物農水省・生資研)

Synechoの叫sPcc 6803の無機炭酸輸送に必須な idA遺伝子産物の同定

小JII晃男(理研・太陽光科学)

黄色変異イネ葉と一般栽培種のイネ葉における in-vivoRubisco活性と電子伝達能力の関係について

。日出間純，牧野周，前忠彦，小島邦彦(東北大・農・農化)

異なった窒素レベノレで栽培されたコムギ葉の最大光合成能力と Rubisco含量

。牧野周，前忠彦，日出間純，小島邦彦(東北大・農・農化)

無機炭素固定に必須な新しい遺伝子 icfAの解析

。福津秀哉，鈴木英治1，宮地重遠2(京都大・農 ・農化茨城大・理・生物海洋パイオ研)

ホヤと共生している Prochlor;仰のカーボニックアンヒドラーゼ活性

。Dionisio・Sese，M.，嶋田教弘，丸山正，宮地重遠((株)海洋パイオ研)

11:15 3aGlO C4植物葉肉細胞原形質膜のカーボニ ックアンヒドラーゼ

宇都宮詠子，。武藤尚志(東京大・応徴研)

11:30 3aGll C4型 PEPカルボキシラーゼのリン酸化に関与するプロテインキナーゼ

。小JII紀之，奥村焼，泉井桂(京大・理・化)

11:45 3aG12 リン酸欠乏ストレスのトウモロコシに及ぼす影響について1I.酵素活性の変化

。臼田秀明，下河原浩介(帝京大・医)

12:00 3aG13 ラン藻の CO2濃縮機構と光呼吸のコンピューターモデルによる解析

和田野晃(大阪府大・農・農化)

12:15 3aG14 大豆葉層の光合成特性と葉肉的構造

苗以農，許守民，朱長甫，劉学軍，萎艶秋(中国東北師範大学生物系)

12:30 3aG15 G1utamine induces the N-dependent expression of PEP-carboxy1ase and carbonic anhydrase genes in detach-

ed maize 1eaf 

Bambang Sugiharto， JN. Burne1P， T. Sugiyama (Sch. of Agric.， Nagoya Univ.， lQueens1and 

Univ. of Tech.) 

9:45 3aG04 

10:00 3aG05 

10:15 3aG06 

10:30 3aG07 

10:45 3aG08 

11:00 3aG09 
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座 長 表

日 時 講演番号 座 長 日 時 講演番号 座 長

laAOl-04 林 隆久 2aE09-12 落合英夫
laA05-08 渡辺 昭 午 2aFOI-05 檎 山哲夫
laA09-12 藤伊 正 2aF06-09 伊藤 繁
laBOl-04 

橋蓮 沼本 仰
徹 2aFI0-12 池上 勇

午 1 a B 0 5 -0 8 嗣 2aGOI-04 平日 田 フじ
laB09-12 島崎研一郎 3 目IJ 2aG05-08 奥 山英登志
laCOl-04 長谷川 宏 司 2aG09-12 大森正之
laC05-07 長 田 敏行
laC08-10 瀧本 敦 2pAOI-04 加藤 栄
laDOl-04 松岡 信 2pA05-08 杉 山達夫
laD05-08 福津秀哉 月 2pA09-11 佐藤 忍

3 laD09-12 長谷俊治 2pA12-14 小柴共ー
laEOl-04 神谷勇 治 2pBOI-04 賀来章輔

円IJ laE05-08 武 田 穣 2pB05-08 武 田 幸作
laE09-12 山 内 大輔 午 2pB09-11 森川 弘道
laFOl-04 加藤哲也 30 2pB12-14 笠毛邦 弘

月 laF05-08 
桜嶋 井田 敬英 博三

2pCOI-04 山本直 樹
laF09-12 2pC05-08 町 田 泰則

2pC09-11 佐藤敏生
lpAOI-04 根本泰行 2pC12-14 柴岡 弘郎
lpA05-08 武藤 尚志 日 2pDOI-03 塩井祐三

29 lpA09-12 庄野邦彦 2pD04-05 小林善親
lpA13-16 太 田 喜元 2pD06-08 河盛阿佐子
lpA17-19 坂野勝啓 2pD09-12 豊島喜則
lpBOl-03 佐藤 文彦 2pD13-14 小野高 明

午 lpB04-07 大隅良典 f、 2pEOI-04 藤 田善彦樹
日 lpB08-11 西村幹夫 月 後 2pE05-07 岡 山繁

lpB12-15 谷本静史
、../

2pE08-10 浅 田浩二
lpB16-19 諸橋征雄 2pEll-14 手口 田敬四郎
lpCOl-04 横 田 孝雄 2pGOI-04 佐藤直樹
lpC05-08 辻 英夫 2pG05-07 古谷雅樹

〆'、、 lpC09-11 中村輝子 2pG08-10 岩淵雅樹
日 lpC12-14 東 四 郎 2pGll-13 鎌 田 博
、-./

lpC15-17 小関良宏
lpDOl-04 柴 田 均 3aAOI-04 神坂盛一郎
lpD05-08 山 田 康之 3aA05-08 中 島秀 明
lpD09-11 波多之 昌 3aA09-12 上 田純一

後 lpD12-15 ゴE=3 田 静夫 3 3aA13-16 竹葉 岡4
lpD16-19 松本英 明 3aBOI-04 斉藤和 実
lpEOI-04 篠崎異輝 3aB05-08 倉石 晋
lpE05-07 山 田 晃弘 午 3aB09-12 芦原 坦
lpE08-11 1面 田 裕穂 月 3aB13-16 新免輝男
lpE12-15 作 田 正 明 3aCOI-04 池 内 昌 彦
lpE16-19 米 田 好文 3aC05-08 佐藤和彦

3aC09-12 山本 泰
2aAOI-04 小島邦章 彦 31 3aC13-16 西村井 光雄
2aA05-08 鈴木 方 3aDOI-04 平 篤志

3 2aA09-12 峰雪芳宣 3aD05-08 高宮建一郎
午 2aBOI-04 増 田 芳雄 3aD09-12 佐々木幸子

月 2aB05-08 勝見允行 日 3aD13-16 高倍昭 洋
2aB09-12 伊東 隆夫 3aEOI-04 

杉加 藤田
護

20 2aCOI-04 山木 昭平 3 a E 0 5 -0 8 
夫明2 a C 0 5 -0 8 網野真一 目リ 3aE09-12 τEt 3 田 和

日 2aC09-12 松原 央 f‘、 3aE13-16 内宮博文
2aDOI-04 南川 隆雄 火 3aGOI-04 井上 弘

目IJ 2aD05-08 新 勝光
、../

3aG05-08 射場 厚〆'、、

月 2aD09-12 今関英雄 3aG09-12 横 田 明穂
、../

2aEOI-04 山下仁平 3aG13-15 臼 田 秀 明
2 a E 0 5 -0 8 下 田 親
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1 aG 01 フラボノイドの情造修飾のメカニズム一一一メチル化及び配絡体化
反応

石倉成行 (熊本大・理・生物科学)

天然のフラボノイドの化学機造の修飾は、水酸化、メチル化、配糖体化及びアシ

ル化によって最終的に決定する.これらの反応のうち、メチル化並びに配精体化を

触媒する酵素について古くから研究されてきているが、最近いずれの反応もフラボ

ノイドの恒換位置に対応して触媒する酵素はお互いに異なっていることが判ってき

た.そごで、演者らが見出したいくつかの酵素例を紹介し、それらの性質、並びに

フラボノイドの置換位置に対する特異性及び反応の順序等を検討したい.

メチル化一一一 Chrysospleniumamericanum (ユキノシタ科)から四種類の位置特

異的 0-メチルトランスフエラーゼ (0M T) のほかに、さらに最近フラボノ・ール

の 2・ーないしは 5'ーの Q メチル化を触媒する酵素が見出されている 1) この新し

い醇素は分子量は約 57，000で、活性部位に SH基が関与しているとみられることな

どから他の酵素と類似しているが、 pl値が 5以下であること 、基質特異性が高いこ

とで著しく異なる. 一 方、ソメイヨシノの若葉から抽出した OMTは、イソフラボ

ン配絡体のソホリコシドをメチル化して 7位にメトキシル基を持つプルネトリンを

生じる 2)しかし、基質特異性は低く、さまざまなフラボノイドの 7位に対しでも

反応する。同酵素は上記のいずれの酵素とも異なって、分子量は約 36，000で小さ

く、 p!.fl直が 4.1であった。このように、フラポノイドに対して反応する OMTは位

置特異性が非常に高いが、フラボノイドの樋類から見た基質特異性はかなりさまざ

まである。なお、ソメイヨシノの業の各成長段階でのプルネトリン含量と OMT活

性の変動を調べたところ、春期の展開しつつある葉ではプルネトリン量、 OMT活

性ともに急速に高まり、秋期の業では OMT活性はほとんど見られないことが判っ

た。これらの事柄を遺書にしてフラボノイドのメチル化反応の特徴を検討したい.

配糖体化一一一フラボノイド配糖体をm成する単糖としてかグルコースが最も一
般的であるが、この他にも幾種類かの槍が知られている.最近、演者らはソメイヨ

シノの業から UDP-グルコース:フラポノール 3-0-グルコシルトランスフエラーゼ

(F3GT)及び新規な醇繁 UDP-グルコース:イソフラボン 4'-0-グルコシルトランス

フエラーゼを見出した 3】。両酵素は分子量がともに約 51，000であるが、イオン交

換クロマトグラフイーによって完全に分離することができる.また、コマユミ(ニ

シキギ科)の葉からフラボノールの 3位の水酸基に、 UDP-DーキシロースからのDーキ

シロースを転移する酵素 (F3XT)を見出した<)0 F3XTは同一徳物に見出されるフラボ

ノールの 3位及び 7位の水酸基に D-グルコ ースを転移する酵素 (F3GT及びF7GT)とは

分子量が約 48，000で等しいが、イオン交換クロマトグラフイ ーによって両者を完

全に分離することができる.また、 F3XTはフラボノールに対しでかなり特異的に反

応する.これらの配糖体化反応の特徴について、メチル化反応と合わせてフラボノ

イドのm造修飾のメカニズムを検討したい。
l) Khouri，H.E. et al. Phytochemistry 25: 2475 (1986). 引 Ishikura，N. 

et al. Bot. Mag. Tokyo !.旦~: (1992) in press. 3) Ishikura， N. and K. Ya-

mamoto. Pl. Cell Physiol. ~: 1109 (1990). 川 Ishikura，N. and Z. Yang. 

Z. Naturforsch. 46c: 1003 (1991). 
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1 aG 02 環境適応反応としての紫外光によるフラ ztfノイド合成

の誘導

武田幸作(東京学芸大学・生物)

高等植物に広〈分布しているフラボノイドの生合成は、紫外光により誘導または

促進されることが培養細胞や植物体での研究によって明らかにさ討ている。

フラボノイド化合物はおもに植物の花、薦、茎、銀などの表皮系の細胞で合成さ

れ液胞内に蓄積されている。また、フラボノイドは、 230-380nmの紫外減

に強い眼収を示す。これらのことからフラボノイドは、有害な紫外線から植物を保

議する役割を待っているものと考えられている。

ヤグルマギクの茎から得られた培養細胞(1 p p mの 2， 4-D， 0， lppm 

のカイネチンを含むMS培地、娠とう 100ストローク/分)は、暗所で培養する

時にはフラボノイドの合成をしないが、 uvを含む光を照射するとフラボノイドの
一種アントシアニン [Cyanidin3-(6'malonyl)glucosidc]の合成を誘導する。この

細胞系でのアントシアニンの生合成誘導の現象で、有効な光は何か、生成された色

素を蓄積する細胞はuvに対して耐性をもっているのかどうか、また色素生成の誘
導織構について検討を加えてきた

色素合成の誘導と光議礎生物掌研究所の大型スペクトログラフを用いて色素生

成の作用スペクトルを測定した。 400-700nmの波長域の光照射では色素生

成は認められなかったが、 260-380nmの繁外繊で色素生成が誘導され、入

射光量子強度ー反応曲線が得られた。適当な光エネルギー量の範囲では反応曲線は

いずれも互いに平行であり、アントシアニン生成に関する光生物学的反応系が同ー

であることを示唆した。この反応曲線から得られた光作用スペクトルは 280nm

にピークをもっ曲線を示した。

アントシアニンの蓄積と細胞の紫外光にたいする耐性:培餐細胞への紫外光をふ

くむ光の照射時聞が婚すにつれて細胞内に蓄積する色素量が地加する。また、細胞

からメタノール系溶媒で抽出される物質の紫外部の吸光度は高くなる。この細胞で

は紫外部吸収物質のおもなものはアントシアニンであった。暗所で培養して色素を

含まない細胞と、光を照射して色素を蓄積した細胞とで、 FDA染色法により紫外

光に対する耐性を比較したところ、細胞内に蓄積する色素最が増すにつれて耐性は

増加した。また、紫外線による損傷としての pyrimidinc di田crの形成量を紫外光

の照射直後に測定して比較したところ、色素を蓄積した細胞では明らかに減少して

おり、色素が紫外光の防御をしていることを示した。

色素生成の誘導機構:アントシアニン生合成に関連する醇素群の活性[フェニル

アラニンアンモニアリアーゼ、チャルコンシンターゼ (CH S)、チャルコンフラ

パノンイソメラーゼ、マロニルトランスフエラーゼ]は、紫外光の照射によりいず

れも急激に上昇する。このうち CHSの活性は、暗所で培養した細胞では検出限界

以下であるが光照射によって誘導され、鍵酵素的に働いている。また、ノーザンプ

ロットハイブリダイゼイションで調べた結果、 CHSmRNAは紫外光照射により

検出されるようになり、転写レベルの調節であることが判った。大型スペクトログ

ラフを用いて CHSmRNA生成の誘導に関する入射光量子強度一反応曲線を求め

たところ、色素生成に関するものに近い曲線が得られ、紫外光による CHS遺伝子

の発現にかかわる光受容体の色素部位は、 280nm近辺にピークをもつものと推

定される。
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1 aG 03 アントシアニン合成系の発現機構

小関良宏 (東大・教義・生物)

アントシアニン合成系は、花片などの分化した特定の組緒・器官で特定の時期に

発現しており、また紫外線などの環境要因によっても誘導される.このアントシア

ニン合成系の発現と分化との関係、さらに環境からのシグナルによる発現の機構を

解明するために、ニンジン培養細胞をモデル系として研究を行った. 2，4-Dを含む

培地中で脱分化的に増殖しているニンジン培養細胞を 2，4-Dを含まない培地に移植

すると、不定旺形成とともにアントシアニン合成が誘導される.ここにおけるアン

トシアニン合成の誘導と不定匪形成の誘導との聞には、生理学的に見て密接な相関

関係が見ちれ、ここにおけるアントシアニン合成の誘導は、不定旺形成という形態

的分化に対し、二次代謝系の“代謝的分化"と考えられた.

このアントシアニン合成にかかわるどの酵素が 2，4-Dにより発現制御を受けてい

るか調べたところ、 phenylalanineammonia-lyase (PAL)と chalconesynthase 

(CHS)が 2，4-0により発現が制御されていることがわかった.特に、 PALについて

はアントシアニン合成時に CHSとともにゆっくりとした時間経過を経て誘導され、

2，4-0が培地に添加されることにより CHSとともにその発現が抑制されるものと、

培地中の 2，4-0の有無にかかわらず、細胞を新鮮培地に移植するという培養細胞に

おける一種の傷害である希釈効果により、一時的一過的に誘導されるものとが存在

することがわかった.この両者に対する cONAの構造の解析から、両者の mRNAは

全〈異なる、すなわち両者は異なった核遺伝子としてニンジン核内に存在している

ことがわかった.さらに、これらに対する核遺伝子クローンを得てその構造を解析

したところ、希釈効果により発現が誘導される PALについて、 cONAと完全に塩基

配列の一致した 2種類のクローンが得られた.この 2つのクローンは 5'上流約

-400 bpから上流においては塩基配列が全く異なっており、このことは mRNAレベ

ルでは全く区別のつかない2つの PAL遺伝子がニンジン核内に存在していることを

示すものである.この2つの PAL核遺伝子のうち、その両者とも希釈効果によって

誘導されるのか、あるいはどちらか一方のみで、他方はそれ以外の環境要因により

誘導されるのか、現在検討中である.また、アントシアニン合成に関与し 2，4-Dに

よって発現制御される PAL核遺伝子についても、 mRNAと完全に塩革配列が一致し

たクローンが得られた.これに対し、この核遺伝子クローンと非常に相向性の高い

クローンも得られ、これがどのような分化状態の細胞で発現しているのか興味深い.

以上のことから、ニンジン核内には PAL遺伝子は最低でも 4種類存在し、同ーの

PAL活性を発現するものでありながら、アントシアニン合成の時にはその中の特定

の PAL遺伝子しか発現していないことがわかった.この研究を進めることによって、

オーキシンにより制御されている分化の誘導のシグナルを受けて、そのシグナルが

細胞内でどのような過程を経て伝達されて、特定の PALおよび CHS遺伝子の発現

が制御されて、アントシアニン合成系が発現するのかが明らかにされるものと考え

られる.
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アルカロイド生合成制御の分子生物学

山田康之、 佐藤文彦、 織本隆、 杉本

幸絡 I (京大・農・農化、 '花王・生物

研

植物培養細胞・恨の選抜により、 目的アルカロイドを高

産生する素材を得て、 目的物質の生合成経路とその生合成

1 aG 04 

。

子

た

ベ

ら

ベ

か

ト

ら

ソ

キ

ア

伝

れ

ル

か

ル

ン

テ

な

イ

ソ

は

遺

か

ベ

ン

ベ

リ

ら

性

ル

イ

で

に

聞

の

ミ

ロ

ソ

か

速

ジ

ル

根

ら

が

胞

パ

ド

ノ

ン

俸

ン

ジ

養

さ

域

細

ン

ヒ

ダ

リ

の

ベ

ン

培

領

餐

ロ

ラ

ウ

レ

応

の

ベ

ジ

し

究

培

コ

ト

ラ

ウ

反

こ

ス

フ

明

研

ン

ロ

テ

ル

コ

化

ピ

ラ

司

。

解

る

レ

ド

ノ

ス

ル

た

る

ヅ

、，，，

を

す

ウ

ヒ

S

た

チ

し

あ

ツ

構

成

オ

ラ

(

ま

ン

メ

製

で

キ

機

作

パ

ト

は

リ

両

粉

体

サ

応

物

リ

テ

路

り

ソ

る

量

マ

、

反

植

セ

経

な

ノ

至

厳

ニ

タ

る

い

生

て

成

と

ダ

に

分

の

す

し

産

い

合

か

ウ

ン

を

ド

は

速

新

高

お

生

明

ラ

ミ

事

前

イ

ド

律

て

ン

に

る

が

ル

パ

酵

ロ

イ

を

い

リ

程

至

と

ノ

ン

の

カ

ロ

階

用

ベ

過

に

こ

ル

ロ

ら

ル

カ

段

を

ル

成

ン

る

チ

コ

れ

ア

ル

各

法

ベ

合

リ

経

メ

ロ

こ

ン

ア

の

手

生

ベ

を

0

ド

リ

ン

程

尚

子

ン

ル

ン

6

ヒ

に

ノ

リ

過

エ

リ

ベ

リ

ら

ラ

び

キ

ノ

ロモリン、 ベルパ ン、 イソテトランドリン、 ホモアロモ

-

0

・

ベ

と

リ

ン

ン

か

応

め

ン

て

酵

終

そ

転

組

の

t

l

J

、J

。
o

a

ン

モ

シ

ミ

ン

反

る

極

ミ

ウ

本

緩

S

賀

子

ン

た

爾

。

a
a
-
-
.

，a

ン

リ

ロ

ロ

ラ

チ

換

す

は

ア

ょ

に

索

た

〔

形

伝

ミ

れ

g

e

a

H
U
 

リ

モ

T

チ

ポ

ニ

変

成

応

シ

に

ら

水

れ

を

に

遺

ラ

さ

s

o

t
t

e

 

モ

ロ

は

コ

ル

質

形

反

ヨ

・
ゼ

さ

脱

さ

子

織

の

ポ

成

・

0

u
'

・
・
・
・
a

ロ

ア

り

ン

ス

オ

物

を

換

ヒ

一

て

示

伝

組

こ

コ

作

;

i

d
a
n
u
"
u
 

ア

に

あ

リ

る

で

な

階

変

-

ナ

-L

し

が

遺

ナ

ス

が

)

S

S

。

、

J

。

a
a
τ
a

・‘

に

ら

r
モ

た

あ

系

要

段

の

S

ゲ

こ

用

と

の

ン

た

な

物

8

H

a

白羽

H
M
m

特

さ

mm

ロ

れ

で

の

主

終

へ

〔

シ

る

作

こ

そ

ド

し

要

植

1

T
I

・

問

ア

さ

ド

こ

の

憲

ン

キ

す

も

る

に

ラ

生

重

生

〈

;

J

、

。

、

れ

た

問

つ

明

イ

程

の

ミ

り

オ

換

に

す

ら

ベ

再

り

産

8

)

a
'
ι
M
A
H
M
.

、‘，，

ら

っ

納

旦

証

ロ

し

過

成

ラ

よ

ジ

変

ン

成

さ

る

体

よ

ド

・

9

1

。丸u・『

aweawd・
-

め

か

の

が

カ

立

成

合

ポ

に

型

に

ミ

合

す

個

イ

2
一
1

9

〉

2

、

，

A
'
a

凋
斗
品

開
拓
高

.H
上

と

ル

確

合

生

コ

系

存

ン

ア

生

し

と

ら

に

ロ

・

(

9

-
，e
、

・

聞

内

4

0

3

て

に

い

以

こ

ア

を

生

に

ス

験

依

ミ

シ

を

析

物

か

葉

カ

e

8

8

1

a
R
H

・
aa--

し

常

抽

明

日

る

ン

系

金

特

ら

実

酸

ア

ヨ

ン

解

産

胞

茎

ル

C

2

6

(

0

7

-

4

0

 

と

非

代

1

れ

パ

恨

る

か

の

ル

シ

ヒ

ミ

を

終

細

は

ア

t

2

一
・

6

。

v
e
e
o
-
a
'

ン

は

巾

は

さ

ロ

養

至

た

ン

こ

一

ヨ

シ

ラ

子

最

え

物

い

h

・

6
一
9

p
a
-
-‘
ヲ

丘

ニ

室

内

市

中

成

ト

培

に

し

ミ

タ

ヒ

キ

ポ

伝

主

換

摘

し

t

E

e

・，
o-

ア

生

中

収

合

な

い

ン

に

ア

が

ル

シ

ロ

コ

遣

を

組

ナ

新

1

L

・2
一

-

a

e

匂

レ

産

の

隊

生

的

高

ミ

か

シ

る

グ

キ

ド

ス

の

ン

の

ン

S

h

、・・・

R

u

n

-

ν

圃

ク

の

ン

単

ら

表

の

ラ

ら

ヨ

あ

ソ

ロ

ヒ

る

索

ミ

こ

ド

し

e

E

e
F
-
-
t
n
 

シ

ン

E

の

か

代

能

ポ

明

ヒ

で

キ

ド

-

あ

酵

ア

ラ

積

o

l

c

-

β

、

t

・

0

ミ

バ

晶

子

・

成

コ

を

要

オ

ヒ

S

で

本

シ

て

ベ

集

a
l
-
-

F

A

V

'

a

n

附

u-a-

ン

パ

ル

給

分

E

合

ス

惜

情

S

重

2

が

物

で

ヨ

し

え

を

o

9

・

t

・

i

リ

ル

ベ

ン

4

生

ら

機

[

て

が

6

索

産

こ

ヒ

換

換

み

F

e

J

B



1 aG 05 値物細胞の大量婿養における環境制御と二次代謝産物

の生産

原 康弘 (三井石化・化学生物研究所〉

組物細胞の大量培養に用いられる技術や装置の中には、微生物情養の知見を重量考

lこしたものが多いが、織物細胞は大きさ、かたき、比重、細胞塊形成などの点で微

生物と異なるため、細胞の生産能力を十分に引き出すには、ぞれらにあった大量培

養処方を工夫することが必要である。本講では、主に、演者らがこれまでに取り組

んできたムラサキ細胞の大量治養によるシコニンの生産を例に、スケールアップに

おいて注意を要する点を紹介する。

1.培地組成および pH

基本的には、スケールアップの際に培地組成や pHを修正する必要はないが、装

置が大型になって小拭と培地滋薗法が変わると、青島などによる培地成分変化の穏度

が異なってくるので注意を憂する。シコニン生産は、これら絹地の熱変化の影響を

強〈受けたので、小試結果の再現を図るために滅菌時の加熱時間や温度を検討する

必要があった。

2. 豊重量底

シコニン生産の歳適温度範囲は22-25"Cであり、この範囲をはずれると生産置が急

激に低下した。実験室では恒混糟などを利用して厳密な温度制御が可能であるが、

熱媒体による加熱・冷却で温度制御を行う大型鳩養装置では、培養期間を通じて温

度むらなく淘ーに制御するため、温度検知や加熱・冷却の方法に工夫を要した。

3. 酸素の供給速度

(1)通主主韮 細胞への酸素供給は、酸素移動容畳係数 (kta)と溶存酸禁濃度(00)1ζ 

支配される。 シコニン生産はkLaの彫響を強〈受け、 フラスコ培養ではkL a 10h・1以

上で生産量が最大になった。 また、シコニン生産に対する最適00は5・8pp.にあり、

それ以上では生産量が急激に低下した。細胞の滑殖によって培餐途中 1;:00低下がみ

られるときには、通気ガスへの酸素の混合などによって 00を一定に制御する必要が

あったが、 ムラサキ細胞の渇合には、kLaが10h・1になるように空気の湿気速度を設

定すれば、格裳期間中、上述の範図内 lこ00を維持することが可能であり、シコニン

生産畳を最大にすることができた。

(2)細胞の分散方法 細胞に効率よく酸素を取り込ませるためには、細胞を培地中

に勾ーに分散させることが前鑓となる。しかし、纏物細胞は微生物に比べて沈降し

やすく、 また、固くて脆い細胞皇室と大きな液胞を持っているために撹枠によるシェ

アストレスによって糟殖や物質生産が抑制されることがある。 したがって、 シェア

ストレスはできるだけ小さくすることが望ましいが、これと細胞の分散とを同時に

満足させるのは鍵しく、組物細胞の大量猪養で最も大きな課題といえる.演者らが

取組んだ細胞の中でも、ムラサキ細胞はシェアストレスに弱〈、小試におけるシコ

ニン生産性を再現するのに、自覧搾翼や装置の形状に工夫を要した。

なお、本総では上述のムラサキ細胞に関する知見と対比させてオウレン細胞やニ

チエチソウ細胞の大量培養についても触れたい。
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1 pF 01 光合成と環境応答

村田紀夫 (基生研〉

( 1 ) 植物生理学における光合成研究: 級近の科学研究は専門化し、 また細分

化されてややもすると目撃援分野の動向すら見失うことも多い.植物生理学の中にお

ける光合成の研究もまた相当に専門化し、一見閉鎖系ともいえるような学問的雰囲

気の中で光合成研究に限った情報変検がおこなわれている樋合が多い. しかし、 こ

のような専門化・分極化の傾向は光合成の研究に限ったことではなく、他の分野に

おいても大なり小なりみうけられる現象である.値物生理学の研究の将来の発展を

考えると、 このような細分化と閉鎖性の打破が必須であると考える.光合成の研究

において般も重要なことは、生物学の他の分野にも彫響を与えうる研究成果に対し

て高い評価を与えることである.光合成の研究にしか膨響を与え t;.い研究には次点

の評価が適当であると考える.

( 2 ) 光合成と環境: 光合成の分子機備が詳細に解明されてきたのに伴い、環

境ストレス下における光合成の研究に興味を持つ研究者が徐々に培えてきている。

植物は常に環境の変化に曝され、.適条件下で光合成をおこなうことはほとんどな

い。植物は極々のストレス下においても、 ストレスを回避し、損傷を修復し、環境

に適応して光合成の能力を維持している. この際、組物は環境応答に関連する i宣伝

子の発現を制御することによって、高い効率の光合成を可能にしている.我々の穫

期をmいた研究によれば、主変なストレ宍吏聞でも事低沼、 mi担、同省、強光!とよ
って第一次の唄傷を被るのは光合成、それも光化学系 Eである。そのため、倒物の

ストレス生理学の分子機構の解明において、光合成の研究の果たす役割は大きいと

考えられる.

( 3 )宣伝子工学はどこまで有周か? 光合成の制御憐構を支配している i宣伝

子の解析は現在着実に前進している。また近い将来〈例えば 5年以内〉にはこれら

の遺伝子の操作により、ストレス耐性の種々の形質転換植物を作製できるようにな

ることは確実である。 これは次の 2点において重要な意義を持つ。第 1は、ストレ

ス耐性の形質転倹体の解衡から、植物のストレス耐性(および環境応答)の分子償

制の解明が飛磁的に進展することであるo m 2 ，ま、ストレス下においても生存し、
あるいは高い効$の光合成を営むことのできる農作物の作出が可能になる点である.

しかし現在考えられる織も楽しい夢は、砂漠や極地のような極限環境下においても

生存可能な植物を作り、 これを将来の砂漠緑化等の戦略のーっとして用いる可能性

を索ることである.生態学者とともに地球の生態系を考えることは、植物生理学者

が近い将来真剣に取り組むべき課題の一つであると考える.

( 4 ) しかしながら、 このような現時点で考えることのできる研究は、 「将来の

研究Jではなくて、 「現在の研究Jである。新しい研究の動向は、現在では測り知

ることのできない新事実の発見から生じてくることが多い。 このことを考えると、

光合成研究の将来を予測することは本当は不可能なのであろう. しかし、新事実の

発見も常に新しい方向を目指す研究資勢があってはじめて可能になる。 したがって、

設々は常に将来の研究の動向を考えながら研究を進めることが重要であると考える。
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1 pF 02 タ也-erot <D当三淫ヨr既Jt来歪匪各
杉山途夫 t名古屋大....化}

1.はじめに

纏物とは何か?答えの多〈はこの生物を般も特徴付げる倹能に集約するであろう.

その一つは光を利用した独立栄獲のはたらき、すなわち光合成による生合成纏能で

ある.このほたらきは、生物聞におげる化学エネルギーの供給とガス環境のバラン

ス維持を決定するが放に、植物科学における中心的な研究課組であり得る.この研

究領域における将来の方向について話題を提供したい.その目指すところは組物の

個体そして願わくば僻体レベルでの生合成に関わる高次秩序の理解である.

11.現状での研究の鐘勢と間短点

光合成の生合成経路、とりわけ炭素と室索の同化について今日の分子レベルでの

知見は多様である.代謝の繍序とコンパートメンテーションは光合成繊式の異なる

植物を関わず解明されており、主要な摘成静無の構造とその遺伝子構造の解析も進

み、代謝系の..成についての大筋は理解されたと言ってよかろう.また、これらの

代謝系の動的な側面、すなわち細胞での生合成系聞の相互関係の理解も限られたも

のではあるが得られつつある.この代謝のいわば 2次元的な視点を得る切っ掛げは

内外の環境要因に対する醇紫の活性網節の研究と中間体や産物の細胞内・聞の給送

にかかわる研究であった.なかでも中間体愉送の研究は基本的には細胞下の生合成

秩序を理解するにとどまっていたこれまでの研究に細胞生物学的な観点をもたらし

た.この新しい方向は分子遺伝学的手法をも踏まえたタンパク貨のオルガネラへの

局在化の研究において一層明確にされた.

細胞を基本単位と見なすこれらの研究においても未解決な課題は多い.例えば、

遺伝子発現の締節という今日では一般化された命題についてシグナルやその伝逮の

実体はいぜん不明である.その緩心には酵素・タンパク貨が関わると推定される、

究明には遺伝学的な解析が有効であろう.それに適した原核光合成生物、単細胞光

合成生物、植物矯餐細胞のモデルとしての重要性は高い.また、生合成の代謝系に

おけるそれら相互のもし〈は他の異化代謝系とのコミュニケーシヨンとそのし〈み

については、基質や中間体レベルでの理解を除き来知の節分が多い.その理解は遺

伝子発現のシグナル伝達の解明にも欠かせないであろう.それにはストレスの遷移

過程の解析が有効であろうことは大腸菌などバクテリアにおげる研究例から示峻さ

れる.

III.今後の研究の方向性

光合成の生合成鉄序を細胞から組織・器官へと発展させる研究にも鵡芽がみられ

る.光合成産物の組織・絡宮聞での餓送、光合成産物による光合成遺伝子発現の制

御、遺伝子発現におげる組織・弱音聞での相互作用の研究などはその例である.こ

れらの研究の延長上にはシンク/ソース機能や細胞・組織・録音の聞の物質のコミ

ュニケーシヨンという多細胞系に閤有の高次な生体秩序がある.また、光合成の生

合成は分化、進化や適応の領事宇でもある.斯様な視点からのアプローチによって他

の研究領域との媛点を広げることが積物科学としての発演には欠かせないであろう.

基礎研究の社会での理解は専門化が進むにつれてますます図録となる.研究への努

力とともに生物学の社会への翻訳努力もなされなければなるまい.
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1 pF 03 光エネルギ一変換系

井上 積直 {理研・太陽光科学)

手元の古い講演要旨集を調べてみると.第9回国際光合成会議に向けてという副題付きの

シンポジウムは.昨年の第 31回岡山大会の折りにすでに一度開催されており.加藤栄先生

が今回と同じ「光エネルギ一変倹系Jのタイトルで講演された.さらに調べると.一昨年の

第30回東京大会でも「植物生理の古い問題の新しい展開Jなるシンポジウムが持たれてお

り.やはり加陳先生が rH i 1 1反応j と題する講演を行っておられる.今更なんで自分が.
というのが偽りのない心境であるが.委細電談即決の際には上の分析は到底不可能だったの

である.

この手のシンポジウムの意図はなにか? 当該研究分野を位置づけ.現状を分析してその学

問的鉱脈の広さ深さと魅力をを示し.近未来に開拓すべき研究の方向を提示するといラのが

学問的正論に遣いないが.問時に.その採掘(研究)効率の良さ.ひいては研究費の豊富さ

さを誇示して研究者聞の世論形成を促すという学会政策的な側面もあるのだろう.しかしな

がら.文部省ではなく科学技術庁の研究機関に所属し.熱発光という特殊な手法によって殴

索発生反応の研究を進めているスペシャリストにとっては.いずれも手に負える代物では無

い.だが.企画委員の仲人口に乗った責任は取らねばなるまい.皆様の耳を煩わせることを

予めお詫びしておく.

光エネルギ一変換系研究における最近の画期的な成果は.いうまでもなく光合成細菌反応

中心の x線結晶憎造解析の成功であり.これが PSII反応中心研究に与えたインパクトは膨

大で.到底この紙面に納めることはできない.幸いこれらの点については.三木ら.高織と

佐藤の各氏による優れた総説(蛋核酵 vol34. No 6. 1988)があるのでそれを参照して頂

くことにし，ここでは上の総説で指摘された両反応中心の簡のおおまかな類似点と相違点を

列挙しておく.類似点は主として還元個IJに集中している 0102vs LM-subunits: Special 

pair: Pheo: QaQb: non heme Fe: herbicide binding site:だが 0102は accessory

Chlに対するリガ ンドをもたない? これに対して駿化側では. LMはへム鉄を結合している

が 0102はMn-clusterを結合しており水を分解する:0102はアミノ厳残基電子伝達体 ZDを

持つが. LMにはこれが無い等かなりの相違点がある 上記の文献にはまた.伊藤.桧山両氏

による PS 1に関する総説が収録されているので，それらについてもここに列挙しておく .

P S 1型 (FeS型)反応中心 vsP S II型(QaQb型)反応中心 :紅色細菌 RC vs P S II. 緑色嫌

気性細菌 RC vs P S 1.反応中心の進化 P700二量体の情造は? AO. F xの情造は? こ

れらの空間配置は? PSI， PSIIともホモダイマーの反応中心は存在するか?反応中心

を取り巻く小型ポリペプチドの役割は?等々興味ある問題が目白押しである.

さて.細菌反応中心と PSIIの鰻大の相違点.水分解系はどうか?疑問と謎が山積してい

る.触媒であるMnークラスターの情造が不明. 二分子の水から 02が生成する反応の中間体

の槍造が不明.塩素イオ ン.カルシウムイオン等必須因子の役割が不明.ではなにも研究が

進んでいないのかというと，そうでもない. E P R. XAF S. FT 1 R. Site-directed 

mutagenesis.解体再+賛成. T L.結晶化等あらゆる手法を動員して研究が進められており.

Mnのリガンドアミノ酸や原子価が明かにされようとしている. Mnを含み02を発生する P

S II粒子の給品化も話題にのぼるようになった.西播磨に建設中の放射光施設SP r n g 

8に期待したい.

わが国のエネルギ一変換系研究陣のレベルはなかなか高いが，進歩が速いだけに競争が激

しいという悩みもある. しかしながら.光合成は縞物を他の生物から区別する最も特徴的な

機能であり.エネルギ一変倹はその中核に位置する反応である.短期的な評価や研究効率ば

かりに捕らわれることなく，じっくり研究に取り組むことのできる環境を作り出して頂きた

いと，本学会の諸先生方にお願いします.
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1 pF 04 
光合成研究の ー局面ー"好大気汚染物質植物(A i r-

Pollutant-Philic Plant)の開発へ向けて

。森川弘道、鎌田光宜、指垣朝、濃野昌子、 中田政司

(広大、理、植物)

大気環境汚染は今や地球規模で問題となっていることは周知のところである。従

来、 積物学研究の立場からの大気環境問題への取り組みは例えば、悪環境耐性植物

あるいは環境指標植物などの研究が主流である。演者らはこの発想、を転換し、植物

ω環境応答能力の解析を通して、悪環境を"好み"、環境汚染物質を栄養源として
生育するような植物、すなわち"好大気汚染物質縞物" (̂ir-Pollutant-Phi 1 ic P 

lant)を開発することにより、 大気汚染問題を植物学研究(植物バイオ)の立場か

ら解決できるのではないかと考える。

光合成の素過程と密緩に関連した光合成組織の環境応答の興味ある例として、植

物葉は大気環境汚染物質の代表例の 一つである N02ガスを気孔を通して吸根、葉緑

体内の硝酸同化経路で同化し、 N 02由来の窒素をアミノ酸、 タンパク質に固定する

能力を有すること(例えば米山ら 1978年)がある。この植物の N 02吸収・同化は植

物の生長生理においてどの微な窓義があるのかは分かっていないが、 この知見は植

物は N02ガスを"窒素肥料"として生育する潜在的能力を有することを示している。

演者らはまず、 自然界において組物の N 02吸収・同化能力にはどれほどの幅があ

るのか、 また、高い N02吸収・同化能力を有する縞物が得られないかと期待して、

スクリーニングからまず始めた。道路端の野生縞物、裁培縞物、および樹木を対象

植物とした。植物体(主に実生)を 一定濃度の IS N 02に明条件下、一定時間暴露さ

せ、 縞物体を回収、洗浄、 乾燥後、 ケールダール分解してまず、還元態窒素の総量

を定置し、他方質量分析により、還元窒索中の ISN/ I4N比を定量し、両者から試

料乾物重 当 りの N02ガス由来の窒素畳を求めた。これまでに、約 140種の植物種に

ついて調査し、野生キク科(たとえばダンドボロギク)に N 02吸収・代謝能力の高

い種が見つかった。 また、 一般に野生イネ科植物(たとえばイヌムギ)はこの能力

が低〈、最大能力の縞物と最小能力の植物では約 40倍の差異があることが分かっ

た。 また、 キク科の裁 t音植物(例えばベニバナ)やシロイヌナズナも N02吸収・同

化能力が高いことが分かった.樹木は調べた限り、本能力は一般に低くかった。他

方、 同 一種での個体による能力の差異は最大 10 倍あり、能力の高い植物種での個

体別のスクリーニングを進めることにより、 将来 N02ガス浄化能力の高いクローン

が得られることが示峻された。

また、 N 02吸収・同化能力の高い植物と低い植物について、気孔開閉応答に対す

る N 02の効果を重量法により調べた。その結果、本能力の高い植物でも N 02暴露

により気孔を開くもの、応答しないものまた閉じるものがあり、 また、本能力の低

い植物でも同様に 3つのケースがあった。 このことから、柄物の N02同化能力の高

低は気孔開閉応答では説明できないと結論された。従って、おそらく N02 (または

N 0 J -)の細胞内への透過または細胞内での N 03-の代謝が縞物の N02同化能力を

規定しているものと推定された。硝駿代謝醇素遺伝子の発現は概日リズムの~曹を

受けるとされており、葉緑体ゲノムへの遺伝子導入・形質転換を含めた、 トランス

ジェニヅク、 またはトランスプラストミック植物を用いた研究も組物の N 02ガス浄

化機榊を解明する上で興味ある課題であり、 本研究についても現在進めている。こ

の織に演者らは光合成研究の 一局面としての縞物の N 02ガス代謝機備の解析を進め、

大気環境問題を積極的に解決する植物の開発を目指したいと考えている。
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1 pG 01 はじめに….植物の背丈を調節する過程

勝見允行(国際基督教大・生物)

植物の背丈の長短は、茎頂の「一次伸長分裂組織J(Sachs. R.M.1965) のactivityに
よって決まるといえよう。すなわち、茎の伸長速度は細胞分裂による細施増殖の速度と、

細胞周期をはずれた細胞の拡大(特に伸長)速度及びその程度とによって律せられる。

特に、細胞伸長の過程は貢献度が大きい。

細胞増殖の速度は細胞周期の進行速度であるが、これはその4つの素過程の時間によ

って決められる。細胞拡大の速度は、調11胞壁と液胞に関わる細胞の機能と性質に依存し

ている。すなわち、液胞の発達と吸水による細胞容積の増加と、それと平行レて起こる

細胞壁表面積の増加である。吸水の原動力は液胞の浸透ポテンシャルとアポプラスト液

の浸透ポテンシャルとの差であり、潜在的には液胞の浸透物質の漉度によって影響され

る。細胞壁表面積の増加は、既存の細胞壁構造の緩みと、新しい細施壁成分の合成添加

によって起こる。他方、個々の細胞がどの程度まで大きくなり得るかということは、細

胞の潜在的な拡大容力にも依っていると考えられる。この力を決めるものが何であるか

は明らかではないが、 1つの可能性は核の倍数性と関係があるかもしれない。すなわち、

4C核細胞よりも 8C核細胞の方が潜在的により大きく拡大し得るということである。

いずれにしろ、植物の背丈の調節は、以上のような細胞の素過程の調節を通しておこ

なわれるはずである。

細胞分裂・細胞伸長の調節因子として最も重要なものは植物ホルモンである。従って、

これらのホルモンの内生レベルの多少は背丈に著しい影響を与える。背丈の正常な伸長

に必要なホルモン (GAやオーキシン)の生合成系を触媒する酵素に異常があると、ホ

ルモンの供給は抑えられ、植物は媛性化する。また、ホルモンの受容体またはそれに続

く信号伝達系に関与するタンパク質因子に異常があっても同様のことが起こるであろう。

ホルモンの内生レベルが高いにかかわらず、媛性成長を示す場合はそのような可能性が

高い。また、ホルモンの輸送に関する異常も背丈に影響すると考えられる。

正常の場合でも、植物ホルモンの内生レベルは、いずれなんらかのしくみで調節さ

れているはずである。特に光などの環境因子がホルモンのレベルに大きく影響すること

はよく知られている。植物の背丈は赤色光で低くなり、暗黒で最高に徒長する。そして、

暗黒で育てた方が GA含量が多い。また、フィトクロムの異常な突然変異株の中には

光照射下でも徒長するものが知られており、やはり GA含量が多い。これらの事実は、

フィトクロムは内生GAの合成速度の調節にあずかることにより、植物の背丈の調節し

ている可能性が高い。

他方、ホルモンの生成と作用には異常がないが、作用を受ける標的が異常である場合

にも背丈は影響を受けるであろう。例えば、細胞壁構成多糖の生合成・高分子化、多糖

間架橋の形成などの過程に異常がある場合である。
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1 pG 02 媛性突然変異による細胞壁成分の化学的変化

倉石青(広島大・総合科学)

ジベレリンやオーキシンなどが少ないために媛性を示す突然変異系統は昔から

数多く知られてきたが、そうした突然変異も結果的には細胞壁がホルモンの影響

を受け、そのために嬢性となっていることが多い。また植物ホルモンとは一応無

関係に細胞壁が直接突然変異を起こし、その結果媛性となった例もあり、農業上

重要な半媛性穀類に多く知られている。

ホルモン量の変化による媛性突然変異

a オーキシン 11種類のー遺伝子突然変異系統オオムギ幼葉鞘の細胞壁を調

べたところベクチン、セルロース含量では特別の差は見られなかったが、へミセ

ルロース中の比較的微量成分であるガラクトースとマンノース含量が成長速度と

の聞に正の相聞を示した。

b. ジベレリン ジベレリン非感受性のエンドウ lk， lka， lkb とジベレリ

ン感受性のエンドウ 1w， ls， 16 にジベレリンを処理すると、感受性のエンドウ

は茎の伸長を促進したが、非感受性のエンドウは茎の伸長を促進しなかった。し

かしジベレリン処理を行なった非感受性エンドウの茎をよく観察すると、茎が太

くなっていた。細胞壁を抽出して分析すると、ジベレリン処理で、ベクチン量は

あまり変化しなかったが、へミセルロースとセルロース含量はジベレリンによる

伸長成長とは無関係に、いずれも著しく増加していた。このことはジベレリンが

縦11胞壁成分の生産を促進しているが、細胞壁中に含まれるセルロースミセルの方

向性を一定にすることができないために、ある系統は茎が太くなり、他の系統は

茎が縦方向に長く伸長していることがわかり、ヅベレリンは媛性と関係をしてい

るが、一方ジベレリンはほとんどの場合細胞壁の合成を促進しており、成長を直

接あるいは間接に制御していることが明らかになった。

2 ホルモンを直接経由しないと恩われる媛性突然変異

a. へミセルロース成分の変化による媛性化

一遺伝子突然変異系統オオムギOUM145の幼葉鞘はオーキシンを大量に含むにも

かかわらず、伸長成長速度が遅い。この系統の細胞壁を分析すると、ベクチンや

セルロース含量に特に差は見られなかったが、へミセルロース中のアラピノース

とキシロースが特に多く、セルロースミセル聞を糊のように接着しているアラピ

ノキシラン含量が多いために、建性となっていると思われる。

b. セルロース含量が少ない媛性突然変異

オオムギの中に茎が折れやすい突然変異があり、それぞれ fs， fs2， fs3 の3

種の異なった遺伝子の存在が知られている。ー遺伝子突然変異の fs2， fs3 はそれ

ぞれ正常系統に比べて背の高さが低かった。野外に成育したオオムギの稗を周

い、細胞壁構成成分を測定したところ fs2，fs3 はそれぞれ正常系統に比べてセル

ロース含量が1/5から1/6と少なく、セルロース含量の少なさが媛性と折れやすさ

の 2つを支配していると考えられる。さらに fs3 はfs2にくらべて若い時期に発

現することから、この遺伝子はセルロース合成のtimingを支配している遺伝子で

あると考えられ、おそらく 5・の上流域でセルロース合成時期を制御していると思

われる。
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1 pG 03 ジベレリン生合成における倭性発現

神谷勇治(理研フロンティア〉

ジベレリン (GA)は植物の茎葉部に対して顕著な節間伸長促進活性を示し、倭性

発現と深い関わりのあるホルモンである。現在までに高等植物から 70種以上の

GAが単離、構造決定されているが、そのうち、すべてのGAが伸長促進活性を示

すのではなく、 GAl、GA4などの特定の化学構造をもつものだけが活性を示す。

植物の倭性突然変異体は GAの生合成研究に極めて有効な材料であり、二つに大

別することができる。第一のグループは GAの生合成に欠損が起こり、活性型の

GAを生産できないために経性を示すもので、これらの突然変異体は活性型GAを

外から投与することにより正常型と同等の生長を示す。第二のグループは GAの受

容体またはそれ以後の活性発現までの情報伝達系のどこかに異常を示すもので、外

から活性型GAを与えても倭性が回復しない。経性突然変異体の 90%以上が第二

のグループに属するが、その研究はまだ殆ど明らかにされていない。

GAの生合成に異常のある突然変異体は欠損部以降のGA生合成中間体を外から

与えると媛性が回復することから GA生合成のどの段階が欠損しているのか予想す

ることができる。しかし、イネの倭性種の短銀坊主 (dx)は生物検定ではカウレン

の生合成に異常があると予想されたが、内生のカウレン量は正常型と短銀坊主の聞

に有為の差がないことがGC-MS分析によって山根らによって示されたので生物検

定法のみによる判断は注意を要する。

GAの生合成は 20段階以上の反応であり、大きく 3段階に分類できる。第一

段階はメバロン酸からカウレンまで、第二段階はカウレンから GA12-アルデヒドま

で、第三段階は GA12・アルデヒドから各種GAまでである。第一段階で重要なカウ

レンの環化酵素は現在，筆者の研究室でカボチャとGibberel1afuj此脚iから単離、精

製が進められている。第二段階を触媒する酵素は NADPHを要求するー原子酸素添
加酵素で、膜結合型のチトクローム P450酵素である。第三段階はα・ケトグルタル

酸要求型の酸素添加酵素によって触媒される反応である。とくにGAの活性発現に

重要な3s水酸化酵素ゃc・20GAからc・19GAへの変換酵素はこのグループに含ま
れる。筆者のグループをはじめとして、いくつかグループが現在この酵素群の精製

を進めているが、酵素が極めて不安定なために、精製に難航している。しかし、近

い将来に酵素が精製され、その蛋白質をコードしている遺伝子も解析されると思わ

れる。

一方最近、シロイヌナズナ(Arabidopsisthaliana)を用いて遺伝子の側から GAの関

係する媛性発現機構を明らかにしようとする研究が進められている。 GAがないと

発芽できない突然変異体がいくつかとられている。 Tai-pingSun はgalが遺伝子欠

損型突然変異体であることに着目して、 galの欠損している遺伝子の塩基配列の一

部を明らかにした。 galはカウレンを外から与えると媛性が回復するのでカウレン

の環化酵素が欠損しているのではないかと考えられたが、Zeev制民らがgalの未熟爽

からセルフリー系を調製したところgalは正常型と同様にメバロン酸をカウレンに

変換することができ、環化酵素は欠損していないことが示された。 BrainHaugeは

galと同様に発芽にGAを要求するga2の遺伝子を明らかにするためにchromosome

wa1kingを行なっている。目的の遺伝子に近づいているらしいが未だ成功したとい

う報告はない。
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1 pG 04 フィトクロムによる伸長成長の制御一突俄変具

体と遺伝子導入植物から得られる知見

・長谷あきら (理研・ FRP)

光合成にその生存の基盤をおく植物にとって光は最も重要な環境要因の一つであ

り、植物は光環境の変化に敏感に反応する機構を発達させてきた。縞物の伸長成長

も周りの光環境に大きく左右されることが知られている。続物の光形態形成反応を

制御している光受容系としては、フィトクロム系や"青色光受容色素"系などが知

られているが、本講演では最も詳しく研究されているフィトクロム系について最近

の設々の研究を中心にご紹介する。

遺伝子導入タバコを用いた研究;寂々は、フィトクロムの作用の分子機構を調べ

るため、遺伝子工学的技術により植物体内のフィトクロムの状態を接作しその効果

を調べている。その第一歩としてイネ・フィトクロムA遺伝子をタバコに導入した

ところ、分光光学的活性をもっイネ・フィトクロムA蛋白質(phyA)の発現が硲認さ

れた(Kay等、 1989)。さらに、光による茎の伸長阻害をこれらの槌物で調べたとこ

ろ光に対する感受性が高まっていることが観察された。またこの反応は赤・近赤外

光可逆的であった(Nagatani等、 1991)。したがって、導入したイネphyAがタバコに

本来備わるシグナル伝達系を通じて茎の伸長を制御していると考えられた。またN

末端付近のアミノ酸配列を人為的に改変したphyA遺伝子を用いたところ光に対する

感受性をさらに高めることができた(Stockhaus等、本大会口頭発表)。この実験系

を用いることにより今後フィトクロム分子の構造と機能の関係が次第に解明されて

行くことが期待きれる。

突然変異体を用いた研究.'最近の生化学的・分子生物学的研究によりフィトクロ

ムには複数の分子種(phyA、phyB、etc.)が存在することが明らかになり、各分子種

の役割分担を調べることが次の課題として浮上してきた。主主々が様々な光形態形成

の突然変異体でフィトクロムの有無を調べたところ、キュウリのlh(Lopez等、

1992)とArabidopsisのhy3(Nagatani等、 1991)はともにphyBを欠くことがわかった。

これらの突然変異体では、下匪軸の徒長とともに成熟植物体の徒長が既に報告され

ている(Adamse等、 1988a)。一方、 phyAを欠く可能性が高いトマトの突然変異体

aurea(Koornneef等、 1985: Sharma等、本大会口頭発表)では、下匹軸の徒長は認め

られるものの成熟した植物体の形態はほぼ正常であることが報告されている

(Adamse等、 1988b)。つまりphyBは長期にわたり茎の伸長を制御しているが、 phyA

は発生初期にρみ働いている可能性がある。今後はこの点を明確にすると同時に、

phyAとphyBの情報伝達系の差異についても研究を進めたい。

謝辞;遺伝子導入植物に関する研究はRocke!eller大のH.-H. Chua研究室、突然変異体に関

する研究のー榔はSalk研究所のJ. Chory縛士、'iageningen大のR. E. Kendrick I噂士との共同

研究である。また、その他の節分は全て理化学研究所の古谷雅樹研究室で行なわれた。共同

研究者の方々にこの場をお借りしてお礼申し上げます.

-51 -



lpG 05 rolC遺伝子による媛性発現の分子機構

内宮博文 (東大・応償研)

我々は、 Riプラスミドによる形質転換実験を行い、 TL-DNAのみを保有する形質

転換体を作出した。得られた形質転換体をノーザン法で分析したところ、 rolCの

mRNAの発現量が最も多いことを示した。そこで、 rolCのみをもっトランスジェニ

ツク・タバコを作出し、 rolC遺伝子による節問の短縮、草丈の低下、花の小型化、

花柱の突出、開花期の促進などの変化を見出した。

つぎに、 rolC遺伝子のコードするタンパク質についての情報を得るため、大腸菌

中でRolCとpーガラクトシダーゼとの融合タンパク質を発現させ、それを抗原と

してRolC抗体を作成した。アフイニティー精製したRolC特異的抗体を用いて形質

転換体の抽出物を調べたところ、約22kDaのポリペプチドが検出された。また、細

胞分画により RolCは可溶性タンパク質として細施質中に存在することを明らかに

した。また、最近、 ドイツ・マックスプランク研究所のグループはrolC遺伝子産物

が、サイトカイニン・グルコシド複合体よりサイトカイニンを解離する酵素活性を

示す事を報告している。

rol遺伝子のプロモーター活性を検出するためにGUS遺伝子とのキメラ遺伝子を

植物へ導入し、その発現部位を調べた。その結果、 rolCプロモーターは主として維

管束細胞(飾部柔細胞)で特異的に発現する事が確かめられた。さらに、このよう

な組織特異的発現に関与するシス・トランス因子の解析も進行している。

rol遺伝子の発現はなんらかの外的、内的シグナルにより制御されているものと

思われる。我々は、糖によるrolCプロモーターの発現促進効果を見い出した。すな

わち、タバコの幼植物を0.4Mショ糖を含んだ培地でインキュペートすると、経時

的にrolCプロモーターの活性化が認められた。しかし、問じモル濃度のソルピトー

Jレで処理した場合、促進効果は認められなかった。従って、プロモーターの活性化

には浸透圧ではなく、ショ糖の代謝が関与しているものと考えられる。この様なシ

ョ糖によるrolCプロモーターの活性化は師部細胞を通して行なわれている。以上の

知見を総合してrolci宣伝子による倭性発現の分子機構を考察する。

(文献)

Sugaya，S.， Hayakawa，K.， Haoda，T. & Uchimiya H. : Plant Cell Physiol. 

30， 649・653(1989) 

Matsuki，R.， Ooodera，H.， Yamauchi，T. & Uchimiya，H. Mol.Gen.Genet. 

220， 12・16(1989) 

Kaoaya，K.， Tabata，T.， Iwabuchi，M. & Uchimiya，H. Plant Cell Physiol. 

31， 941・946(1990) 

Fujii，N. & Uchimiya，H. : Plant Physiol. 95， 238・241(1991) 

0000， Y.， Satomi， T. & Uchimiya H. Gene 104， 95・98(1991) 
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lpG 06 側発現と情報伝達系-ras関連遺伝子山抑制i
佐野 浩〈秋田県立農業短期大学附属生物工学研究所〉

縞物生理学で扱う典型的な媛性とは、正常と比較して背丈のみ低〈他の形質は殆

どかわらない縞物休を指す.こうした媛性形質はi宣伝し、単一遺伝子の変化による
ものも多い。媛性現象が注目されるのは、縞物の生長、形態形成における遺伝子発

現の解析に好適な付料であるばかりでなく、農業裁縫のうえでも有用なためである。

私逮は媛性の分子機矯を祭る手がかりとして、 「媛性と正常では幾つかの遺伝子発

現様式が異なる筈」という作業仮説を立てて一連の実験を行った。

動物細胞での研究によ~と、活発に mRNAを転写している遺伝子 DNAは沈黙状態の

遺伝子DNAに比べて 5メチルシトシシ(mSC)の量が少ない事が見出されているo DNA 

メチル化と遺伝子発I見は逆棺間にある、というものである。私iまはこうした現象に
着目して、正常と1要性の問での遺伝子発現の差をm5仁をマーカーとして調査した。
その結果、 トウモロコシとイネにおいてm5Cの分布に差のある票、 5アザシチジン

(azaC)というメチル化阻害剤で芳生えを処理すると脱メチル化がおこり、同時tこ渡
性化も誘導される票、これらの形質はi宣伝すること、などを見い出した.これらの

結果は DNAメチル化が織物遺伝子発現においても大切な制御僚構のひとつである事

を示唆するものである。そこでどのような遺伝子が脱メチル化で発現時刻i却を受けた
かを調べたところ、 ヒトプロトがん遺伝子工主豆に類似した遺伝子工孟旦1が得られた。
GTP:を結合する分子量25kの蛋白質(I.&JU-p25)をコードずる。 L担iの転写はazaCで
誘導された燈性イネでは正常に比べてかなり低下しており、その傾向は少なくとも

h まで遺伝した。その生理作用を調べるために旦旦1の蛋白質コード8Bi立をタバコに
導入したところ、媛性、 I頁芽優努の消失、花の異常、という 3つの形質変化を起こ

した。とりわけ頂芽使勢の消失に伴う妓分れは組換休の 80%以上に見られた。頂

芽優努はオーキシンとサイトカイニンの微妙なバランスによって保たれているので、

E且旦1導入の組換休ではこれらホルモンの代謝系あるいは受容系に変化をこうむった
らしい事が知られた。 しかし、その檎造から考えてE孟旦i蛋白質そのものが直銭ホル
モンの合成/利用系に係わっている可能性は少ないように思われる。むしろ外界か

らの情報の伝達系に位置しており、この系を~Ji却しているのではないだろうか.

rnuの導入によって正常な情綴伝達系の働きが狂ってしまい、情報通多あるいは情
報不足におちいった結果ホルモンバランスを脱した、とも考えられる.

細胞のシグナル応答システムは複雑だが、一般に外界の刺激を受容したのち、そ

の信号を細胞内の化学信号に転換し、増 rtJする事が基本となっている。たとえばカ

ルシウムイオンチ+ンネルの活性化、 イノシトール燐酸化化合物の移動、 cA門p:を介

した蛋白質のリン酸化カスケードなどが具体的に知られている。多数の蛋白質がこ

の経路に関与しており、 E鐙もその一員である。外界からのシグナルはこうした経

路を通って最終的に転写調節因子に伝えられ、遺伝子の転写がスイッチオン/オフ

される事によって応答が決定される。 rnuを起点としてこれらの経路を解明して行
けば燈性現象の理解の手がかりが得られるのではないだろうか.
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2 pF 02 インゲンマメ果実成熟におけるシンク・ソース関係

。南川隆雄、山内大締 (都立大・理・生物〉

マメ科果実の成熟期にはソース著書官である葉からシンク緑官である種子への大き

な物質の流れが生じるが、この中で規機こそ小さいがさや〈種子を除く果実〉も 1

つのシンク・ソース機能を発簿する.すなわち、マメ科のさやは単にその中にある

未熟種子を保護しているだけではなく、種子の成長のための一時的な貯蔵器官とし

ての代謝的役割も果たしている.インゲンマメ (Phaseolus vulaari !)のような未熟

種子を食用に供する種類ではこの傾向は顕著であるとみられる.

果実の成長はまずさやへの養分の集積によって始まり、ついで種子形成期をむか

えるとさやはセネッセンス期に入る。さやは比鮫的短期間のうちにシンク機能から

ソース機能への転換が起こるところがユニークであり、また時期を限ればさやでは

両方の機能が同時進行している可能性も考えられる.ここではまずインゲンマメ及

びケツルアズキ (Viana muna 0)果実成熟期におけるさやでのタンパク貨および炭水化

物の動餓を慨観し、ついでこれらの分解に主要な働きを果たすエンドペプチダーゼ

と q ーアミラーゼの発現について述べる.

エンドペプチダーゼ:インゲンマメ果実成熟期のさやでは開花後 8-12日目 (8-12 

DAF)からタンパク貨含量は増加し始め、 17-21 DAF にピークに逮して、その後減少

に転じるが、さやのセネッセンスの始まる 17-21 DAFは種子発途の開始期に一致す

る。セネッセンス期のさやではエンドペプチダーゼ活性は著しい上昇を示し、この

上昇は種子完熟期に相当する 22-27 DAF まで続く。このようなさやの鍋出液中には

少なくとも 5型のエンドペプチダーゼが存在する。このうち主要とみられる醇素

EP-Cl を精製し、 cONA クローンを単際した。この cDN.~ の塩基配列から導き出され

たアミノ酸配列は、}JIJにケツルアズキ発芽種子子葉から単躍したシステイン・エン

ドペプチダーゼ (SH-EP)のそれと 94"の相同性があったo EP-Cl と SH-EPは免疫

学的にも相同であるが、分子量にはわずかな差がみられる EP-Cl cDHAをプロー

プにしてインゲンマメのゲノムライブラリーから 4個のクローンを単隠し、そのう

ちの 1個に含まれる EP-CI 遺伝子の温基配列と転写開始点を決定したo EP-Cl遺

伝子のイントロンの構成や位置は SH-EP遺伝子のものと一致した.また、 この cD

HAを用いて果実成熟期のさやにおける EP-C1 IIIRHA量の経時変化を測定し、醇索活

性や EP-Cl 量の変動と比較した。

。ーアミラーゼ:インゲンマメ及びケツルアズキの果実成熟期のさやでは、上記

のタンパク貨ほど顕著ではないが、デンプンの集積とそれに続く分解が観察される。

さや当りの q ーアミラーゼ活性はインゲンマメでは 17-21 DAF に、またケツルア

ズキでは 15 DAF にピークを示す。われわれはこれまでの研究によりケツルアズキ

発芽期の子業中で活性上昇を示す αーアミラーゼを単厳し、その抗体を用いて同子

葉の cDHAライブラリーより q ーアミラーゼ cDHA クローン {λAMY11)を得、婦人郎

の配列を決定している。この子葉の αーアミラーゼと免疫学的に相同な静棄が上記

の両植物のさや中にも検出された。免疫プロッテングにより観察された果実成熟期

さやでの q ーアミラーゼ量の経時変化及び λAMYll cDNAをプロープにした同 mRN A 

レベルの経時変化を銅ぺ、醇素活性のそれと比較した。
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2 pF 03 果実への糖集積関連酵素ーソルピトール代謝についてー

金山喜則、 山木昭平(名古屋大..) 

果実が健全に成長し、 食品として十分な価備を持つに至る過程で、 光合成産物の

転流とその集積が担う役割は大きい. リンゴ ・ナシ・モモなどのパラ科果樹での転流

糖は主にソルピトールであるが、 その研究はショ糖転流植物に比べると予備的なも

のにとどまっていた. 我々はソルピトール代謝の骨量備を明らかにするため、 まず関

連酵素の探索から開始し、 続いて各酵紫の精製及び遺伝子の単般を行うこととした.

主にリンゴで検討されてきた代謝経路を慨説すると、 およそ次のようになる. ま

ず葉において、ソルピトール 6リン酸脱水素酵素 (S6PDH) によりグルコース 6リン

酸がソルピトール 6リン叡へ変検され、 ソルピトール 6リン酸ホスファターゼによ

る脱リン際化反応によりソルピトールが合成される‘ S6PDHの細胞内局在については、

ショ糖密度勾配遠心法などにより、 可溶性画分及び紫綬休のチラコイド膜に存在す

ることが示唆されている. 一方果実へ転流したソルピトールは、主に NAD依存型ソル

ピトール脱水素酵素 (SDH) およびソルピトール酸化酵素(SOX) によってそれぞれ

フルクトース、グルコースへ変換され蓄摘する. 若いリンゴ果実の液胞には 700lllM余

りの鯖が集積しているが、 その大部分はフルクトースとグルコースである. すなわ

ち転流されたソルピトールは 、細胞の可溶性画分に存在する SDnによりフルクトース

に変換され液胞に取り込まれる一方、 細胞皇室、細胞膜等に存在する SOXによりグルコ

ースに酸化される. 液胞に直接吸収されたソルピトールも 、SOXによりグルコースへ

酸化されるごとが確認されている. SDHに関しては、 NADおよびNADP依存型の両酵素

の存在を確認しており‘果実生育にともなう活性の変動から NAD-SDH~f 重要であると

考えられる. NAD (P)を使わないソルピトール代謝僻繁としては SOXが部分精製され、

その反応様式、 Km値(100mM) 及び至適 pH(4. 0) が明らかになっているが、 ソルピ

トールキナーゼは検出されていない.

ソルピトール合成の Key酵素と考えられる S6PDHは、 リンゴ実生より約 2000倍にま

で精製され、 SDS-PAGEにおいて約 36kDaの単一バンドを示した. 分子量はゲルろ過で

約65.000であり、 ピワにおける本醇紫と問機に二量休であると考えられた Vmaxは

S6P合成反応において高く、 特に中性付近でこの傾向が顕著であった. S6P合成反応

における活性調節物質を探索したとごろ、 相自および糖リン検エステルはあまり彫響

しなかったが、 ATPが顕著な活性阻害をみせた. ADPも阻害作用を見せたことと対照

的に、 AMPはほとんど活性に銃密を与えなかった. 解析の結果とれは NADPHに対する

競争阻害であり、 ATP、 ADPに対する Ki値はそれぞれ 0.18mM、 0.30mMと求められ、 生

体内でもこれらの物質の濃度比によってソルピトール合成が綱宣告されている可能性

がある. リンゴ実生 cDNAライブラリーより 、ピワ S6PDH抗体を用いて本酵素の cDNAク

ローニングを行い、 上記精製酵素の一部アミノ酸配列との比較及ぴ大楊閣における

活性の検出により同定した. との cDNAクローンは 310のアミノ般をコードする 930塩

基対の翻訳領減をもち、 計算分子量は 35.000と精製練品のものとほぼ一致した. そ

のアミノ厳配列からアルドース・ケトース還元酵素ファミリーとの栂向性が認めら

れた.

今後は、 SDHとSOXに関しでも精製及ぴ遺伝子の単隙を行うと共に、 ごれらソルピ

トール関連酵素の発現の検討を行い. 園芸作物における覇者集積能の増進あるいはソ

ルピトール合成能の導入を考えていきたい.
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2 pF 04 メロン・セリンプロテアーゼの合成機式と cD N Aの構造

。山形裕士、増沢妬也、岩崎照雄・ 〈神戸大・農・農化〉

数種の果実中には、 その生理的意義は不明確であるが、 プロテアーゼが多量に存

在する。パパイン、 プロメライン、 フィシン、 アクチニジン等のチオールプロテア

ーゼについては古くから多くの研究の蓄積があり、 植物酵素の中でも物理化学的、

静素化学的性質や精進等がよく解析された醇素となっている。 これに対して、植物

起源のセリンプロテアーゼに関する研究は少ないが、 メロン果実中にはユニークな

耐熱性のアルカリ・セリンプロテアーゼ(M S P )が多量に存在し、 プリンスメロ

ンの静素は、金田らによってククミシンと命名されている。

我々は、 これまで、二つの観点から M S Pを材料として生理生化学的研究を行な

ってきた。一つの興味は、 セリンプロテアーゼの分子進化についてであり: これま

で不明であった繕物起源セリンプロテアーゼの一次情迭を解明して、 その分子進化

上の位置づけを行なうことである。 もう一つの興味は果実タンパク貨遺伝子の発現

調節機栂の解明と、 その応用としての、異種有用タンパク貨を果実に発現・嘗積す

るトランスジェニック果実の作出である。 これら二つの目的を途成するための共通

の出発点は、 cDNAの構造解析である。そこで、 M S P タンパク貨の精製、 キャラク

タリゼーションに続いて、果実での合成機式の解析と cDNAのクローニング及び構造

解析を行なってきたので、 これまでに得られた結果について報告する.

受粉後の時期の異なるアミメロンについて組織君IJにカゼイン分解活性を測定した

結果、 M S Pは果実のネット形成期までの生長初期に合成され、 その後完熟まで量

的に変化せず、 果芯部の果汁中に蓄積した。また tissue blotting 分析より MS P 

の合成部位は種子に後した周囲の組織と考えられた。果実の種子周囲の限られた組

織が果実タンパク貨の合成部位であるとする報告は極めてまれである.さらに組織

プロックのパルス様織実験より M S P前駆休の存在が示唆された。果汁への蓄積と

前駆休が存在することから、本酵素は分泌隊素であると推察された。また成熟酪素

の na t i v・型 67kDMSPは果実の成長後期に果汁中で限定自己消化し、 54 kD M S 

P に変化した。 この 54 kD M S Pは na t i ve型 M S Pのカゼイン分解活性を I0 0 "保

持していた。

一方、 成長期のメロン果芯部より IIIRNAを調製し、 その c0 N Aを λ9t 1 1に組み込んで

c 0 N Aライブラリーを作製した.免疫スクリーニングの結果、 5個のポジティプクロ

ーンを単厳したが、 これらはいずれも同じ MS Pをコードする不完全長クローンで

あった。 そこでさらにこの cDNAをプロープとしてライブラリーをスクリーニングし、

全長と考えられる約 3 k bのクローン (λMSP 177. 211)を単隠した.これまでに決定

した部分塩基配列から推定されるアミノ酸配列の中に、キ古..監のセリンプロテアー

ゼと高いホモロジーを有する領援が存在した。このことは、植物セリンプロテアー

ゼが、 動物のトリプシンファミリ一等のセリンプロテアーゼではなく、 微生物のズ

プチリシンファミリーのセリンプロテアーゼと進化学的に類縁関係にあることを示

唆した.一方、 ゲノミックサザン分析の結果、 M S P遺伝子はハプロイドゲノムあ

たり唯一つ存在した。現在、 M S P遺伝子のクローニングを進行中である。

今後は M S P遺伝子の構造解析とともに、 タンパク賀工学的手法による M S P前

駆休のプロセッシング機構の解析、 MS  PcDNAのタパコでの発現解析、 さらには別

のウリ科果実での発現解析等を進めて行きたいと考えている.
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2 pF 05 果実における償件ーインベルターゼアイソザイムの性問と

例造

Of主線問英、 岩f字友義、中川弘事賞、小倉長雄、森仁志'

(千葉大・閣芸、纂生研・情報制御

果実 lま繍を欝織するシンク器宵である.果実には主にショ鮪を萄積する果実とグ

ルコースやフルクトース等還元糖を苦言概する果実がある。例えば毅堵種のトマト果

実は還元械を議摘するが野生縄の果実にはショ捕を喜iif置するものがあり 、 果実の会

繍慣はショ糖を蓄積するタイプのものが多い。一般にショ精を喬積する果実ではシ

ョ繍を分解する青空性インベルターセ'(JNV)活性は低〈、果実のショ憎の合賓と 1NVid. 

件ー は逆相聞が有るといわれている.私達はショ鮪を書~ '1するメロンとカキ果実、還

元繍を積積するトマト果実の INVの件闘を比較検討した.

一般に巣実には骨雪作 (pIl4-5)の低 lji農1芝緩衝液で倒的される iiJm tを型とその条件下
では細胞般に結合しており O.5HのNaCIまたは pllを 1:界させることにより iif液化され

る細胞切結合相の少なくとも 2穐矧の INVアイソザイムが含まれていると考えられて

いる.私遣は INV活性の高いトマトとカキの成黙果実から lNVを精製した。 トマトと

カキの成熟泉実の主要な INVは細胞壁結合砲でトマト果実では分子質約 50kDa、カキ

果実ではがJ70kDaの糖タンパク貨であった。その至適 pHは 4.5、 k圃{轟や悶害1/11に対す

る性質は大変の細胞墜結合型 INVに似ていた.一方メロン巣実では受粉後果実の肥大

に伴って 1N V 活性は t曽加したが、果実の成照に伴って活性は著し〈減少し成熟果実に

はほとんど含まれていなかった.活性の最大備を示す受粉後 14日gの果実から可洛

性mと細胞樫結合型の lNVを嫡出し部分精製した。さらにトマト果実の INVの抗体を
用いてウエスタンフ口、yテイングをすると両醇素とも分子母 70kDaのポリペプチドで

あった。 トマト果実の INV抗体との反応性をもとに SDS-PAGEでタンパク質を精製し

Staphylococcus aureus V8プロテアーセ'で分解しペプチドマップを比較すると、

両面孝司号はきわめて似たタンパク貨であった。果実の可溶性型及び細胞暖結合観 INVIま

素通 pHが 5.5と4.5で奥なりアイソザイムと考えられるが、この向静現時が織的する際

のアーティファクトで生成するのではなく、組織内で細胞内と細胞外に局在するか

調べた。すなわち受粉後 14日目のメロン巣実の果肉を切片にしてその切片を 0.5H

NaCIを含む酢俄緩衝液 (pH 5.0)で洗い細胞間隙に含まれるタンパク貨を嫡出し INV

活性を測定したところ、その両分に至適 pH4.5の細胞雪量結合型の静察が主に含まれて

おηnJ溶性をJ醇紫と細胞内の局花性が奥なることが示された。同僚の実験をカキ果

実の巣肉組織よりシングルセルを調製し同僚の実験を行ったところカキ果実の両者性

I NVも細胞墜に局窓していた. トマト巣実には微最の可溶性型解禁の存在が認められ

たがカキ果実では検出できなかった。この結果は果実のショ憎の苔積と可溶性型

J N V 活性は逆網聞があることが示噴きれた。硯作手l‘i童は果実の INVタンパク貨の備選

や発 f砲の極整備を ilQべるために cDNAのクローニングを試みている。 トマト果実の精製

商事黙を SOS-PAGEで分荷量し 50kDaとその分解物のがJ20kOa のポリペプチド断片をアミノ

椴シークエンスを行った。その配列に相補的なオリコ買クレオチドを合成しそれを

プライマーにして cONAを合成しさらに PCRでトマト果実の INVの cDNAをクローニング

し塩泉 n~ ~II を島幸桁 tl' である。この結果をもとに他起源の INV と術進を比較検討する。

nδ 
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果実の成長、追熱と共に発現する ACC合成酵素アイソ

ザイムについて

。森仁志 1、中川直樹 2、今関笑雅ト 2

( I基生研・情報制御、 2名古属大.. ) 

ヱチレンには様々な生理作用が知られているが、その中で鰻もよく匁lられ、農業

上の応用面も含め、我々に貴重も関わりが深いのは、果実の迫熱促進である。そのた

め、ヱチレンは過熱ホルモンと呼ばれることもある。このエチレンの生成は、生合

成経路の律速欝素である ACC合成酵素によって調節を受けている.我々は ACC

合成酵素の発現調節機情を明らかにすることによって、ヱチレン生合成線機の解明

を試みている。エチレンは果実の追熱時のみならず、傷害などのストレスや、オー

キシンの作用によっても生成されてくるが、 これらの時に誘導されてくる ACC合

成酵素が、それぞれに特異的なアイソザイムであることを証明してきた。ここでは

果実という組織に注目して、発現の織相をまとめてみる。

クライマクテリックな果実として代表されるトマト果実には少なくとも 2種類の

ACC合成酵素、すなわち迫熱誘導型(R型)及び傷害誘導型 (W型)が発現して

いる。 R型と W型酵素を活性や、抗体で区別することは幾しいが、 cDNAの泡基

配列は 72';の類似性で相互に分子対合せず、かっ mRNAの分子量がそれぞれ1.8. 

2.1 kbであるので分子生物学的手法を用いれば、両者を区別することは容易である.

したがってまず、 トマト果実追熱過程では両 ACC合成酵素がどの織に発現してく

るか解析した R型は迫熱に伴い発現し、その発現パターンは果実の着色と相関し

ている。 しかし、果実に傷害を与えても、 R型i宣伝子の発現は鳩加しないでむしろ

減少する。一方、 W型も R型と悶様に追熟にともなって発現してくるが、傷害を与

えると未熟組織においても顕著に誘導されてくる。ここで、組織に人為的に傷害を

与えなくても、迫熱の進行により引き起こされる軟化は、細胞にとって傷害のー要

因と考えられる。 トマトの果実における ACC合成酵素の発現は、第 1にi宣伝的に

プログラムされた R型が迫熱開始の時期、シグナルを感知して発現し、迫黙が開始

され、その結果として、 W 型の誘導を引き起こして更に迫黙が進むと推測すること

ができる.このことを明らかにするためには、追熟開始の初期に R型から発現して

2 pF 06 

くることを証明しなくてはならない。

リンゴもクライマクテリックな果実の代表であるが、 この場合、 R型は追熱果実

でよく発現しているけれども、組織に傷害を与えても顕著な ACC合成酵素の誘導

はみられず、 W型が果実では発現していないように見える.

カボチャやキュウりは非クライマクテリックな果実といえよう.これらの迫熟果

肉組織では、傷害を与えると W当日 ACC合成静棄が著しく誘導される.けれども傷

害を与えない場合には、極めて低い活性しか検出されない。つまり R型が発現して

いないように見える。一方、追熟組織にオーキシンを与えても ACC合成酵素は誘

導されないが、 未熱組織の場合はオーキシン誘君事型 ACC合成酵素(A型}が発現

してくる。このとき W 型も僅かに誘導されてくるが、 これは高灘度のオーキシンを

与えたことによるストレスにより誘導されてきたものと考えている.さて、ここで

オーキシンと果実の関わりを教科書から姶ってみると、 トマトなどは受粉しなくて

もオーキシン処理することにより着果、子房の肥大を引き起こすことができたり、

イチゴの果実の成長をオーキシンが促進することはよく知られたことである.これ

らの現象と、未熟果実での A型 ACC合成酵素の誘導は、無関係ではないように思

える。この緩測に証拠は何もないが、何らかの結果を報告をしたいと考えている.

そのほか、アボガド、パナナ巣実の例も事げて報告したい。

nv 
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3 aF 01 タバコに合*れる花r.rJI~ I泌物"の探 ~1 仰f :te

丸a晋否{名古屋大・.a.o化)

1 9 8 9年 文郎省重点研究『高等植物におげる生殖像情の細胞・分子生物学的

解析』が発足し、 その一環として「生殖生長への転換機柵 J班が組織された.本

班の主要なる回線は、1E成現象に内包される様々の生理活性物質の探黙であったが、

その般たるものは勿論花成ホルモンである.本研究班においては数種類の組物の花

芽形成現象に内包される活性物質の保索研究が精力的に行われた.そのなかには、

大変注目すべき実験結果を出したグループもある.本シンポジウムでは私共のタバ

コの研究を紹介するが、時聞が許せば全体としての研究の進展にも言及したい.

タバコの 1n v i l r目:tf:.~手 形成系 Pクロロオーキシン・アンチオーキシンの処昆

我々は、活性物質の検察に用いるバイオアヅセイとして、 タバコの花線表皮を JTJ

いた組織tlH曜をumした. その際、培地中に加えるオーキシンとして、 IAAのほ
かに、 4帽 chlorolndole-3・acelicacid ((・C1-1 AAIおよび、 5， 6・dichloroindole-3・

acelic acid(5，6-CI2・lAAI・を検討した. また、 アンチオーキシンを加える実験も行

い、 5，1-dichlorolndole-3・isobulnlc acid(5，7・C12・I1B A 1と共に、 既知の p-

chlorophenol11sobulrric acld とれ 3，5・lrilodobcnzoic acld も検討した.その

結巣、 新たなバイオアッセイ糸として sA P 1μM、 1 A A 5μ11， 5， 1・C1 2 -
1 ru 5μMを添加した花芽形成検定系(以下 (1・5・51:系と称す)を擁立し、同時に、
既存の BAP、 IAAをそれぞれ 1μH含む培幾系((I・卜01系)も併用した.

タバコ護法 UI 物 ~II に合表れる;tt:.芽形成物留の，ft lrl・1lto
我々の用いたタバコ品種 MCは短日植物であり、外観葉数 10枚の植物体を花成

誘導短日条件(1 6時間時期一 8時間明期}または花成非誘導条件(連続光照射)

下で 2週間務繕した後、 若葉 2枚を葉柄基郎で切断し、 薬j参出液を採取した. 7安出

j夜の pHは短目処理区(7.791:が長日処理区(7.151より明ちかにアルカリ側を示した.

乾燥重量も、短目処理区{平均 O.1 0・g)は長臼処理区(O. 30・g)を上回った.次に、
港出液をバイオアヅセイにかけたところ、短日処理区のみが(L-5・51、 ( 1・1・O)両系

において花芽数を地加させた.サンプル量を薬の 1/2- 1枚分加えた渇合に無添

加の約 2倍にまで滑加させた. この:(~芽数の地加は両系で岡織であったが、花~の

形態は(1・5・5)系のみで花芽が大き〈外観も正常な形状で生長した.

我々は次に、 タバコ MCの大規績な主主培を行い、 短目処理業 13 0 0枚からの葉

渉出物を、始めに SephadexG ・25 5 U P e r f i ne、 次に CMーセルロースカラムクロマ

トグラフィーを行い、酢政一トリエチルアミン緩衝液で展開し、 230nlでモニター

しながら分取し、各フラクシヨンを凍結乾燥して盤量を測定した.その結果、活性

は 230nl吸収を示さない後から溶幽されるピークにあることが分かった.続いて、

Cos圃05il 75Cl・-OPN逆相オープンカラムで 2回展開、 最後に Develosil 00S-5逆
紺 HPLCを用いて 2回M製した結果、 HPLC上単一ピークとして活性物質を鍛
服した。 このようにして単降した活性物質は、約 O.1 p P 1 で、花茅数をサンプル無

銭与併に比して約 2I告に地加させた.現在、単雌された花芽形成物質の研究を進め

ている. なおここに得られた活性物質は、生物検定にタバコ花績を用いたことから、

花成誘導か花芽促進活性か不明であり、 この点についてはきちに綿密な生物検定実

験が必要である.
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3 aF 02 
花芽形成開始機修への分子遺伝学的アプローチの現状

米国好文〈東京大学遺伝子実験姥設〉

高等植物の花芽形成では、大まかに分けて環境情織の受容・応答、花芽形成の開始

(evocat i on)、花芽形成(lIIorphogenesis)といった過程:を経ると予怨されている.受

〆容した環境シグナルの伝達には、 フロリゲンが関与すると予怨され、古くから植物

生理学分野において最も活発に研究されてきた.最近の竹葉らの研究は、 lつの答え

にたどりつく可能性が期待される. また、花芽形成あるいは花芽完成については、

キンギョソウ、 シロイヌナズナなどのホメオティック突然変異休の利用と遺伝子の

クローン化により、急速に理解が深まりつつある。持費者らの最大の興味は、 evocat 

lon周辺にあり、ヨド発表でも evocationにまつわる研究につき話題提供したい。

分子生物学的に花芽形成の開始を理解するとは、その過程に関わる遺伝子を明ら

かにし、その作用緩衝・発現機構を理解することであるから、 まず、 関与する遺伝子

厳献を目指して研究はスタートす'!..現在、主要な方法として特異的発現を示す cD

NA単総する方法と、突然変異体を単援し用いる方法の2つが用いられる。

前者の方法では、 タバコ、 シロガラシを用いて花芽形成特異的cDNAのいくつかの

候補が得られた。一般性がある方法であるが、他の植物を用いた系では成功例が報

告されていない。 また、 当初考えられたほど感度が高くなく微量な制御遺伝子産物

が同定でき忍か不明である。 PCR法などと結びつけた技術的改良法が提案されており、

今後の発展に期待される.

後者の方法は、遺伝学的解析との結合が容易なシロイヌナズナを主要な研究材料

として行なわれる。シロイヌナズナでは、花芽形成の遅延する突然変異体が古くよ

り知られていたが、最近になりようやく詳しい解析がなされ始めた。その結果、環

績との相E作用、内在的プログラムなどに欠損のあることが解り、花成の開始後術

研究の好材料であることが示されてきた. したがって、遺伝子の単厳によりその遺

伝子作用を明らかにしたいと考えられてきた.現在のところ、遺伝子歩行法で突然

変異遺伝子を単厳しようと考え、 YACライブラリーなどを用いて研究途上である。 し

かし当初考えられたほど、遺伝子歩行は容易ではない。

花芽形成〈完成)すなわち形態形成の分野では、成功を収めている主要なアプロ

}チ法は、突然変異体を単厳・解析し、遺伝子を単擁する方法である。 い〈つかの遺

伝子が DNA結合性タンパク質をコードしてい'!.ことが予想され、 DNA結合タンパク質

の調節による発生過程の調節機備が予怨されつつある.形態形成が主要な作用点で

ありながら、 evocationとかなり密媛に関連して作用するらしい遺伝子も明らかにあ

りつつある。キンギョソウ花序では、花芽形成と頂芽の無限成長がおこるが、花芽

に変換しない floricaul亀変異体あるいは頂芽が花芽になり成長停止するcentroradi

a I i s変異体が単魅された。 シロイヌナズナでも各々対応する住ill変異体、担工旦i主B

! flJ>we.J:変異体が単mされた. これらの変異体の一次的な作用点は、花芽形成の形
態形成開始シグナル関連と推定されるが、その時間的作用点は花芽形成開始(evoca

tion)シグナルと密綾な相互作用を予想させこのような形態形成の上涜に作用点のあ

る遺伝子の研究は、 evocation研究にとっても重要な意味を持っと予惣している.
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3 aF 03 雄性不稔性の分子機構

三上哲夫 (北大・農)

遺伝子型の異なる系統間で掛け合わせを行って引を作ると、親植物の組み合わせ

方次第ではF1雑種が両親を凌ぐ生育力や繁殖力を示すことがある。実用的な規模で

Flを得るには好ましい両親組み合わせを選んだ上で、多数の母株の雄しべを取り除

き自家受精を防ぐ工夫をしなければならない。この場合、母株を遺伝的に雄性不稔

(花粉不稔)にしておけば、安価なハイブリッド種子を大量に生産できることにな

る。有性生殖の制御という育種の基本操作に重要な役割を果す雄性不稔性はどのよ

うなメカニズムによって発現するのであろうか?

ミトコンドリアゲノム:演者らが実験材料として用いているテンサイ .(Betav-

世旦己主)の細胞質雄性不稔 (ClIS)株と正常 (N)株との間で葉緑体DNAを比較

すると殆ど構造差は見付からないが、ミトコンドリア (mt)ゲノムの分子構造は著

しく相違する。最近N型mtDNAについてゲノムウsーキングにより358.3kbpから成

る環状のマスター染色体を構築することができた。トウモロコシやペチュニア等の

mtDN Aの場合と問機、テンサイのmtゲノムにも分子内文は分子問組み換えを担う
反復配列が見出された。この反復配列はrrn26遺伝子コード域を含み、マスター染

色体上に3コピー存在するようである。

CJlS型mtDNAについては英国グループが全長386kbpの環状マスター染色体を仮
定した地図を報告したので、これとN型地図を比較した。その結果、遺伝子の配置

は両ゲノム間で著しく相違し、多数の変異サイトがゲノム全体に散在していること

が判った。こうした変異の大部分がClISの発現と直接関係のないことは想像に難く

ない。しかし一方、ゲノム再編成によってミトコンドリア遺伝子の構造や発現の変

異がもたらされる場合もある o

ミトコンドリア遺伝子変異:演者らはN型とClIS型のmtゲノム間で遺伝子の構成

や分子構造ならびに発現に関する比較解析を進めている。これまでにcoxll、atpA、

atp6の3遺伝子の構造と転写パターンが両ゲノムの間で異なることを明らかにし

た。

例えばN型mtゲノムのcoxll遺伝子は単一コピーである。これに対してCJlS型から

はcoxllクローンが2種類(Scox-1，Scox-2 )得られ、 Scoxll-1とScoxll-2はN

coxllと較べて開始コドンの50bp上流から 5'側の塩基配列が相同性を全く失ってい
ることが明らかとなった。この領域は転写調節にかかわると考えられるが、事実

Ncoxllのメッセージは1.3kbであるのに対してS型ミトコンドリアからは1.6kbのメ

ジャー転写物と 2種のマイナー産物が得られた。一方Scoxll-2においてはコード

域内に組み換えが起こり、その結果ORFが3'側に101コドン分伸長していることが

判明した。

テンサイのcoxll遺伝子にみられるように、 ClIS植物のmtゲノムからはしばしばキ

メラ遺伝子や欠損遺伝子が見付かる。ペチュニアClIS株から発見されたS-pcf遺伝子、

トウモロコシTexas型ClIS株で同定されたT-urfl3遺伝子はその好例といってよい。

このシンポジウムではこれらの事例を中心に細胞質雄性不稔の分子機構に関する最

近の研究動向について話題提供したい。
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3 aF 04 植物における減数分裂の研究と展開

小林敏之、 田畑智之、。堀田康雄(名大・理・生物)

減数分裂は有性生殖に不可欠の過程であり、第一分裂は染色体凝縮、相同染色体

対合、遺伝子組換え、 染色体分耳目などは減数分裂特異性がみられ、 これらのプロセ

スを司る遺伝子の活性化、蛋白合成が起こることが知られている.減数分裂特異的

な遺伝子の発現機備を知るため、ユリ花粉母細胞を材料として、減数分裂前期の細

胞に由来するcDNAライブラリーを作厳し、 サプトラクシヨン法によるステージ特異

的遺伝情報を含むクローン(ステージ特異的クローン)の分後、それらの一時栂遣

の解析とデータベースの検索、他生物績の格問的遺伝子の検黙を行った.ステージ

特異的クローンの選銭は、減数分裂前期各ステージの細胞からpolyA+RNAを鋳型と

して 32p_ cDNAを合成し、 これに栄養増殖を行っている若い蔚由来の約 30倍量の

polyA+ RNAを加え、ハイプリダイゼーションを行った.反応、後、一本鎖分画を精.

し、サプトラクトプロープとした.このプロープを用いて前期ライブラリーをスク

リーニングし約 500のクローンを得、 さらにクロスハイプリダイゼーション法、

ノザン分析法を使って最終的に特異的クローンを得た. これらは転写産物の 80-

100%の領域を含み、復基両日列決定を行った結果銅訳可能領域 (0R G) を持つ

ていた.データベース検索の結果、 Heat-shockprotein (Hsp70)や slla11heat-

shock proteinと相同性を示すものが 3種あり、 出芽書事母の RAD57と類似伎をも

つもの 1種が認められた。

1 8種のクローンを用いた発現パターンの解析から、恨・茎・業などでの発現は

全く見られなかったが、減数分裂においては(1 )前期前半に事量産物量が稽加し、

後半には減少するもの、 ( 2 )減数分裂前期にも低レベルで存在し、対合期に急増

し、厚糸期に入ってから減少をはじめ、 四分子では殆ど消滅するもの、 ( 3 )対合

期に急増し、 その後同レベルを四分子期まで保ち続けるもの、の 3種類に分類でき

た. このような惰領発現はプロモーターなどの調節を受けていると考えられるため、

その機構解明を急いでいる.現在減数分裂特異的プロモーターは、分裂醇-1&の減数

分裂務灘に働く里豆12遺伝子にだけ知られている.盟主主2プロモーターをGU5遺伝子上

流に連絡して、 ユリ減数分裂前期のプロトプラストに毒事入すると transient発現が

おこった. このDNAはカルス細胞プロトプラストでは発現しなかった. GU5遺伝子上

流に355プロモーターをつけたものはカルス細胞プロトプラストでは強く発現する

が、減数分慰細胞では発現しない.!豆よ2プロモーターに変異をいれると変異の種類

によって発現低下が起こり旦皇12プロモーターはユリにおいても減数分裂特異的に働

くことが示された. この結果ユリの減数分裂特異的プロモーターの単障と解併に可

能性が聞けている.
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3 aF 05 アブラナ科植物の自家不和合性:

s遺伝子と s穏タンパク貨の構造と変異
・日向康吉、磯良章~1 、渡辺正夫、<<一隻

〈東北大・良・虫、 1東大・農..化)

アブラナ科の自家不和合性は胞子体的に働く 1座位の s纏対立i宣伝子系によって
支配されており、 f也殖性を高める機構である。近年、 S遺伝子と関連して遺伝する

s絡タンパク質(S L G)、この遺伝子と i裏側し、そのレセプター節分のアミノ酸
配列について SL G と相同性が高いプロテインキナーゼi宣伝子(S R K )、 SL G 

とアミノ酸配列の相同性が高いが SL Gとは独立な槍タンパク貿(S R A)、 SR 

A と似ているがまた別の座位にあるといわれる遺伝子(S R B) 、などが雌磁の柱

頭で知られるようになった。花粉の{則の特異物質は何か、認識反応の機構はどうか、

多数の複対立遺伝子はどのような構造になっているのか、などの興味がある。

ここでは、 I、主遺伝子と s穏タンパク質(S L G) の集団内・集団聞に.おける

変異性、 2、 N S穏タンパク賀(S R A )と自家不和合性との関係、 3、花粉側の

特異物質(S A P) の探索について話題提供する。

( S遺伝子の変異 Brasslcaca・pestris はカプやハクサイの績であるが、この
種は中近東を起源とし、シルクロードを通って中国に渡来し、日本には弥生時代に

伝播したといわれている。本研究では トルコのパルチ ε シュメ地域と山形県小国町

の野生集団のBcaDlpestrisを材料にして、集団中の s遺伝子と s鎗タンパク質の存
在状態、それらの変異性について比絞調査した。

トルコの野生集団と小国の集団の s遺伝子様成は比較的良〈似ていることが分か
った。全世界には恐らく 10 0 を越す多数の s 遺伝子が存在すると後定した。~遺

伝子が突然変異して別の主遺伝子となってもそのまま集団に維持・蓄積され、 ラン

ダムドリフトによってのみ失われる。従って世界規模では多数の S遺伝子が存在し

ていることになる。

( N S鎗タンパク質 SR A) S糖タンパク貨とホモロ ジーの高い NS結タン

パク質の存在を指摘し、更に、 NS槍タンパク賀に対する抗血清を作成して検討を

重ねた。その結果、 B.campestrls には少なくとも 4個の被対立遺伝子が存在し、 s
遺伝子とは独立して遺伝することを明らかにした。 NS纏タンパク質はアブラナに

近縁の各穫野生種にも一般に保持されており、更にその発現の時期がs槍タンパク
質と類似していることから考えると、花粉の受粉反応には何等かの働きをしている

ものと恩われた。しかし、自家不和合性との関連性について検討したが、自家不利

合性は専ら s遺伝子によって説明され、旦立遺伝子の関与は認められなかった。
(約に見いだされた s糖タンパク質様タンパク質 SA P ) 自家不和合性にお

いては同じ立遺伝子が柱頭と花粉の両者にある時に不和合性となるので、花粉僻lに

おける s遺伝子由来のタンパク質の発見が期待されていた。 本実験では、 s槍タ
ンパク質に対する抗血清を得、それに反応するタンパク質を花粉側に探した。この

抗血清と反応する物質 lま、柱頭タンパク質の 10倍量程度のタンパク賀の分析でよ

うやく検出できる程度に微量に含まれ、等電点が 5付近にあり、績を含まないタン

パク賀である。花粉と約墜を分けた実験から、この物質は小胞子期に約のタベート

細胞中に作られ、そこから花粉の方に移行すると考えた。この織な状況証拠は、こ

の物質がs遺伝子と関連することを伺わせるが、柱頭s糖タンパク質のような等電
点の変異は認められず、~遺伝子との関係がまだ十分に分かつてはいない。
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3 aF 06 細胞の不定版形成飽に関与するタンパク質の検察

京 正階、鎌岡 樽 1 (香川大・農・生物資源、

1筑被大・生物)

.縞物の線機培養において、受精卵以外の細胞から例体が再生するという現象は広

〈一般に知られており.縞物バイオテクノロジ}の基盤であるとともに発生学上の

きわめて重要な研究観題である.本発表では側体再生の典型として1)ニンジンの不

定匪形成と 2)タバコ未成熱花粉からの不定際形成を取り上げ、細胞の不定脳形成飽

とその誘導機傍に関する最近の研究成果を紹介したい.

ニンジン (Da_tLÇJ!~ Ç~L.QH) カルスからの不定阪形成過程は、優れた同調緒美法も

確立されており、極性分化や細胞の組織化など形態形成に関する研究のための優れ

た実験系を提供している.実際分子生物学的手法によって不定肢とカルスの比較な

どから興味深いタンパク貨や遺伝子発現が次々報告されてきている. しかし外鏑片

から不定眼形成能のあるカルスを誘導するためには長期の精美を要する上に不均質

な細胞集聞を生じるため、不定JH!形成飽の誘導過綾を特定して研究対象とすること

はむずかしい. &近、ニンジンの種子や実生組織に穫々のストレスを与えることに

よって表皮からの直後的な不定阪形成を誘場できることが報告され、 ストレスが不

定限形成能の誘湾機構に関与することが示唆された.興味深いことに、 その織なス

トレス処療を飽きれた組織の表皮細胞には不定目安形成能のあるカルスに特徴的に見

いだされる 31kDタンパク質が免疫組織化学的に検出された. このタンパク貨は不定

旺形成飽を持たないカルスや不定限自身には検出されないが、不定阪にアプシジン

R置を与えると出現し、 ワタの受草野腕に存在するLEAタンパク賓と高い相阿佐がある.

今後 31kDタンパク貨の機能解明が期待される.

本来は不定経を形成しない細胞に特定の処理を絡すと、不定肢を形成するように

なる場合がある.このとき、 その処E置は細胞に不定腔形成総を銭導したと考えるこ

とができる.その実例としてセイヨウナタネ(P..自室sic呈回目室)および恒旦豆呈E亘嵐

の未成魚花粉を用いた培養系がある.前者では10時間程度32.50Cの熱処理によって、

後者では数日の飢餓処理によって、特定の発達段階の未成魚花粉に不定眼形成飽を

務渇することができる.処理の過程で不定腕形成能の実体が絢胞内に現れてくるは

ずである. タパコ花粉の培養系では飢餓処廻の過程で一君事のリン般化タンパク貨の

出現が見られ、それらのN*錦恥列;を明らかにすることができたがこれまでに相同
性の高い既知タンパク質は見つかっていない.

ニンジン、未成熱~粉いずれの系でも不定旺形成飽は非日常的な刺激{ストレス)

によって務導されるという点で共通しており示唆的である.今後、異なる縞物穏や

熔養系に共通した、不定匝形成総と相関伎の高いタンパク貨をさらに検索してゆく

とともに、 それらの機飽を検証するための実署員系を開発していく必要があると考え

られる.その蛾な研究動向の行先に不定自主形成飽の物質的実体が解明されることを

期待したい。
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一般講演

第1日 3月29日(日) 午前の部

A会場生体膜

B会場光生物学

C会場成長調節物質(1) 

D会場分子生物学(1) 
E会場分子生物学(II) 

F会場光合成(1 ) 
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1 aA 01 イネ細胞膜H+-ATPasecDNAのクローエング

。和田雅人、高野誠'、笠毛邦弘吋筑波大・生物、 '農水省
・生資研、 2農水省・食総研〉

イネ培養細胞〈日本晴、 1-1徐〉から細胞膜H+-ATPaseのクローニングを行ったので
報告する。 まず、 10gの繕養細胞からグアニジンチオシアネート /LiCl法でRNAを抽出
し、 01i go(dT)カラムでpolyA RNAを精製、 そこから cDNAを合成した。一部臥 λgt 
10に挿入し、 ライプラリーとした。真核生物の保存配 ~h CSDITGT，TGDGYNDをもとに
オリゴヌクレオチドを合成した、 5'GTICCIGTT/CTTITCl(GA/CT)lCA3'と5'ACIGGIGAT/
CGGIGTIAAT/CGA3'。この2径のヌクレオチドをPCRプライマーとし、合成したcDNA鋳型
にPCR反応を行うと、 予想された大きさ(約0.8Ibp)のDNAが増幅した。 このDNAをプロ
ープとし、 λgtl0のライプラリーを約 100万プラーク、スクリーニングし 10個のクロ
ーンを得た。 インサート長や制限酵素の切断パターンから 2径のクローン (OSAl，OSA2)
カ高、 クローン化された。 OSAlIホ 完全に配列決定が行われ、 高等樋物のH・幽ATPaseで
あることが明かとなった。 OSAlのコードするアミノ酸は、 956個で、予想される分子
量は 105，078Da，Hydropathyplotから、少なくとも 8館所の膜貫通ドメインを持ってい
る。他の植物のH+-ATPaseのアミノ酸配列と比較すると、 L.esculentu!(87.U)， ~ 
i U圃baginifolia(87.4%)， A.thallana(79.2%)，また真菌のs.cerevlceae臥 35.5%で
あった。高等縞物聞で高い相同性を示したカt、 OSAlのN端から 731-756のアミノ酸26個
の配列は完全に独自のもので、 この部位は、 H織から膜貫通ドメインの8番目と 7番目
の聞に位置し、細胞質側に箇している。 しかし、 この配列に相似な配列は、 databas
eの中に見いだせなかった。

1 aA 02 ホソパノハマアカザ培養細胞の耐塩性

中町美香子問疎 徹関谷次郎

{京大農化纏栄〉

湿生植物であるホソバノハマアカザ (Atriplex glelini)の培重量細胞から、 200・H
NaCl存在下で生育できる細胞を選抜しその耐塩性繍構を検討した.

細胞が高塩濃度環境下で生育するためには①体内浸透圧を上げて膨圧を維持する

こと②過剰の電解貨を細胞質から排除すること が必要である.細胞を等吸なソル

ピトール溶滋で洗浄した後溶貨の分析を行ったところ、 コントロール細胞に〈らベ、

200lHNaCl細胞では Na，C 1，アミノ酪，摘が楢加していた.アミノ般は両者で 100・H
を超えていたがプロリン、 ベタインはどちらの細胞でも 5IH以下であった.体内浸

透庄の上昇に最も寄与していたのはNaであった. しかし、細胞質の醇無はNaに対し

て耐性を示さなかったので、 Naは細胞質から液胞へ隔般されていると考えられた.

そこで、液胞膜小胞を調製し、 そのNa/Hアンチポート活性を測定したo ATPaseによ

って形成された内側酸性の腺小胞からのH流出速度をキナクリンの蛍光によって測定

し、 Na温による H流出の促進分を Na/Hアンチポート活性とした.コントロール細胞で

はアンチポート活性はほとんど検出できなかったが 2001H細胞ではアンチポート活性

が認められた.従って、 この培養細胞の耐温性には、 Na/Hアンチポート機備が重要

な役割を果たしていると考えられた.現在このタンパク貨を単厳するため、可溶化

再OI成の方法を検討している.
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1 aA 03 海産ラフィド義Meteroslgla些盟主i.o細胞膜 ATPasesの
cDNAの解析

写日田雅ん吊庄野真理子、浦山修 1、原治省 t、井川洋二'

佐藤忍‘膝伊正〈筑波大・生物、 '東京医歯大・医・生化)

潟産ラフィド義H.akashlmの細胞膜に 2種の ATPaseが存在し、 リン酸化反応中間体

の同定により、 Naイオンで活性化する ATPase臥 SDS-PAGE上で 140kDa、一価カチオン

で活性化する ATPaseは、 95kDaの分子量を示した。 また Na活性型 140kDaのATPase臥

高等動物の Na+，K+-ATPaseと免疫学的相同性を有していた、以上のことを本学会で報
告してきたカt、 これらのATPaseのより詳しい構造や機能、 また他生物との関係を調べ

る目的で、 cDNAのクローニングを行ったので報告す私 H.akashim 培養液 501(約 lxl

0りから GTC/CsTFA法で2-4uRNAを抽出、 ollgo(dT)カラムで pol)'A RNAを精製、 これか

らcDNAを合成した。真後生物パナジン酸感受性ATPaseの保存アミノ酸配列をもとに P

CR prilerを合成PCR反応を行い cDNAから約0.15kbpのDNAを噌幅した。 この DNAをプロ

ープとし、 スクリーニングを行b¥2径のクローンを得た (HAA1，HAA 13)。両クローン
とも配列決定を行い伴に ATPaseの保存部位を持つことが示された。 HAA13は約3.3kbp

で完全長だった iJl. HAA 1は約2.0kbpで5'上流が欠けていた、 この 2クローンの相同性

3ネ 核酸、 アミノ酸レベル伴にほぼ10%であり、他生物との比較では、原生動物Lム且旦
novaniが52%、高等纏物A.thaliana38%、高等動物のものとは 30%以下の相同性を示し

た。 これらの cDNAとH.akashim細胞の ATPaseとの関係をはっきりさせるため HAA13と

HAAlのそれぞれ一部分を発現ベクターにいれ、大腸菌で融合タンパク寅を作らせ、 そ

れに対する抗体を作製し、 H.akashim細胞との反応性を検討した。 llestern 810tでは、

HAA 13の産物に対する抗体が95kDaの蛋白質に反応しむ HAAlに対する抗体は、作製中

である。

1 aA 04 細胞膜に結合した細胞膜鎖滋の存在

- 18KDa膜タンパク賓の掌動ー

.後顧康成、佐藤忍、蔵伊正 〈筑波大・生物〉

主主々は、細胞盤と細胞膜を絡鎖を介して架橋する細胞膜タンパク質の存在を仮定

し、 ニンジン( Daucus carota )の培養細胞のプロトプラストの細胞膜に 18 KDa 

タンパク貿を検出した(1990植物学会)。本研究では、 インタクトな細胞を磨砕し

遠心分画した際に、 18 KDa細胞膜タンパク質が細胞墜と挙動を共にすることに注目

し、 その結合機式について検討した。(1) ニンジン培養細胞を用いて、細胞小穏官

の遠心分画を行 U¥ 800 xg 沈澱〈細胞壁画分〉を調製した。 この細胞墜に富む沈澱

を 1 M尿素や 1X Triton X-I00等を含む 50・MTris-HCI(pH1.4) 中で再度跨砕
し遠心したところ、 18 KDa タンパク質は 800 xg tt澱に局在した。(2) このtti債
を 50・M Trls-HCI(pH7.4) 中で超音波処理し、 再度濡心分画したところ 200k xg 
で沈澱が生じ、 18 KDa タンパク質はこの沈澱に局在し、 800 xg沈毅には、 ほとん

ど見い出されなかった。(3) このtt澱はリン脂質に富み、 マイクロソーム憾の生体
膜であると考えられた。(4) この沈澱には 18 KDa タンパク質のほ治、 19 KDa お

よび 14 KDa タンパク質が周在し、 界面活性剤を用いた分別港出の結果、 全て膜内

在性のタンパク質であることが示唆された。 これらの結果より、細胞墜と強〈結合

した特殊な細胞膜傾織の存在が示唆され、 18 KDa タンパク質をはじめとするタンパ

ク質がその結合に関与している可能性が示唆された。
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laA 0 '5 細胞性粘菌の細胞接着タンパク質 gp 6 4の3次構造

とツニカマイシン処理

斉磁玉緒、中田宣之、山線聖巳、 1熊崎 隆、福沢

雅志、。落合 腐 (北大・理・植物、 1薬〉

昨年の本大会において細胞性粘菌Polyspondyliumpallidumの接着タンパク質gp64の槍造に

ついて、 GP 1アンカー、 6か所のAsn結合糖鎖を持つこと、 36残基の Cy sがすべて S

-s架橋を形成している事を報告した。そこで、次にs-s製橋部位の決定を行った。またA
s n結合槍鎖の細胞接着における役割を明らかにする為、槍鎖結合阻害剤ツニカマイシンの処

• 理を行った。 gp64は尿素存在下でも 37Cでは各種プロテアーゼで消化されず、きわめて
0_  _.. 

強固な構造をもつことが示唆された。そこで6O-Cでサーモフイシンで消化したところ急滋に

断片化し、これを逆相HPLCで分離・精製しアミノ酸組成分析とエドマン分解により分析を

行った。おおくのs-s娘婿は比較的近くのCy sのあいだに形成されていた。
gp64には6か所すべてにAs n結合糖鎖が在ることが分かった。そこでこれらの糖鎖が

細胞接着にいかに関与するか、 Asn結合糖鎖の生合成阻害剤である tunicamycin(TI)を処

理し糖鎖の細胞接着に於ける関わりを調べた。 2μg/mlのTM漉度では強い接着阻害を示

した。 TMを除くと細胞接着能の回復が見られ、この接着阻害効果は細胞死によるものでないc

TM処理により gP 6 4の糖鎖がどの程度欠損したか調べたところ、 64kDのバンドはTM

濃度に比例し減少し、 30 k Dのバンドは地加した

1 aA 06 大変根液胞膜のPPi依存 rポンプ活性の制御に対す

る細胞内Ca2令の関与

。葛西身延、佐々木昌生、山本洋子、松本英明

(岡大・資生研)

高等組物細胞の液胞膜に存在するPPi及びATP依存rポンプは、細胞内pHの恒常性の

維持や、様々な物質の鎗送とコンパートメンテーションを通じて間接的に細胞内の物

賀代謝に寄与している重要なイオン輸送体である.われわれは、これらのポンプ活性

能の細胞内務御因子を明らかにすることを日的とした.

大麦恨の細胞内の酸性化処理(酢酸、 Cl¥プロトノフ1アー処理)もしくはCa2・動

員のためのCa2+イオノフ書ア-A23187処理は、 処理後に単厳された液胞膜に富んだ膜

小胞のPPi依存rポンプ活性を上昇させた. 反対に、アルカリ処理 (K+処理)や細胞

内の Ca2・を低下させるEGTAとA23187を用いた処理によってPPl依存Vポンプ活性は減

少した.PPiの加水分解活性も、ポンプ活性と同織の変動を示した. これらの結果は

細胞内のrゃCa2・の浪度変化が PPiポンプ活性能の調節因子であることを強く示唆し

ている.

液胞膜に存在する ATP依存rポンプ活性能の制御因子についても報告する.
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1 aA 07 病原菌によるエンドウ病害紙銑性の制御 (2)

ポリホスホイノシチド代謝系の関与

豊田和弘、・白石友紀、一瀬勇規、山国首i台、

奥 八郎(岡山大..・纏病)

エンドウ縄紋病菌ヱリシター (E) で 1時間以内に跨導されるピサチン合成商事素群

の遺伝子発現は、本薗サプレッサー (5) の処理で約 3時間遅延することが明らかに

されている。 Eのml敏から遺伝子発現に至る過程に原形質膜 ATPaseやプロテイン

キナーゼの関与が示嘘されてい Qが、ピサチン蓄積跨導における初期情報伝達の詳

細は不明であった。そこで、 Eや sで処理した原形質膜(PM)におけるポリホスホ
イノシチド代謝系の変動を i旦笠l!!旦で解析した。震製した PMに Eと T[32Pト
ATP を加えた後、経時的に膜脂質を袖出し、 PIP及び PIPI への放射活性の取り込

みを測定した。この結果、 E処理では水処理区と比較して JZP_PIP、PIPz の憎高

が認められたが、 sが共存すると両分子への口Pの取り込みが顕著に抑制された。
また、 E によるピサチン蓄積を阻害する Na3VO.、K-252a，Neomycinの効果を周

べたところ、何れも PI 文は PIPのリン磁化を阻害することが判った。一方、合

成ジアシルグリセロールで処理したエンドウ脹軸にはピサチン蓄積が禄導されるこ

とが判明した。以上の結果から、1)E 受容後の初期情報伝達過程にポリホスホイノ

シチド代謝系が関与すること、 2)5 I立、 E 受容以降の本代謝系の活性化を阻害する

ことが強く示唆された。

1 aA 08 トウモロコシ根のリン酸輸送系

1.原形質膜小胞による取り込み

。下河原浩介、臼田秀明(帝京大・医・化学)

植物根細胞は、土壌中のリン酸(t ~10凶1) を約 1 万倍にもおよぶ濃度勾配に

逆らって、細胞内 (1~IOmM) に取り込む事ができる。単離根や単離細胞による

Netでのリン酸の取り込み実験により、このようなリン酸の輸送は、プロトンの

原形質膜内外の電気化学ポテンシャル差によって駆動される、l-f/Pi共輸送系によ

ることが推測されている。今回、我々は単離原形質膜小胞をもちいて、 OpH依存

性のリン酸輸送の測定に初めて成功したので報告する。

[方法と結果] トウモロコシ根より水性二層分配法により調製したRightside out 

原形質膜小胞を、 pH7.0に保ちながらC2p]無機リン酸を添加して膜内外のリン酸分
布をあらかじめ平衡化しておき、一定時間後に酸性緩衝液を添加してpHを5.0に

下げた。この過程で小胞内に分布するJ2pリン酸の変化をメンプレンフィルター浦

過法により測定したところ、小胞内リン酸の濃縮が観察された。この結果により、

リン酸イオンの細胞内への取り込みが、プロトンとの共輸送によって起こってい

ることが証明された。

この系を用いて明らかになった、 トウモロコシ根リン酸輸送系の若干の性質に.

ついても併せて報告する予定である。
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1 aA 09 キクイ、モ塊茎組織のカルス誘導への細胞膜H'-ATPase
の関与

長谷 昭(北海道教育大・函館・生物}

縞物組織の脱分化=カルス化の機構については， 母組織からの切り出しに伴う滋

しい陣害反応のために，特にその初期過程の解明が困鍵である. そこで本研究では.

障害によってきわめて速やかに反応が起きる細胞般に注目し. その中でも， カルス

誘導初期過程になんらかの役割を果たしてると思われるH'-ATPaseを中心に調べた.
【材料と方法】北海道大学術内から採集したキクイモ (Helianthu~ tub全国豆旦.! L.)嫌

茎の柔組織からの組織切片を， O.hg/l 2，4-0添加のHS培地(12時間培養までは滋体.

1日以上は司祭天 controlは2，4-0無添加)で 26・C， 暗所で所定時間培養後， 分画遠心

と水性二網分配法で細胞膜を単厳し， H'-ATPase活性を調べた. 又，細胞隙タンパ
ク貨の合成の変化を SDS-PAGE-f 1 uorographyによって調べた.

【結果】細胞隙H'-ATPase活性は培養開始後ほとんどlagなしに急増し. 培餐 12時間
目までに 2，4-D添加の培地での埼聖書組織では涜茎組織の3.8倍 controlでも 3.6倍

となり. その後この高い活性が維持された. 特に培養 12時間目までは常に前者の活

性がや、後者を上回った.又この時期に H'-ATPaseと思われる分子量 98kDのタンパ
ク慣の活発で特異的な合成が， 前者で後者の1. 8~2倍高〈認められた. このような

培養 12時間固までのこの酵素のより高い活性化及び合成が. キクイモ塊茎組織のカ

ルス誘導にどのように関与しているか，阻害 ~L及び促進剤を用いて調べている.

1 aA 10 液胞膜H+-ATPase活性へのリン脂質分子種及び関連脂
質の影響

。山西弘恭笠毛邦弘 (腹水省・食品総合研究所)

液胞膜ATPaseはリン脂質の添加で活性化される典型的なリン脂質要求性の膜蛋白
である。前回演者らによって原形質膜ATPaseのホスファチジルコリン分子種による
活性化はすでに報告されたが、液胞膜ATPaseに関してはなされていない。今回は、
液胞膜ATPaseについての活性化に及ぼす種々の脂質、および活性化の程度の大きい
ホスファチジルコリンの分子種の影響について調べたので報告する。

暗所で生育させたヤエナリ (lli旦旦必ιι し)の下座軸から液胞膜を単離し、リ
ゾレシチンで可溶化後、t.lonoQイオン交換FPLCでATPaseを精製した。 ATPase活性は
超音波処理をした種々の脂質を反応液に直接加えて測定した。

リン脂質はasolectin日C>PS>PE>LPC>PG>PI>PAの順で活性化した。リン脂質構成
成分である極性部、グリセロール、脂肪酸などでは活性化は認められず、中性脂肪、

ステロール、セレプロシFなどの脂質類でも活性化は認められなかった。ホスファ
チジルコリン分子種の影響を調べると、二本の飽和脂肪酸をもっ分子種では鎖長が

長くなるに従い活性化が低くなり、また二本の不飽和脂肪酸をもっ分子種では不飽

和度が高くなるに従い活性化が低くなった。いずれか一本が飽和脂肪酸、他方が不

飽和脂肪酸である分子種では、一般に活性化の程度が大きかった。またasolectin
存在下で遊離不飽和脂肪酸ほど活性を強く阻害した。
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1 aA 11 NBD-Clの CF，αβ7複合体への結合と活性阻害

O鍵回 文子・笠毛 邦弘(農水省 食品総合研究所)

以前我々は、 CF，-ATPase活性発現のための最小単位は、 この酵素の a β7複合体
であることを報告した。今回は、 この静索の活性中心の調節機構を明らかにするた

め、、微量で αβ7複合体の ATPase活性を完全に阻害する NBD-Cl(7-chloro-4-nitrob

enzofrazan)を ATPの存在下あるいは非存在下で aβ7複合体に処理して、その結合

体の特性、 とくに吸光スベクトルを測定し、考察した。その結果、① ATP存在下およ

び非存在下で NBD処理された αβ7複合体は、共に ATPase活性を阻害されており、 4

10-420nmに吸収ピークを示した。 そのときの吸光係数と反応速度論を用いた解析か

ら、 NBD分子は、 1分子のシステイン残基に結合していることが示唆された。② ATP

存在下で NBD-Cl処理した場合には、 410-420nmのピークは時間とともにほぼ消滅し、

それと共に活性は徐々に回復した。③ ATP非存在下で NBD-Cl処理した場合には、 410

-420nmのピークは時間と共に NBD-リジン結合の吸収極大である 470n楓付近に移った。

この場合活性の回復はなかった。 これらのことから、 NBD-Clはまずシステ占ン残基

に結合し、順次リジン残基へ分子内転移すると思われる。 しかし ATPがあらかじめ存

在した場合、既にリジン残基に ATPが結合しているので、 この分子内転移 lま起こらな

いと思われる。 したがって、 NBDは基質結合部位から離れたシステイン残基に結合す

ることによって酵素の立体配座に変化をおこし、酵素活性を阻害すると考えられる。

1 aA 12 イネK-l細胞膜及び液胞膜H.-ATPaseの酵素活性と膜流動性の関係

。新谷俊通、笠毛邦弘ヘ太田英二 {慶大・理工、 2農水省・食総

研)

生体膜の物理的佐賀である膜流動性の生物学的意味を調べるために、イネK-l(日本晴)培養細胞

の細胞膜及び液胞膜から抽出したH.-ATPaseの酵素活性と膜流動性の関係について調べた.H.-ATPase 

はダイズマメから拍出したリン脂質であるAsolectinで再構成され、膜流動性はコレステロールを付

加することにより変化させた.膜流動性i土、 DPHを矧いた後光偏光解消法によって測定し、 H.-ATPase

の醇索活性は、 H.-ATPaseによりATPから遊緩した無機リン酸PJ.の量と定義した.

再構成綴内コレステロール濃度が0-2%(wt.%/ lipid wt.)では膜流動性.H.-ATPase活性は共に減

少するのに対し、 2-10%では、膜流動性は大きくは変化しないが、 W-ATPase活性がま曽加するという傾

向が見られた o 0-2%での掻舞いは、膜流動性とH.-ATPase活性の相関の可能性を示唆している o 2-10% 

での振舞いは、コレステロールの介在する脂質-H.-ATPase相互作用の変化による可能性がある.

しかし、脂質ーコレステロール相互作用は複雑であり、単一脂質系における相互作用についても未

だよく分かつてむらず、ことで得られた結果についても詳細な分子論的考察が困難であるので、当日

は.コレステロール以外の物質で腺流動性を変化させる実験についても議論したい.
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1 aB 01 気孔の青色光効果におけるカルモジユリン依存性ミオシ

ン軽鎖キナーゼの関与

。島崎研一郎、木下俊則人西村光雄 1

(九大・教餐・生物、 1九大・理・生物)

ソラマメ業孔辺細胞プロトプラストとマルパツユクサ表皮を周いて、青色光に依

存する気孔関孔に関与する情報伝達系について鯛ぺた。青色光に依存する孔辺細胞

プロトプラストからのプロトン飲出は、動物細胞の情報伝達系に重要な働きを持つ

とされるプロテインキナーゼのなかでキナーゼAとキナーゼGの阻害剤、 H-8と

カルモジユリン (CA M) キナーゼ 11の隆容剤、 KN-62に全く阻害されず、

キナーゼCの阻害剤 H-7とカルフォスチン Cにわずかに限容された.しかし、

CAM依存性ミオシン軽鎖キナーゼ (MLCK)の阻害剤、 ML-7や ML-gに
強く阻害された。この時、阻害の強さはML-7>ML-gであった. M L C Kは

その活性をCAM'こ支配されるので、 CAM鎗抗剣の影響を調べた. C AM 猪抗剤、
W -7， トリフルオペラジン、コンパウンド 48/80、プレニラミンおよび、
HT-74のいずれもが強い阻害効果を示した.これらの限害剤は異なる作用機作

を持ち、上記の結果は気孔音色光効果における CAMの関与を示唆している.
つぎに、これらの組審剤の光に依存する気孔開孔に対する効果をマルパツユクサ

表皮を用いて調べた.気孔関孔は、 H-7や W-5にはほとんど限脅されず、 W-

7， ML-gに強く姐容された.以上の結果は、青色光における気孔開孔に CAM
依存性のMLCKが関与することを示している.

1 aB 02 気孔孔辺細胞26kDa蛋白質の近赤外光による脱リン般化

と暗所におけるリン酸化

。木下俊則、 島崎研一郎人 西村光雄

(九大・理・生物、 1九大・教量産・生物)

ソラマメ (Vicia faba L.) 孔辺細胞プロトプラストを用いて、織々な光条件下

での蛋白貨のリン酸化を調べた。プロトプラスト贈濁液に[32P]正リン酸を加え、

暗所で 80分間インキユベート後光照射をおこない、 SDS-PAGE により蛋白質を分般

し、オートラジオグラブイーにより蛋白質のリン酸化を検出した.

暗所では 42kDa，34kDa，32kDa，26kDa及び 22kDaの蛋白質 iJSリン酸化されていた.
これらに光を連続照射 (20分)すると、 26kDa蛋白賓が顕著に脱リン酸化された.さ

らに、この蛋白質は照射を停止することにより再びリン酸化された.そこで、この

26kDa蛋白質の脱リン酸化に有効な波長域を干渉フィルター (400nm，510nm，601nm， 
660nm，730nm， 800nm)を用いて調べたところ、近赤外光 (730nm)の遠鏡照射により最
も効果的に 26kDa蛋白質が脱リン酸化された.他に 800nm，400nm，660nmの光は効果が
官、められたが、 510nm，60l'nmの光はほとんど影響を与えなかった。 つぎに、 26kDa
蛋白質の細胞内分布についてプロトプラストをナイロンメッシユにより破硲後、遠

心分画により調べると、この蛋白質は 400X g， 6分の遠心操作で枕殿する葉緑体が
含まれる画分に局在していた。 730nmの光による脱リン酸化は、オカダ厳により阻

害されることからプロテインフォスブアターゼの関与が考えられる.オカダ酸によ

る阻害の濃度依存位、その他阻害剤の影響などからプオスフアターゼの種額につい

ても報告する予定である.
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1 aB 03 エンドウ121KOaフィトクロム光変換中間体の吸収

スベクトル測定

岩上淳、吉t率直也1、井上康則1、浜口宏夫人真鍋勝司

〈横浜市大・文理・生物、1東理大・理工・応生、

E神奈川科技7折鞠ト〉

岩上等は、質化エンドウより単離した"native"フィトクロムの光変挽過程を、界糧法による低

温スベクトル変化を僧標に調べ報告したが〈日本植物学会56回大会、東京〉、一定温度で各中間

休がPtへの光照射で生成して来るのかは不明であった.そこで、今回は一定温度でPrに光照射

して生成する中間体が前回の報告と一致するか、光照射量と反応量の聞にどの様な関数関係が成

立するか、さらに、可能な限り各中間体の絶対吸収スベクトルを算出することを試みた.

その結果、・183-cではlU1li-R、・80-cではmeta-Ra、-40-cでは聞eta-Rb'、・20-cでは則eta-Rc、

O-CではPfrに由来すると考えられる吸収変化が得られ、その際元のPrとPr+各中間体の混合物が

等吸収点を持つことから、各温度ではPrと各中間体の2成分で反応が平衡していることが明らか

になった.また、・40-cにおいては照射光強度を上げると、吸収の培大を伴わずに666n陶付近の吸

収のみが減少する現象が観察され、中間体Reta-Rb(Eilfeld & Rudiger，1985)が剛eta-Rb'より派

生していることも明かとなった.さらに、各中間体の生成反応量は照射光量の1次反応となって

いることも明らかになった.これらの情報を元に、光平衡状態におけるmeta-RcとPfrの生成量を

Butler et al.(1964)の方法で計算すると、それぞれ75%、86%となり、両状態の絶対吸収スベクト

ルが計算可能となった.しかしながら、それ以外の中間体に関しては中間体のみに吸収を持つ波

長域が狭〈、同方i去を適用できないので、現在計算方法を検討中である.

1 aB 04 
Immunochemical Analysis of PHY A and PHYB Protein in 
aurea Mutant of Tomato 
SHARMA. R.. LOPEZ， E.， NAGATANI， A.， KENDRICK， R.E.l and 

FURUYA， M.， FRP， RIKEN Institute， Wako and 1 Agricu1tural 
University， Wageningen 

Photomorphogenetic mutants of tomato (Lycopersicon esculentum) have 
been widely used to analyze the molecular mechanism of action of phytochrome. 
Previous studies on tomato aurea mutant revealed that both spectral1y and 
immunochemical1y， phytochrome can not be detected in etiolated seedlings( For 
a review see Kendrick and Nagatani (1991) Plant loumal 1， 133). We used 
monoc1onal antibodies raised against gene products of phyA and phyB to analyze 
phytochrome level in aurea seedlings. In contrast to wi1d type， the level ofPHYA 
polypeptide in etiolated aurea seedling was about 20%. Furtllermore in aurea， 
PHY A did not show any characteristic properties of spectral1y active 
phytochrome viz. down regulation of polypeptide level in light grown seedlings 
and differential endogenous proteolysis of Pr and Pfr species in vitro as seen in 
wi1d type. Current1y experiments 、areunderway to determine if lack of spectral 
activity in PHY A in aurea resu1ts from deficiency of avai1able chromophore. 
In contrast to PHYA， in aurea seedling PHYB level is equal to wi1d type. 

Ion exchange chromatography of phytochrome isolated from green leaves of 
a u re a indicated presence of spectral1y active phytochrome and its elution 
profile correlated with elution pattem of PHYB. These results would be discussed 
in relation with molecular function of phytochrome species in growth and 
development of plants. 
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1 aB 05 西洋わさび毛状恨からの不定芽形成における光の効果と

光受容体の僚出

0斎膝力、 鈴回 1毒、 原開宏、減辺正勝1、
徳富 哲1 (筑波大・生物、 1基生研〉

西洋わさび(主凹旦旦ill山笠起ζ型l盆〉の葉柄に A.Ih i 20.Q.enes 15834伶を感染さ
せると、その感染部域に毛状根が形成される。この毛状根(;1:、暗所下では恨の形態

老維持しつつ活発に矯殖するが、明所下では植物ホルモン無添加矯地上で不定芽形

成がみられる。これまで我々はこの不定茅形成の制御因子について検討してきたが、

'今回は、基生研の大型スベクトログラフを用い、光作用スベクトルを得ることを試

み、光による不定芽形成に関与している光受容休を検討し、さらに毛状摂中でのフ

ィトクロムの検出を試みた。

得られた毛状根を材料とし、 260-730nm問の波長について、不定芽形成

率および不定3手数について噴射光量反応曲線を作成した。この照射光量反応曲線よ
り光作用スベクトルを作成したところ、 380nm、41l0-4， 60nmおよび6

6011111付近に煙大を持つ曲線が得られた。次に、4， 6 0 n rll玄たは 660nmの

光を照射した直後に近赤外光 (730nm)を照射したところ、不定芽形成が抑制

されることがわかった。したがって、この現象には光受容体としてフィトクロムが

問与してい弓ことが考えられた。そこで、毛状根を用いてその険t1iを試みたところ、

666nmおよび 730nmに吸収極大をもっフ fトクロムが険出された。また、

その存在は根の先桝に比べ墓古Btこ多〈 、不定芽形成部世と 一致することがわかった。

1 aB 06 フィトクロムの卜リプトファン残基に対する化学修飾部

位の検討 Pr とPf rにおける違い

。中沢美紀、 真鍋勝司 (横浜市大・生物)

質化アラスカエンドウより精製した 12 1 k D B フィトクロムをヒドロキシニト

ロペンジルプロミド (HNB-Br) を用いて化学修飾した時の修飾部位を決定す

るため限定分解法によるペプチド断片のアミノ駁分析を行なった。 エンドウフィト

クロムの HNB-Br修飾による修飾残基数は分光学的測定により、 P rでフィト

クロム単量体 1分子あたり 5残基、 P f rは 7残基であった(日本植物学会第 55 

回大会 1990). との修飾フィトクロム中の非修飾トリプトファン残基を定量

するため修飾フィトクロムを SD S -P ̂  G Eし、 P V D F膜上へのプロッティン
グの後、 減圧下で 3Nメルカプトエタンスルフォン酸を用いた 17 6 "c、 2 5分間

の気相加水分解を行なった. その後ニンヒドリン法によるアミノ厳分析を行なった

結果、 P rでフィトクロみ単畳体 1分子あたり 7残差、 P f rで 5残基の非修飾ト

リプトファンが検出された. とのことから HNB-Brにより修飾されたトリプト

ファン残基は P rで 3残墓、 P f rで 5残基であると推定された. さらに、 H N B 

- B r修飾したフィトクロムをトリプシンを用いて限定分解し、 生じた断片を SD 

S-PAGEにより分隊し、 P V D F股上へのプロッティングの後、 各断片のアミ.

ノ酸分析を行ない、 化学修飾部位の検討を行なっと.
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1 aB 07 クロレラ白色変異体のカリウムイオン放出に対する赤色

光効果

神谷明男(帝京大・薬・化学)

光による情報伝達の過程で、 イオンの膜透遇措1)御の可能性が考えられる.今回

クロロフィル・カロチノイドを欠く Chlorella白色変異株を用いて Eイオンの膜透過

に対する光質の効果を検討した.その結果、赤色光(>600 n圃)は rの放出を促進し

青色光は、逆に極めて微量ではあるがrの取り込みを数分続くラグタイムの後促進し
た. また、 K+channel blockerのTEA(201M) 存在下では、 赤色光による K+放出は起こ

らない. この K+放出に対する作用スペクトルには、 二つのピーク (666. 735 nlll) が

認められた K+の膜透過は膜電位の変化を伴うこと、膿電位の変化に伴い蛍光強度

を変える蛍光プロープが知られている.そこで、蛍光プロープにシアニン色素 (diO

-C，-(3))を用い検討した.ヘキソースの取り込みは H+symportを伴い腕電位は脱分極
し、 同時に rの般出が認められる.問じ条件 (6・deoxyglucose添加)で diO・C，ー (3)の

蛍光強度は地大した K+存在下で Valinomycin添加により、膜は脱分極する.同じ条

件で diO-C，ー(3)の蛍光強度は治大した.次に、 赤色光照射により diO-C，ー (3)の蛍光

強度はt智大し、 darkにすると減少した. これらのことから、赤色光照射により、腹

の過分極がE秀導され、暗中でもどる(脱分極)ことが示唆された.

1 aB 08 紅色酵母 Rhodotorula皿inutaのUV-B照射による脂質抽出

効率の地大

。善悪恵、橋本徹 (神戸大・理・生物)

B-領域繁外光 (UV-B)は、多くの高等植物や菌類におげる光形態形成を引き起こす

ことが知られているが、その光受容体やそれに関連する反応に関する知見は極めて

少ない。照射によって速やかに現れる現象を見出すことは、この問題を解明するた

めの大きな守主婦りになると考えられる。我々は、 UV-B照射によってカロチノイド合

成が誘導される紅色酵母 Rhodotorula皿in1I taを用いて、 照射後速やかに起こる細

胞内反応の検索を行い、 これまでに吸収スペ ク トルの変化(日本縞物学会. 1989)、

rの放出(日本織物学会. 1991)等の現象を見出してきた。今聞は、 照射による薗体

sIJ質の変化について報告する。

暗所で培養した歯体に UV-Bを照射し、脂質の州出・分闘を行い、.および組成比

を照射しないものと比較 bた。照射したものでは、膜成分で大きな割合を占めるリ

ン脂質の抽出される賓が婚加した。その中で最も著しいのは、 Phosphatidyl cho・

line(PC)援であった。この照射効果は、照射直後が最も高〈、暗黒中1.5時間の半

減期で減表した。細胞を破砕し餓を分画して脂質を抽出した場合、および徹底的に

破砕を行って抽出した場合には、脂質の抽出量は大きく、その結果照射の効果は認噌

められなかった。f.!pち照射は脂質の摘出効率を高める作用ものと考えられる.これ

らのことから、 Uト日照射は細胞肢の存在様式を可逆的に変えることが示唆された。
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1 aB 09 u V -13吸収物質己hro圃osa.ponin1 -iJ)-/j}-島幸ヒ

齢化逗局電位

の il野必al 総見誠二¥橋本徹大m利行 3

い神戸大・白然科学神戸大・庖神戸大・教糞)

Yントンyニノ合成総ぬ ω作m""o'} ト l~ や 1也 ω 知見に占返っきそのイi 仕か示 l唆されている Uy-

H光受容体の候補物質として、我々は、 Z9!i nmに吸収極大を示す chro田osaponin

(CS1)をエンドウ芽生えから単厳し、 soyasaponin 1 (SI)と y-pyronω 総合体である乙

と~ll)jらかにした (Tsuru 阻 et al.lIHlZ)。エンドウ誕生えにおいて S1は逃雌形てはイす

仕せす、 ζ れまでそのイ'l.(:tが報告された SIはY-1ィ77クトである ζ とを報告した。 しか

し、 CSlは細胞団医砕機中において徐々に齢化的に S1に分解される.今回は、じSI cJ)制

胞員長砕液中の安定化について報告する。

7臼齢質化エント1芽生え tPisu血 saLivu皿 L.cv.Alaska)をHOP S級編液中で属医併する

際、 YAHt、ン般を添加することにより CSlの分解均、抑制された。 そこでザイクリッ?車、Hンメ

トリーを叩いて織々な選 it1干lω 画変化電位を測返した結果、分解抑制効果と自主化電位と

の聞には相関関係が認められた。 YA 山~ t "ン自主や盟 二二H ン髄など CS 1の酸化電位(0 . 4 Y 

付近 vs. Ag/AgCl)より負の電位にある這)(;~l は、 安定化作J刊に優れ、付リン3・蹴やす

Hf.t酸など正の電位にあるものは、 その電位の増大に伴って劣った。 このことから、

C S 1 の分解は般化反応であることが明らかである。しかし、油性の選}[;剤は分解抑

制l効果をほとんど示さず、属医併液中での分解f'r:胤は、 ミセI~ や細胞 B集中ではなく主に

水制で起こっていることが 示峻される。

1 aB 10 アラスカエンドウの時発芽第 3節聞の

ATP-GTP(NTP)結合鏑由貿と光俄号伝述の分子機構

O蓮沼仰嗣、浜田徹、 1.R. Briggsl 横浜市大・

木原生研、'カーネギー研・縞物郎門)

アラスカエンドウの略発芽第3節聞をノクトヴィゾョンを用いて赤外光下に切取っ

た。以下の操作も問機に行なった。 3種の蛋白質分解酵素匝嘗剤を含む緩衝液で磨砕

後、 ナイロン布で滋過し、 9KrpII10分遠心後、 39KrpII 30分の沈殿を粗膜分画とし

た。 これをさらに水性二層分配法で原形質膜を精製した。 (α-32P)ATP.Cα-UP)GT 

p:を膜分画に結合させ、 UV照射によりその結合軍由貿にクロスリンクさせた。 5-20~

SDSゲル電気泳動により分爾後エレクトロブロ ・yトにより蛋白質をニト司セルロース

膿に移し、 オー トラ ジオグラフ ィーを取った。 cα -32PHTP.(α _32 P)GTp:を結合する

25種の蛋由貿が同定された。 これらのうち II種は内在性 ADP-リポシル化防素により

ADPーリポシル化された。 これらの結合は抗 Ha-ras抗体の前処理で強〈図書され、 ト

ランスデューシン抗体、 抗Go抗体、 抗Gs抗体での前処理では比較的弱かった。 cα -

32P)ATPの結合に対して 10・AII ATP は最も強くその結合を阻害した。 (α-32P)GTPに対

しては 10・ AM ATPとUTP;6<10・AMGTP.CTPよりも強〈阻害を示した。 切り取られた第3

節聞を赤色光照射し、 直後に原形質膜を調製した。 (α_32P)ATP.Cα ・32P)GTPの結合

促進が 21KD. 32KD. 37 KDと40KDに見られた。 内在性 ADP-リポ シル化酵素により 21KD. 4 

OKD蛋白質の ADP-リボシル化が促進された。 21KD蛋白質の ADP リポシル化がコレラ毒

素で、 37KD蛋白質は百日咳毒素で ADP-リポシル化が促進された。
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1 aB 11 アカパンカピの ATP-GTP(NTP)結合タンパク質

と光信号伝達の分子機構

O小田和司、蓮沼伺l嗣

(横浜市大、木原生研)

完全暗黒下で調製したアカパンカピ膜分画に (a-32P)ATP.(α_32p)GTPを加えて向

色光を照射すると、放射線ラペルされるタンパク質が 4穆見い出された。全ての煉

作過程は、照明用赤外線と赤外線カメラ(ノクトビジョン、 N E C ~土劉〉を用いて

行づた。 アカパンカピ bd株の簡糸を Fr i e s 液体培地で3(時間 f苦笑した。閤体をホモジ

ェナイズし、 9Krp聞.10分遠心した上清を、 39Krpm30分途心して得られるは;澱物を

lli種分画とした。実験方法 O.UTriton ト 100. 160nM(α_32P)ATP. (α_32p)GTP反応

j夜となるように膜分画を加え 40μlとする。これに青色光 (λmax 355nm)を照射した

後 1時間 25'Cで保温する。 uv照射クロスリンキング法で既に結合しているヌクレオ
チドをタンパク質に固定する。 5-20% SDSゲルで電気泳動した後、 ニトロセルロー

ス艇にブロ y トし、 オートラジオグラフィを行なった。結果 58KD. 77KD. 83KDの

タンパク質は青色光照射により (α-3 2 P) A TP.α_32p)GTPを強く結合し、 129KDのタ

ンパク質は {α_32p)GTPを強く結合した。 この光効果は反応時に 10・5-10-4M の NAD

を役与することにより安定に再現できることが判明し、 ADP-リボシル化が関与する

可能性が示された。 トランスデューシン抗体による前処理により 77KD、 83KDへの (a 

_321')GTP結合に阻害があった。 また、 ヌクレオチド特異性を調べたところ、 ATP. G 

TP， C T P. U T P 間でアロステリック効果が示唆された。

1 aB 12 ヤエナリ貨化幼業の ATP-GTP(NTP)結合置由貿と

内在性 ADP-リボシル化酵素

O蓮沼仰嗣、 浅井久恵 1、今関英雅 I (横浜市大・

木原生研、 I ~基生研)

ヤエナリの精発芽貧化幼業を8種類の置白質分解酵素阻害剤と 0.2511 B要衝を含む
緩衝液ですりつぶす。 30μ 皿ナイロンメッシュで漉過後、 9)(rPII 10分途心した上

清を 39Krpm 30分遠心し、 その沈澱を上記の緩衝液中でテフロンホモジナイザーに

より懸濁し、 膜分画とした。 遠心上清は可溶性分画とした。膜分画、 可溶性分画に

(α-I2P)ATP. (α-UP)GTPを結合させた後に、 uv照射し、 ヌクレオチドを結合賀由貿
にクロスリンクさせた。 5・20 ~SDS-PAGE後、エレクトロップロットにより置由貿を

ニトロセルロース膜に移し、 オートラジオグラフィーを行なった。 可溶性分画に 13

種の (α_.2P)ATP;を結合する蛋白質を見い出し、 そのうち 8積は〈 α・"P)GTPを(α ・2

2 P)ATPより弱〈結合した。膜分画には少な〈とも 22種類の (αJ・P)ATP.(α-I2P)GT
Pを結合する ATP-GTP(NTP)結合軍自質が存在した。 膜分画を内在性ADP-リポシル化酵

素により (.2P)AOP-リポシル化させると少なくとも 21種の蛋由貿がAOP-リボシル化さ

れた。 これらの内在性 AOP-リポシル化酵素による ADP-リポシル化は膜分画を Ha-ras

抗体で前処理することにより郎分的に阻害された。 さらに百日咳毒素及びコレラ毒

素により ('2P)AOP-リポシル化を行なった。百日咳毒素は 20KO. 22)(0置由貿を特異的

に (UP)ADP-リポシル化した。 コレラ毒素は多数の蛋白質の (12P)AOP-リポシル化を'

強〈促進した。全ての (12P)AOP-リポシル化は 11111 ATP， GTPの存在下に促進された。
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1 aC 01 ノルエピネフリン(HE)由来の花成跨導物質

1.熱処理による HEの活性化

。瀬本 教、貝原純子京都生研、 1京大..・応

用植物}

多くの植物、 とくにアオウキクサ、アサガオの水抽出物が、 アオウキクサ 151 に

対して高い花成誘導活性を示すこと、 これら活性物質の生成にノルエビネフリン

( H E )が関与していること、 及びアルカリ処理した HE が花成誘導活性をもつこと

はすでに報告した.今回は、 熱処理した NE も花成穆導活性を示すことを報告する.

0.1 N 以下の濃度の KOH 溶液に HE を加えて熱処理〈熱渇中で 10 分)を行うと、

その溶液は、 3-10 pM HE相当濃度で花成誘導活性を示し、ItOH を金〈含まない水

に加えた HE も勲処理を行うと〈弱殴性)高い活性を示す. しかし、 1 N ItOH に溶

かした HE は熱処理を行うと活性を失うo NE の塩酸塩〈酸性}は熱処理を行っても

活性を示さず、 剣重量緩衝液に加えた NE は pHが 6.5 以上の場合にのみ熱処理によ

って活性化される.

熱処理後の HE 溶液の活性は、 1・ 2 日後に著しく低下するが、 その後再び上界

し、 溶液の活性は時間とともに不規則に変動する.しかしながら、熱処理後、酸性

にすると活性は安定化する.アルカリまたは熱処理によって NEが睡化され、酸化

途中の不安定な中間産物が活性を示し、 この成分は酸性にすると安定化されるもの

と考えられる.アオウキクサ鷹砕液の遠心分般による沈澱物に加えた NE は非常に

高い活性を示し、 この活性は安定している.

1 aC 02 ノルエビネフリン(HE)由来の花成務導物質

11.植物体との按触による NE の活性化

。貝原純子、篠崎真筒、濃本 教京大、良、応用植

物、 l京都生研}

アルカリまたは然処理を行った HE溶液、 および無傷のアオウキクサを浸してお

いた NE 溶液が高い花成誘尊活性を示すこと、 また、 アスコルビン酸存在下では、

活性物質がつくられないこと、 などは、 HEが縞物体に接触するごとによって械化さ

れ、 活性物質に変わることを示唆する.

構物体(100・g)磨砕液の遺心分般による沈澱物の懸濁液に加えた NE(0.1・g)
も同じようにして活性化されるものと考えられるが、 この織合は、 わずか 0.15 J1M 

HE相当濃度で活性が認められる. しかし、 沈澱物の懸濁液を熱処埋した後、 これ

に HE を加えると、 1.5 ).1M NE相当濃度以上でしか活性が認められないo 200.0001 

g の超遠心による上滑に加えた NE、も 1.5 J1M相当濃度でしか活性を示きず、 この

上清を勲処理した後に HLを加えても同織の活性が認められる.これらのことは、

沈澱物に含まれる勲に不安定は成分(おそらく傍察)が存在する時にのみ高い活性

が現われることを意味するo 15. OOOxgの上滑に加えた NE も0，15pM相当濃度で活

性を示すので、 上自己の結果は膜系に存在するある舗の償化醇素の働きで NEから活

性物質がつくられることを示喧する.ただし、 オートクレープした沈澱または上清 ・

に加えた NE も1.5J1M NE 相当濃度で活性を示すので、 酵素以外の熱に安定な有効

成分も存在すると考えねばならない.

-82-



1 aC 03 タバコ椛養細胞 sY -2の細胞周期lに対するオーキシン

献の影響F

。網野真一、長田敏行 (東京大・理・縞物)

タバコ sY 2の懸濁鳩養ではアフィディコリン処理により鯛胞周期が G 1 / S期

でブロックされ、これを除くと約 9時間後に分裂指数の高いピークがある潟$の同

調路養が誘縛される.この細胞周期の進行は川 μM程度のオーキシン顛を加えるこ

とによって著しく阻害されたが、このうち阻害の顕著な 2.4.6-Tを用いて以下の検

討を行なった.

アフィディコリン除去と同時に 2.4.6-Tを添加する実験では 50μMでその後の分

裂指数の上昇は全く見られなくなった.この阻害は相当程度に可逆的であったが、

2.4.6-Tを加えていた時附にほぼ対応して分裂指数のピークの遅延が観察された.

2.4.6-Tはタンパク質合成などの細胞の代謝活性を低下させると考えられたが、ト

リチウムラベルチミジンの DNA相当両分への取り込みでみると、 S期の DNA合

成への限害はそれほど大きくなかった.ほぽ 4時間の S期の後、 2.4.6-Tを除去し

でも DNA合成の大きな回復はなかった.

しかし .2.4.6-Tを問調鳩援の開始と同時に与え 4時間!日に洗浄除去する実験に

おいて、新たにアフィディコリンを添加すると、ほぽ 4時間遅れて現われる分裂指

数のピークが著しく抑制された.以上の結果は、 2.4‘トTが細胞周期の進行に関わ

るDNA合成に関与していることを示唆している.

1 aC 04 水中並びに気中 t音養イネ幼業鮪の成長とオーキシン含量

。保毒事陵事、 t曽田芳雄 1、P.E.Pllet2 (大阪市大・理・生

物、 1帝塚山短大・食品、 2ローザンヌ大)

イネ幼葉鞠の伸長成長は水中で著しく促進される. この水中での速い伸長成長は、

低酸素濃度、エチレンや二 E量化炭素の蓄積、浮カによる自重の軽減などにより、節

分的に説明される. これらの要因と並んで、オーキシンの関与も指摘されている.

特に、水中では IAA酸化酸素の阻害芹IJ:が蓄積して 1A Aレベルが高く保たれる、

という仮説(Wada 1961) は、水中での成長促進をうまく説明できる. しかし、水中

並びに気中で培養したイネ幼禁制に含まれる 1A A含量については、生物検定法を

JfJいた Ohwaki(1970) の報告があるのみで、機器分析による正確な定量はなされて

いない.そこで、 GC-MSを利用した定量を試みた.

両 t脅餐条件下で生育したイネ幼業側に 2H5- 1 AAを内部自民単として加え、 常法

により 1A A画分を抽出した後、 HPLCで精製し、 GC-MSを周いて定量した.

幼棄鞠 1本当たりの IAA量は成長に伴って滑加したが、生重量あるいは乾重量当

たりでは低下した 1A A レベルは、 どのペースで見ても、成長の遭い気中治美幼

棄鞠で高かった.また、 1 A A レベルは、気中培養幼業鞠では 幼葉線の先鳴で高

く、基郵に向かうにしたがって低下したが、そのような勾配は、水中培養幼業開で，

は明瞭でなかった.以上の結果より、両培養条件下におけるイネ幼業織の成長速度

の差は組織から抽出される 1A Aの置によっては説明できないことがわかった.
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1 aC 05 ヤマザクラ系およびエドヒガン系における 1A A関連物

質の存在と作用

ー乙女真紀、福地佳子、栗本優美子、趣徳以、

川口正代司 1 、橘和丘陽 2 、石井幸夫 3 、中村輝子(日

本女子大、 。東大・教養、 z島棒、 3森林総研)

すでに、ヤエベニシダレの篠木の、伸長方向を上方から下方へ変えつつ伸長する

枝の伸長過程を調べることにより、綬の屈曲は偏差生長ではなく校や糞の自重を支

えきれずに生ずる機械的なものであること、および頂芽の伸長方向は周曲した枝の

傾きにより決まり、遺伝的に頂芽が正の重力周性を示すものではないことを示した。

今回は、ヤマザクラ系とエドヒガン系の枝垂れ愛および正常型の成木の枝を用い

て、枝の周幽にかかわると考えられる諸生理学的性質を比較検討した。枝の伸長速

度、浸透圧および伸展性(細胞墜に 10 9 の荷重をかけた時の伸び)は両型におい

て差が示され、いずれも枝垂れ型において高い値が認められた。頂芽の IAAおよ

び IAM含量、 T0 マックスウェルの粘弾性モデルによる最小緩和時間)および

細胞墜多糖類の含量比においては大差が認められなかった。幼植物を用いた予備実

験の伸長テストにおいて、 IAA.IAM共に伸長促進効果を示し、最適濃度の I

AA+IAMの場合には 1A Aのみの場合と同様の効果が示された。今回の結果か

ら、枝垂れ・正常型を問わずサクラの枝の伸長において IA Aが主要な生長物質と

してかかわっており、また IAMがこれの前駆物質である可能性が考えられる。間

型において差が認められた浸透圧にかかわる生長物質についても検討を進めたい。

1 aC 06 オートムギ幼薬鞠切片の成長に対するジャスモン般の図

書作用 :細胞壁合成に対する~・

。上回純一、宮本健助、桃谷好美、 神阪盛一郎. (大阪府大、

総合科学、 t大阪市大、理)

オートムギ幼薬繍切片を用いた成長実験系において、 ジャスモン酸はオーキシン

の誘導成長を不競争的に阻害する.演者らは、 成長に関係する積々のパラメーター

に対するジャスモン般の彫響を調べ、 その成長阻害機情を検討したところ、 ジャス

モン酸は少なくともオートムギ幼薬開切片の細胞壁の合成と分解にかかわる織の代

謝系に膨曹を及ぼし、 オーキシン誘導成長を悶害することが示唆された.

そこで本研究においては、 特にジャスモン酸の細胞聖堂合成に対する彫轡を検討し

た. ジャスモン酸によるオーキシン誘導成長の阻害はショ糖、ブドウ繍あるいは果

糖の添加により郷分的に回復した.この場合、 添加した捕によるジャスモン酸の結

合型への転練をガスクロマトグラフ/質量分析計を用いて測定したところ、 その転

挽促進効果は認められなかった.一方、 t 4 C ーグルコースの細胞壁多繍分薗への取

り込みに対するジャスモン酸の彰習を調べたところ、 ジャスモン畿はオーキシンに

よって促進された 14C-グルコースのマトリックス多糟およびセルロース分画への

取り込みを、 未だ切片の成長抑制が認められない処理 2時間 gにおいてすでに約 1

5 %程度阻害した. さらに、 この阻害は切片の成長が停止する 4時間目まで続いた.

以上の結果から、 ジャスモン酸は少な〈ともオートムギ幼薬繍切片の細胞壁合成を

阻害することによって切片の成長を阻害することが明かとなった。
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かぼちゃ根導管液の不定根形成と棄の伸長に対する効果1 aC 07 
(筑波大・生物)
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花粉に存在するブラシノステロイドの免疫細胞化学的解

析
1 aC 08 

J. M. Sa s se、 P.Taylor、 O織田孝雄メルボルン大・

植物、 1帝京大・理工・バイオサイエンス学科)

花粉においてはブラシノステロイド(B R )の含量が高いことがよく知られてい

る.一方、 BRは他の植物ホルモンより花粉管伸長作用がー桁強〈、 また BR処理

によりトウモロコシ、 コムギ、 イネ等の稔実度が向上することも知られている.本

研究では花粉および発芽中の花粉に存在する内生 BRの分布と動態を免疫細胞化学

的に明らかにすることを目的にした.

ライグラスの成勲花粉および発芽した西洋アブラナの花粉を各々パラホルムアル

デヒド/グルタールアルデヒド混液または非水固定法 (anhydrous fixation) にて

固定を行った後に、 題覇軍切片とし抗ブラシノライド/カスタステロン抗体(ウサギ)

を反応させた。 ヤギの抗ウサキ・ IgG抗体に金コロイドを結合させたもので棟織したの

ち銀噌感反応を行い、 ウランついで鉛染色を行ってから、 電子顕微鏡観察を行った.

ライグラス成勲花粉では BRはアミロプラストに特異的に存在していた.西洋ア

ブラナの伸長中の花紛においては BRがプラスチドからその近傍に鉱散する織子が

見え、 また核および近傍の細胞質にも存在した. さらに細胞壁より鉱散する鎌子が

認められた。従って、 花粉においてはプラスチドが BRの貯蔵鳩所であり、 発芽初

期には BRがプラスチドから核へ移行する一方、 柱頭ついで花柱へと浸透して行く

可能性が考えられた.
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1 aC 09 クレス発芽種子の他感作用物質

・長谷川宏司・天野みどり・水谷純也・小滋村誠治1 ・山村

庄亮， (新技術事業団・水谷植物情報物質プロヅェクト慶

応大・理工)

植物は動物と異なり，能動的にその生育の場を変えることが出来ないために，他の生物

Lの分化・成長に影響を与える化学物質を生成したり，体外に放出したりして自己の生命を

・防御する複構をもっ。植物聞における攻撃・防御・共益の繊織を解明する目的で，簡便で

繰り返し実験の容易な栽培植物を用いて植物聞の相互作用を調べた。

ヒモゲイトウ，クレス，トマトおよびレタスの種子および芽生えをいろいろ組み合わせ

てシャーレ中に共存させ，暗所25・Cで一定期間培養して，それぞれの下匪輸と幼根の長

さを測定した。その結果，クレス種子の発芽時において他の植物に対して下駐輔の伸長を

促進し，逆に幼根の伸長を匝害する物質が放出されることが分かった。その他ではトマト

の芽生えの幼板から他の植物の種子発芽を姐害する物質の放出も観察された。クレスに関

しては吸水時に種子の周囲にゼリー状の被農を形成するが，上述の植物に対する，所謂，

他感作用物質(分子量 5千以下〉はこの被膜の中に含まれていることも分かった。この被

膜には Pyriculariaoryzaeや Pythiumaphanidermatumに対して強い抗菌活性を示す物

質(分子量10万以上)も含まれていることが分かった。

つまり，クレスの種子発芽において種子の周囲に被膜を形成し，一方で高分子の物質に

よって菌の侵入を防ぎ，他方で低分子の物質が他の植物に影響を与える等して，自己の生

命を守っている可能性が示唆される。

1 aC 10 トウモロコシ芽生えにおけるオーキシン活性抑制物質の単障

と同定

・長谷川I宏司・東郷重法1 ・浦島三真子・水谷純也・小瀬村

誠治2 ・山村庄亮2(新設術事業団，純心女子高勺 慶応大2) 

高等植物の茎の光屈性に関して， 1975年に Bruinsmaらがヒマワリ下座"でオーキシン

(インドール酢酸， 1M)が光・影側で不均等には分布しないことを横器分析で見出して以

来，ダイコン，アベナ，トウモロコシ，エンドウ等の芽生えの光屈伎において，いずれの

場合でも摘出性および拡散性工M が光・影側に均等に分布していることが，種々の様器分

析あるいは免疫学的方法で明らかにされてきた。また，これらの植物でオーキシン活性に

対する抑制物質が光側で増量し，光側の伸長抑制の原固となっていることも明らかにされ

た。特にダイコン下駐軸の光屈性ではラフ 7 ヌサニン等，その抑制物質の本体が明らかに

され，さまざまな光屈性刺厳による分布変化が詳細に調べられた。しかし，アペナやトウ

モロコシではその本体は明らかにされていない。そこで，今回はトウモロコシ幼薬鞠にお

けるオーキシン活性抑制物質の本体を明らかにするために， トウモロコシのシュ ー トを材

料にして大量抽出を行ったi> 3日令のトウモロコシ貧化芽生えに 2時潤白色光(2 W/m2) 

を上方から照射し，シュ ートを1.2kg集め.80第アセトンで拍出した。鏑出液から酸・中

性の酢酸エチル可溶区を得，種々のクロマトグラフィ ーを行った後.HPLCで精製を繰り返

した結果， 3.8mgの無色針状結晶を得た。 1R.MS， 'H およびI.CNMRより.6-methoxy-

2-benzoxazolinoneであることが明らかになった。この化合物はアベナ屈曲テストで 0.1

田g/l以上でオーキシン活性を有意に抑制した。また，この化合物はチモシーやヒモゲイト

ウの芽生え，特に幼根の伸長も顕著に抑制した。
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1 aD 01 コムギヒストン 01遺伝子の構造と発現制御
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ヒストン 01は、 DNA パッケージングにおいてヌクレオソーム同志をつなぐリンカ

ーの役割をしているクロマチンタンパク質である。 このタンパク質の遺伝子発現調

節の研究は、 これまで動物の 01遺伝子についてなされてきた。 しかし植物 01遺伝子

については、最近 Arll!Jidopsisとコムギから遺伝子がクローン化されたばかりで解

析は全く進んでいない。本研究では、植物における 01遺伝子の転写調節機構を解析

するために、 コムギ 01遺伝子のクローン化とその構造解析及びその転写調節に関す

るいくつかの実験を行ったので報告する。

クローン化された 01遺伝子 (T0315) は、 イントロン(130bp) を持っていた。 イン

トロンを持つ動物ヒストン遺伝子は、ポリ (A)+IIRNAとして細胞周期非依存的に転写

されることが知られている。 しかし、遺伝子の上流域には、 コムギヒストン 03遺伝

子のシスエレメントであり、全ての植物 03、 H4遺伝子の上流爆に保存されているオ

クタマー配列 (CGCGGATC)と、鴫乳類・鳥類の H1 j宣伝子の s湖特異的転写を調節して
いるサプタイプ特異的な AC及び CCAATボックスに類似した配列がみられた。従って、

コムギ Hlj宣伝子は S期特異的に転写されるものと予想される。実際、ノーザン解析

によって、 コムギ 01阻RNAは細胞周期に依存して転写されていることが確かめられた。

現在、上記の特徴的な配列と転写調節との関係について解析を進めている。

1 aD 02 コムギ転写因子 oBP-laおよび HBP-lb遺伝子の発現制御

主225:》
コムギ被タンパク質 oBP-la及び HBP-lblまコムギヒストン 03遺伝子のシス配列の一

つであるへキサマーモチーフ (ACGTCA)に特異的に結合するロイシンジッパー型転写

因子である。すでに、両因子が 03遺伝子の S期特異的転写調節に関与しているらし

いことが示唆されているが、両因子の結合特異性が異なっているため、転写調節に

おける機能的な役割分担があると考えられている。そのことを明らかにする研究の

ー賓として、両因子の遺伝子の構造及び発現制御について解析を行った。

oBP-la及び oBP-lb遺伝子はともにイントロンにより分断されており、それらの構

造的特徴である塩基性領域とロイシンジッパーは、それぞれ別々のエクソンにコー

ドされていた。 このことは、 イントロンを持つ他のロイシンジッパー型転写因子の

遺伝子と共通していた。 また、 ィ示培養細胞での oBP-lb/GUS融合遺伝子の発現にお

いて、 5.上流減、第 1ヱクソン、第 1イントロン、第 2エクソンの一部 (ATGは含ま

ない)が正常な位置関係にあることの必要性が示された。 さらに、 HBP-la遺伝子の

5・上流域には oBP-la及び oBP-lbが、 oBP-lb遺伝子の 5・上流域には HBP-lbがそれぞれ

特異的に結合することが確かめられ、両遺伝子の転写調節における autoregulatlon

の可能性が示唆された。現在、 この可能性について検討するとともに、 autoregu-

lationとコムギ 03遺伝子の転写調節との関係につ・いても解析を進めている。
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1 aD 03 トランスジェニック・アラピドプシスにおける

ダイズ 7S種子貯蔵タンパク質遺伝子の発現制御
0内藤哲、平井(楠田)優美¥茅野充男¥米田好文

(東大・遺伝子、'農・農芸化学)

ダイズ7S種子貯蔵タンパク質 (β ・コングリシニン)は α、 α¥β の3つのサブユ

ニットを持つが、このうち βサブユニットは種子登勲過程での発現時期、植物の栄

養条件に対する応答性、植物ホルモンに対する応答性などの点で他の2つのサブユ

ニットとは異なった制御を受けていることが知られており、遺伝子発現の制御機構

を研究するモデル系として興味深い。 βサブユニット遺伝子全体を導入したトラン

スジェニック・アラピドプシスを用いて βサブユニット遺伝子発現の硫酸イオン欠

乏応答性を解析した。ダイズにおいては硫酸イオン欠乏により βサブユニットタン

パク質の蓄積が約3倍に増加することが報告されているが、 βサブユニット遺伝子

を持つトランスジェニック・アラピドプシスを硫酸イオン欠乏条件下で栽培すると

β-mRNAの蓄積が数倍に泊加した(一部本会1990年度年会にて発表)。この反応

は独立に得られたトランスジェニック・アラビドプシスでもみられ、硫酸イオン欠

乏に対する応答性が確認された。さらに、アラビドプシス自身の種子貯蔵タンパク

質(1 2 S :クルシフェリン型および2S:ネイピン型)についても発現レベルを細
かく検討した。その結果、硫酸イオン欠乏により 12S-mRNAでは30・50%の増加

がみられ、アラピドプシス自身が硫酸イオン欠乏に反応して遺伝子発現を制御する

機構を持つことが裏付けられた。

1 aD 04 ダイズ種子貯蔵タンパク質の種子特異的発現制御に関わる

豆E因子の同定
0藤原微、茅野充男、 RogerN. Be飢hy'(東大・農・農化、
'The Scripps Research Inslilule) 

ダイズ78種子貯蔵タンパク質、 βーコングリシニン遺伝子の形聖電車兵検植物における組子特異的発現に関しては多く

の研究がなされてきている.α'サプユニット遺伝子プロモータ領織のdelelionanalysisによってー257からー79の領域
が発現に重要な役割を巣たしており、この領域は種子特異的なエンハンサー活性を持っていることが示されている.β

ーコングリシニン遺伝子のプロモータ領域に結合する因子(SEF)がダイズ未熟種子粗緩抽出液に存在することが知られ
ているが、このうちー257からー79の領減にはSEF3およびSEF4カt結合するo SEF4はプロモータの他の部分にも結合するが、
SEF3はこの領域以外には結合しない.これらの図子の活性はダイズの登黙にしたがってβーコングリシニン遺伝子の発
現と平行して高まることからも、これらの因子、特にSEF3はα'サプユニット遺伝子の種子特異的発現に深く関わるも
のと考えられていた.また、この領域(-257からー79)には種子特異的発現をする遺伝子のプロモータに多く見つかるCA
TGCATG様の配列も存在している.この配列はTATAboxのすぐ上流側(-00付近)にも存在している.これらの因子及ひ盲目
列のどれが種子特異的発現に重要であるかを検定するため、これらの結合因子認識荷E列及ぴCATGCATG欄 E列をinoo
Q mulagenesisを用いて特異的に改変し、その形質転換植物での発現に及ぼす影響を調べた.改変したSEF3及びSEF4の
認訴酒日列をinvi主rQgel shifl assayによってテストしたところ、これらの因子の結合は変異によって阻害された.ダ
イズ未熱子葉粗核抽出物中にはgelshift assayを用いて検出されるCATGCATG傑配列に結合する因子は発見されていな
い.変異のi旦丘盟での発現に及ぼす影響は、α'サプユニット遺伝子プロモータ及ぴ2つの異なるPC訓V35Sとの融合
プロモータで検定した.それぞれのプロモータの活性はGUSをレポーター遺伝子としてトランスジェニックタバコを用

いて検定した.

SEF3及びSEF4結合配列への変異ではいずれのプロモータでもinvivo活性に及ぼす統計学的に有意な影響は見られな
かったが、 CATGCATG様配列の変異は有意な影響を及ぼした.まず、 α'サプユニットプロモータの2つのCATGCATG様配
列に変異を導入するとその活性が約半分に落ちた.-257からー79の領域にあるCA叩CATG様配列への変異の導入は、その・
領域の積子特異的エンハンサー活性を破渡した.また、 CATGCATG機密a~lに変異を導入したα' サプユニットプロモータ
上流域をpCaHV35Sのコア領域(-90)に接合したプロモータはタバコの種子のみでなく葉でも有意な活性を示した.これ
らのことはCATGCATG様配列カ句'サプユニットプロモータの組子特異的な発現に重要な役割を果たしていることを示し
ている.
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1 aD 05 トランスジェニックイネのグノムに伸入された

トウモロコシの転移因子且i の情迫解析

宮崎 力、。中井 浄、水谷恵子、 t織本尚子、

1島本 功、飯田 滋 (東京理科大・基礎工、 1植工研)

転移因子は染色体上を転移する遺伝因子で、 転移に伴い種々の DNA再編成を引

き起之して遺伝子発現に様々な彫響を与えることが知られている.我々は、 トウモ

ロコシの企♀/旦立系の転移因子を異種植物に導入して、 異種継物中での海入転移

因子のふるまいを多面的に検討している.

今回は、 CaMVの 35 Sプロモーターにより発現されるム♀の転移醇無遺伝子

をもっプラスミドと、転移酵素遺伝子が欠損しているため自らは転移できない♀i

が転移によっ、て切り出されるとハイグロマイシン耐性(H m つとなるプラスミドを

同時にイネのプロトプラストに導入し、 H m r形質転換体より得たトランスジェニッ

クイネの内の一個体について染色体上の主主の詳細な憎造解析を行った。 この個体

は、 ム♀の転移酵素遺伝子をもたず、 H m r遺伝子と且立だけが 4コピーゲノムに持

入されていた。サザン法による情造解析や自殖後代の分隊などの給果、 H m r遺伝子

と 2コピーの旦立がひとつの染色体上の同じ領域に、 1コピーの旦立が他の染色体

に、 また lコピーの旦立がさらに別の染色体上に婦人されていると推測された. こ

れら旦立を含む領域をクローン化して情造解析を行った結果、単独で婦人している

旦立は両方とも 8 b pの棟的 E重複を起こしていた.それに反して、 H m r遺伝子の傾

減で見いだされた主立には DNA再編成が起こっていた. これら再編成 DNAの精

進とその生成過程について考察する.

1 aD 06 絞り花アサガオの新転移調節因子の単雌

稲垣善茂 1、 o久富恵世、鈴木徹也、 井阪有一、

笠原基知治、宮崎 力、飯田 滋

(東京理科大・基礎工、 1薬)

転移因子は染色体上を転移し、 種々の遺伝子発現を調節する遺伝因子で、 トウ

モロコシやキンギョソウのアントシアニン色素生合成系を調節して絞り機様(キ

メラ斑)の形成に関与していることが知られている。我々は奈良時代に薬用植物

として渡来し、 江戸時代に各種の園芸品種が作出されたアサガオ ( pharbitis 

n i 1)の絞り花も未知転移因子が関与しているのではないかと考え、 花色の易変性

に関する遺伝子座が明らかにされている絞り花と全色花のアサガオを比較検討し

たところ、 前者のアントシアニン色素生合成系遺伝子 DF R (dihydroflavonol 

-4-reductase) の中に約 6 kb の DN A 配列が婦人されていることを見いだし

た。(1 9 9 1年度 本大会)

今回、 この約 6 kb の DNA 配列の婦人されている D F R 遺伝子領岐を絞

り花及び全色花のアサガオよりクローン化してその情造解析を行ったところ、 末

端反復配列と標的重複温基数などの特徴からこの DNA 配列は、 トウモロコシ

の転移因子三....JL!!l類縁の転移調節因子であるごとが明らかになった。 この因子

はアサガオより掻初に単離同定された転移因子と考えられるので、 工 P n 1 

(Iransposable element ~harbitis ~il 旦旦豆)と名付けられた。
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1 aD 07 トウモロコシ PEPカルポキシラーゼ遺伝子の発現織式

ーーシス、 トランス因子ーー

・村上(嘉納)ゆり子 11、沼沢達夫 2)、松岡 信引

( 1)果樹試、 2)日本ゼオン、 3)生物研)

PEPカルポキシラーゼ (PEPC)はし光合成の重要な醇素である.我々は、このPEPC遺

伝子の光による発現制御の鶴橋を解明する一環として、そのシス、トランス因子に

注目してきた.前年度までの本大会において、 PEPCの5・上流媛に結合するタンパク

質 (PEP-I)の存在、及びその結合活性が遺伝子発現に平行して現われる事を報告し、

さらにその結合領績の解析及びパーティクルガンを用いたトランジェントアッセイ

によるシス因子の検討を行ってきた.今回ぞれにひき続いて、さらに詳細なシス領

域及び PEP-1の結合領械の解析各行ったので報告する.

トウモロコシ PEPC遺伝子の 5・上流から PEP-Iの結合領域と考えられる GCに富んだ

繰り返し配列を徐々にデリーションし、 GUS遺伝子に結合したプラスミドを作成した.

之の融合遺伝子を播種後 15-20日のトウモロコシ緑薬に導入後、 HS寒天倍地上、 26・

2日間明所で培養した.その後、その薬を 500μ1のLysisBuffer中でホモジナイズし、

その遠心上清を 4HUGと反応させ一時間当りに生成した 4HUの量をケイ光で測定し、活

性とした.その結果GCに富んだ繰り返し配列を含む領械を削除すると、活性が低下

することが明かになった.従って、この領減はポジティプなシス因子と考えられる.

一方、 PEP-Iについてもその結合領域を詳細に検討した結果、 GCに富んだ繰り返し

配列に隣接する領域も結合部位に含まれることが明らかになった.

1 aD 08 イネにおげる C.光合成遺伝子の発現様式

-PPDK遺伝子について一

松岡 信，多田雄 _1勺藤村達人 1)回切明美

(生物研 1)三弁東圧化学)

c .植物の光合成遺伝子は C3植物にはみられない細胞特異的な発現を示すことか
ら、 c.植物には C3継物には存在しない固有な遺伝子発現系が存在する可能性が期
待される。我々はこの C4植物に固有な遺伝子発現系に興味を持ち研究を進めており、

既にいくつかの転写制御に関わる因子について同定を行ってきた.今回はこれらの

因子が C3植物中でどのような働きをするかを検討する目的で、 トウモロコシ(c .) 
の PPDK遺伝子を業情造がトウモロコシと類似しているイネ(c けに導入しその発現
織式を検討した。 トウモロコシ PPDK遺伝 子の 5 .上涜械を GUS遺伝子と結合した融合

遺伝子を作成し、本遺伝子をエレクトロポレーション法によりイネプロトプラスト

に導入後、再分化させイネ個体を得た。これらの再分化個体の内、 GUS活性を有する

個体について各組織別の GUS活性の分布を調べたところ、測定したすべての個体(5 

個体)において薬身の活性が最も高〈、次いで業鞠、枝穫、頴の順であった.また

菱、棋においては活性は全〈検出されなかった。次に、これらのGUS活性がどの細胞

で発現しているかを検討する目的で各組織切片の GUS染色を行ったところ、すべての

組織において GUS活性は薬肉細胞にのみ検出された.これらの結果は c.植物におげ.
るPPDK遺伝子が C 3縞物中でも c.植物同織葉肉細胞特異的に発現すること、すなわ
ち C.PPDK遺伝子のシスエレメントは C3植物内で有効に働きうることを示している。
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ジャスモン酸に応答する大豆リポキシゲナーゼ遺伝子
の構造

。加藤 友彦、白野由美子、
〈三井植物パイオ研〉

大締柴田

1 aD 09 

リポキシゲナーゼは広く動物植物界に存在していることが知られている。植物
リポキシゲナーゼの生理的役割は耐病性や細胞内シグナル伝達に関わっているこ

とが示唆されており、最近ジャスモン酸に応答するリボキシゲナーゼの存在がタ
ンパク質化学的手法により明かとされてきた。私たちは発芽した大豆の子葉で発
現するリポキシゲナーゼの遺伝子解析を進めており、今回、 ジャスモン酸に応答
して発現するリポキシゲナーゼ遺伝子を見いだしたので、 その遺伝子発現および
徳造について報告する。私たちは発芽した大豆の子葉から 3種の cDNA (SC 
514. SC501. SC500) を単離しており、 S C 5 1 4遺伝子の清造を
決定している (PlantMol. Biol.16.353-359. 1991)。また、子葉でのタンパク
質レベルでの変化についても調べ、新たに 3種のリポキシゲナーゼ L-4. L-
5. L - 6を見いだしており、 S C 5 0 1の遺伝子産物がし-4であることを明
かとしている (PlantPhysiol. 1992. in press )。大豆の各種の組織でのこれ
らの遺伝子発現を調べたところ、 これらは若い組織で強く発現していることが明
かとなった。また、 ジャスモン酸を気体状態で作用させたところ L-4の遺伝子
発現が高まることを見いだした。そこで SC 5 0 1遺伝子の権i貨を解析した。そ
の結果、 S C 5 1 4遺伝子とイントロン/エキソンの徳造は保存されていたが、
第 1イントロンは約2.5Kbpと他に比べて長かった。この遺伝子のプロモーター領
域を解析するために、 リポキシゲナーゼ遺伝子の翻訳開始部位を組み込んで発現
効率を高めた GU S遺伝子 (PlantMol. Biol. Rep. 1991. in press) と懐続さ
せたコンストラクトを作製し、 これを用いて発現の解析を進めている。

P R 1タンパク質遺伝子の発現調節

西宮聡、大島正弘¥上野敬一郎ヘ野口貴'、贋近洋彦 E

大橋祐子 I (茨城園試、 E農水省生物研、'鹿児島パイテク

研、・東京農試)

タバコ PRタンパク質遺伝子の発現は病斑形成ストレスにより誘導される。最近植

物ウイルス感染による病斑形成に伴ってサリチル酸(SA)が増加することが見いださ

れ、 SAがPR遺伝子の内在性インデューサーである可能性が強まっている。 PR遺伝子

は外から与えたSAにも応答し、その発現誘導が起きる。我々はPR遺伝子のうちでも

最も鋭敏にSAに応答するPRla遺伝子の発現調節機構を調べてきており、本遺伝子の

SAによる発現誘導に必要な領域は、転写開始点の上流O.3kb以内にあること、またこ

の領域にタンパク因子が結合しており、本遺伝子が発現している状態では、この因

子が外れていることを示唆するデータを得ている。しかしこのO.3kb断片ではSAに対

する応答能が弱い。そこで、 CaMV3'SSプロモーターの種々の領域をエンハンサーとし

て上記O.3kbの5・側につけ'た一連のGUSキメラ遺伝子を作成し、その一過性の発現を

調べるためにプロトプラストに導入してGUS活性を調べたところ、 O.3kbより上流を

含むPRlaプロモーターを用いた場合同様に、 SA処理による誘導的発現が増大して認

められるようになった。。またこの系に上記のO.3kb断片をコンペティターとして加

えたところ、 GUS活性の増大が認められた。これらの結果は、 PRl遺伝子のSAによる

発現誘導にはこのO.3kbの領域で充分であり、これに結合しているタンパク因子の解

離が発現のトリガーになっている可能性を改めて示唆するものと考えられる。
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1 aD 11 ユコチアナ属の種間雑種における PR 1を含むストレス

タンパク質遺伝子の非制御的発現

大橋祐子、大島正弘、伊藤博孝¥松岡信、渡辺紳一郎、

村上高、細川大二郎I (農水省生物研、'カゴメ総研、

=東京農工大)

タバコPRlタンパク質遺伝子は病原体感染による病斑形成ストレスや、サリチル

酸(SA)によってその発現が誘導される。従来の研究から、我々は本遺伝子の発現は

基本的には負の制御を受けていることを示唆してきた。そこで今回はさらに進めて、

PRlタンパク質産生異常植物における本遺伝子の発現を調べた。 PRlタンパク質を常

時作っていることで知られるニコチアナ属の種間雑種 (N.glutinosa x N. debney1) 

では、 SA誘導をかけた場合と同様の多量のPRlタンパク質が健全葉から検出されるほ

か、その他少なくとも数種の両親の健全葉では発現していない遺伝子が発現してい

ることがわかった。これらの遺伝子はSA処理によって初めて発現する。また、塩基

性 β-1.3ーグルカナーゼやプロテイナーゼインヒピターなど、ストレスタンパク質

のうちでもその発現様式がPRl遺伝子とは異なっていると考えられる遺伝子について

は、このような異常な発現は認められなかった。この植物に、 PR-GUSキメラ遺伝子

を導入してその発現を調べると、健全葉ですでに非常に高いGUS活性が認められ、

SAによる誘導はもはや起こらなかった。これらの結果は、このFl雑種では、交配に

よって内在性のPRl遺伝子が変異を受けたのではなく、この遺伝子の正常な発現制御

に関わる機構に欠陥が起きたことを示唆しているものと恩われる。

1 aD 12 CaMV35Sおよびタバコ PRla geneプロモーターを基本とした

高発現プロモーターカセット

・光原一朗， 字橿正王室、， 西宮聡¥上野敬一郎ぺ大島正弘，

，.近洋彦， 大締結子〈腹水省生物研 茨城県園芸試験場，

s鹿児島県パイオテク研〉

植物に外来遺伝子を導入し、その遺伝子の機能を調べたり育種への応用を試みる

際に、 しばしばその発現量が問題となる。そこで我々は、従来得られている様々な

知見を利用して、大量に外来遺伝子を発現する強い発現カセットを作成することを試

みた.すなわち.プロモターとして構成的で強い発現を示す CaMV 35S プロモター及び.

ストレス誘導的な発現を示すタバコ pathogenesis related(PR) la protein geneの

プロモターを、エンハンサーとして 、35S プロモターのエンハンサーを 1- 7つ直列

につなげたものを、そのほかにタパコモザイクウイルス (TMV)の Q 配列、インゲンの

phaseolin geneのイントロン.nos ter圃inater等を用いて発現プロモーターカセット

を作成した.これらのカセットによる外来遺伝子の発現を、 GUS(β-glucuronidase)

をレポータ-)宣伝子として用いて(1)タパコ業肉プロトプラストを用いた transient

assay、および(2 )形質転漁縞物で比較した。 この結果、エンハンサーの重俊および

Q seqenceの導入が発現効率を上げるのに有効であることなどがわかった。また、

これらの中で最も発現量の多いカセット li、従来からよく用いられている CaMV 35S 

プロモターと比べ.translent assayで 10数倍の、 transgenic plantでは数 10倍の

発現量を示すことが確かめられた。
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パーティクルガン法による遺伝子導入様式の解析(1)

一細胞内の金粒子の位置と遺伝子発現の関係

。山下稔哉、服部悦子、関原明1、飯田精_2、千葉謙介事、

森川弘通(崎大・思 1駄.1. 2繭エン?ニn'l1、 S(障)航河川)

l{-f4~MIン法による遺伝子導入様式の解析を目的として、 タパヨ懸濁培養細胞にβ-glucuronidase(GUS)

遺伝子を有する7刊汗 pBI221を3・h万した金位子を導入し、細胞内の金粒子の位置と遺伝子発現の関係

を調べた1)。まず、導入処理直後に細胞を3:1エ91-崎午酸で固定し、酢酸t帥インで染色して顕徴鏡観察し

た。その結果、調べた導入条件では全細胞の約加に金粒子(1細胞あたり 1個〉が認められ、その位置は、

核内7.5~、核周辺細胞質内7.5'、細胞壁佃j細胞質内5.2耳、液胞内79.8~ であった。この結果は、金粒子

が細胞内の各部位に、その体積に応じでほぼうンμに導入されることを示すものと解釈された。核への金

粒子(遺伝子〉の導入効率は 2.2XI0-Sと計算され、独立に求めた GUs.遺伝子の一過的発現効率(3.3X

10寸)とほぼ一致した。次に、 GUSを発現している細胞内の金粒子の位置を調べた。導入処理後24時間

培養した細胞を1M-.(，1A7tFで固定し、 X-Glucを基質として7内イ(2-24時間〉を行い、その後3:1エt}-sI酢

酸で再固定し、酢酸オルセインで換色して額徴鏡観察した。この処理により、 GUSを発現している細胞はわ

対わ由来の青色と、酢酸オ帥イン染色の赤色により.二重染色"された。 X-Gluc添加から2-24時間後に

GUSを発現している細胞内の金粒子の位置は、核内93.7-96.側、核周辺細胞質内0.8-3.415、細胞壁側細

胞質内0.9-2.7賞、液胞内0-2.5買であり、 GUSを発現している細胞の 9側以上が核内に金粒子を有してい

た。以上の結果から、パーティ川わ法により 1)核に導入された外来遺伝子は、ほぽ100耳発現に至る、

II)核に導入された外来遺伝子は、細胞質の約40倍、被胞の約900倍の効率で発現すると結論された。

1) Yamashita. T.. Iida. A.. lorikawa. H. (1991) Plant Physiol. 97: 829-831. 

1 aE 01 

1 aE 02 パーティクルガン法による遺伝子導入機式の解析 (2)

一細胞内の金粒子の位置におよぼす粒子サイズと加速圧力の効果

。服部悦子、山下稔哉、飯田精_1、渡辺耕一郎量、千葉謙介S 、

森川弘道(崎大.1I随エン?ニ7IJンF、 2(像〉植林臨、 3(韓〉麟?イ7.(， ) 

我々は、パーティ ~Mfン法による遺伝子発現効率が、核内への金粒子の導入効率と密接に関連していること

を見出している1)。今回、核内への金粒子の導入効率に影響をおよぼすと考えられるパ;J-~ーとして金粒

子判1と加速圧力の効果を検討したのでその結果を報告する。

1.金粒子判ズの効果 AlfaChem社製 (A)と(恥舗力本庖製(T5)のuイプを検討した。まず、
SEIにより写真撮影した各粒子の形状を観察し、粒径を測定した。両Fイプはともに輿疎状、平均粒径は
AおよびT5でそれぞれ 2.0士0.5Jmおよび1.1士O.2tmであった。次に、 DNAを:I-f4がした金粒子を、

加速圧力1l5kg/cm2で阿寒天に撃ち込み、寒天表面からの導入深度を調べた。深度はAおよびT5でそれ

ぞれ 113.5:!::36. 1四および33.5:!:: 17. 4Jmであり、 AはT5の 3-4倍深く導入されていた。 GUS遺伝子を有

する 1;J.~ ド pBI221をそれぞ、れのタイプの金粒子に:I-f4 '11 し、同一条件で 9パ3懸濁培養細胞に導入、

X-Glucを基質として1，i!~を行った。 GUS を発現している細胞塊の数は、 AおよびT5でそれぞれ1443 士

547および7503士1623(約50万細胞あたり〉であり、 T5はAの 5倍以上の効率を示した。金粒子制ズと

細胞内の金粒子導入部位との関係について現在調査を進めている。

II.加速圧力の効果: 上記遺伝子導入条件で、加速圧力 63.115.200kg/cm2 の効果を検討した。

GUSを発現している細胞塊の数は、 Aで順に1148:!::195、1443:!::547、1153:!::283、T5で願に5537:f:988、

7503士1623、7000:!::1256であった。ぱらつきは大きいが、 115kg/cm2 で両州7ともGUSを発現している

細胞塊の教の平均値は最大とはった。

1) Yamashita. T.. Iida. A.. lorikawa. H. (1991) Plant Physiol. 97: 829-831. 
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1 aE 03 パーティクルガンによる花粉細胞への外来遺伝子の
導入と発現 ー導入条件・花紛発途段階の効果
。西原昌宏、伊康道夫¥京正明書、 国中ー飼え小野莞爾ヘ
今村順S、森川弘通!(.広島大・理、 '飾岡大・理・生物、
E香川大・良、 3横浜市大・文理・生物、 ・熊本大・理・
生物、 5樋工研)

我々はパーティクルガンにより、ユリなど敏種の植物の花粉への外来遺伝子導入

・発現が可能であることを報告した(植物学会第 56聞大会)0 今回は、外来遺伝

子発現に彫響する導入条件及び花粉発達段階の検討などについて研究した.

テッポウユリおよびマルパタバコ花粉(それぞれ 2細胞期初期、中期、 後期}に、

花粉特異的なプロモーターを含むプラスミド pTG5(Tn2'-1.旦.!-N08)または 35Sプロモ

ーターを含む pBI221 (CaKV35S-1.旦.!-N08)を既報の方法により、 パーティクルガンによ

り導入し、トGlucまたはKUGを基賓として GUS活性を調べ、 次の結果が得られた.

1.ユリ成勲花紛の場合、 Tokuriki・5金粒子、 o . 2 -0 . h g A u / pr 0 j e c t i le、加速圧力
200kg/C1ll2の条件で最も高い遺伝子発現が検出された.

2.一般に、 2細胞期初期の花粉に遺伝子導入した鳩合には、発現はほとんど検出き

れないのに対し、 2細胞期中期~後期の花粉では、 明瞭な発現が検出された.

3.ユリ成煎花粉に遺伝子導入し、 生殖細胞を単殿、観察し、 この細胞内に金徹子を

みとのた。この結果は遺伝子導入した花粉の受粉により形質転換種子が得られる可

餓性を示唆するものである。

4.3日間培養したマルパタバコ花粉(2細胞期中期)にU.liJl.及びu!!.を含むプラス

ミド (pBN24)を導入、 緒豊島し、 形質転2集積物が得られた.

1 aE 04 パーティクルガンによる植物細胞へのmRNA導入と発現

。田中俊恵、商原昌宏、坂本教人田中国介人田中一朗人

伊藤道夫人森川弘道(広島大・理、 2京府大・農化、

2横浜市大・文理・生物、 3静岡大 ・理・生物〉

.演者らは、パーティクルガンを用いて invitroで合成した GUSmRNAを纏物細胞へ

導入し、その発現を確認したのでその結果について報告する。

実験材料としてタパコ BY・2培養細胞およびテッポウユリ花粉(2細胞期初期、 2細

胞期中期、 2細胞期後期)を用いた。 GUSmRN Aのinvitro合成は Bluescript(SK-)の

T3プロモーター下流に GUS翻訳領域と poly-Atailを縛入した pBS221Aを鋳型として、

T3 RNA Polymeraseを用いて行い、 5'繍に Cap檎造 (m7G(5・)ppp(5')G)を有するも

のと有しないものを合成した。田RNA導入は、加速圧力 200k g / C 112、4μ g/1IfAu RNA量

で、パーティクルガンを用いて行った。導入後、細胞を 48時間、 26・C、糟所で培養

した後、遺伝子発現を X-GlucまたはKUGを纂貨としてアッセイした。その結果、タバ

コBY-2i脅餐細胞では Capの有無に関わらず発現が極めて低かったが、テッポウユリ成

勲花粉においては、 Ca pfft'造の有無による発現比は >2:1であった。また、各発達段階

にあるテッポウユリ花粉に Cap構造を持つ mRNAを導入して発現を調べると、発現は2

細胞期初期ではほとんど観察されないが、発達段階とともに稽加し、 2細胞期後期で

最大であった。このことは花粉の発達段階にしたがって RNase活性の低下(IIR NAの半

減期の僧大)、 または翻訳効率の上昇などによる mRNAレベルでの発現調節の変化が.

起きている可能性を示唆するものと解釈される。
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パーティクルガンによる薬縁体への GUS遺伝子の導入
と発現
。重本直樹、開照明¥湾崎達也、杉浦昌弘人杉田捜宜、
小野莞爾3、海尾進、 H.U.ltoop4、 緑川弘道 (広島大・
理、 1京書巨大・慮、 2名古思大・遺伝子、 '熊本大・理、 -
Unlv. Mun1ch) 

1 aE 05 

パーティクルガン法は、被およびオルガネラの形質転練法として注目されている.

今回、 葉緑体発現ベクターを白色懸濁培幾細胞(タバコ BY-2 )、 緑色慾濁培重量細胞

(フタパネセ・ニゴケ)、 緑色カルス(シロイヌナズナ、 マルパタバコ)、 業組織(

シロイヌナズナ、 タバコ)、 に導入しその発現を調べた.葉縁体発現ベクターとし

てpTRBCL-GUS(tobacco [主主1. pro-(旦.!-tobacco [主旦1. ter)およひIpHHU3004(spinach

"~-'8n8" pro-l旦.!-sp1nach rb主主 t8r. spinach psbB pro-~-sp1nach ~ t8r 

)を用いた.コントロールとして pBI221(CaKV35S pro-l旦.!-NOS ter)を用いた.プラ

スミド DNAをコーティングした金粒子を常法により各細胞、組織に導入し 3日間培養

後、 ][-Gluを添加し 37・Cで5日間インキュペートしたo BY-2細胞の渇合、青色スポッ

ト(GUSを発現している細胞からなる}の数は、 pTRBCL-GIJS、 pHHU3004を導入したも

のではそれぞれ、約 1500、 900個(全細胞約 5xl05個あたり}であった.また、 他の

細胞、組織では一般的に BY-2と比べて低いが、 pTRBCL-GUSを導入した掲合すべての

細胞、組織で、 pHHU3004の場合ではシロイヌナズナの緑色カルスにおいてのみ明瞭

な発現が認められた.次に、 BY-2にプラスミド DNAを導入後 αーアマニチン (50pp.)

を含む、 または含まない崎地で 1日間地袋し、 MUGを基貨として GUS酵素活性を測定し

たo pBI221を導入したものでは αーアマニチン処理により活性が約 1/7に減少したの

に対し、 pTRBCL-GIJS、 pHHU3004ではそれぞれ約 3/4、 または、 ほとんど同じであった.

パーティクルガンによるトランスジェニヅクシロイヌナズナ植物の育成 (2) 

(広

t 

1 aE 06 
NPfII遺伝子の導入

o関原HJII.重本直樹，入船浩平，今村順2，米国好文山田康之森川弘道

島大・理， 1京大・農メ植工研j東大・遺伝子実験B偏愛)

我々は，圧縮空気圧式パーティクルガン装置を用いて，シロイヌナズナ薬及び

線組織への遺伝子導入，発現 11およびトランスジェニツクシロイヌナズナ積物の

育成 引 について研究してきた。プラスミド pCaHVNEO(CaHV35S pro・ra.11l-NO S 

er)をシロイヌナズナ線組織に導入し，カナマイシン 20ppmを含む選択培地で繕裳

することにより，カナマイシン耐性植物を得た。 それらについて NPTIIアッセイ

を行ったところ，酵素活性を有することが示された。 また，サザンハイプリ分析

を行い， !l.Q.主11遺伝子が染色体へ組み込まれていることが示された。

化当代 (Re個体〉を自家受粉させることにより得た RI種子をカナマイシン 50pp阻を

含む発芽培地に置床し，カナマイシン耐性個体と感受性個体の分隊比を調べたと

ころその比は約 3: 1 (全個体数=109')であり核ゲノムの単一遺伝子座に紐み込まれ

，メンデル遺伝しているごとが示峻された。 また， R目および RI個体より単厳した

全 DNAを用いて旦旦主li遺伝子をプロープとするサザンハイプリ分析を行ったとこ

ろバンドパターンは同じであった。

B i 0 1. 

さらに再分

A.lida，Y.Yamada a Y.Ko皿eda.H.Seki. 1 ) 

N.Shigem 

B i 

H.Seki. 2) 17:259-263. (1991) Plant Ho1. nd H.Horikawa. 

Hicrobiol. App 1. H.Horikawa. and 

FD 
Q
U
 

Y.Ya圃ada

36:228-230. 

J.I聞a阻ura.

(1991) 

Y.Komeda. 

。technol.
。t0， 



1 aE 07 パーティクルガンによるトランスジェニツクシロイヌナズナ植物

の育成(3) :除草剤(ピアラブすス)耐性遺伝子の導入

.持軍崎達也，関原則重ヌド直樹.鎌田光宣，米関好文h 森川弘道

(広島大・理京都大・農東京大・遺伝子実験施設)

これまでトランスジェニヴクシロイヌナズナ植物の選抜マーカーとしてカナマイ

シンおよびハイグロマイシン耐性遺伝子が用いられてきたが， 除草剤ピアラフ才ス

(明治I'l菓(線) )耐性遺伝子(baよ)を用いた線告例は少ない bar遺伝子による

トランスジェニック楠物を得たのでその結果について報告する. プラスミ I~ pARK22 

(CaKV35S pro-!!主主-NOSter) をパーティクルガンを用いてシロイヌナズナ椴組織に

導入し 2日後ピアラフ才ス 2ppmを含む選択培地に移した 4週間格禁後. 径約 2

mmの緑色カルスが生じ. さらに 4週間後多数の緑色素薬が湾生した. 次にこの務3憶

を伸長 t脅地で 3週間熔餐し. さらに発椴務滞培地で 3週間待望署して発綴させた. こ

れまでに 4系統のピアラフ才ス耐性シロイヌナズナ植物体が得られた. このうち 3

系統について bar遺伝子をプロープとしてサザンハイプリ分析を行い， !!主主遺伝子が

染色体に納み込まれていることを確かめた. さらに， ぞれらの再分化当代(R.個体)

を自家受粉させて得たれ積子をピアラブォス 2ppm;を含む培地に機織し， 多〈のピア

ラブォス耐性側体を得た. 定1量的な分.11:.については現在調査中である. またそれ

らの中に形態異常を示す個体が稼在しており. 現在その分子遺伝学的解析を進めて

いる.

1 aE 08 パーティクルガン淡により得られた!日質転換続物染色休

におげる外来遺伝子組み込み織式のm析
。7i'I水鬼 rut，入船浩平.飯田朝子森川弘逃

(広島大・哩 t1主化・生命研)

パーティクルガン法で得られたmn転倹培養細胞を 111いて、導入した外来遺伝子
の核ゲノムへの制lみ込み機式のm析を行ったので、その絡巣について微告する。
環状プラスミド pCaHVNEO(CaHV 355 pro.-nptll -NOS ter.):をパーティクルガン放

により導入してf!lられたタバコ旬発 tlD胞 (BY-2)8系統の形質転換休刊を実験材料と

した。各系統の会 DNAを、 Ball(pCaHVNEOを nptllのrt.央部で Iカ所切断する)で完全

分解した後、 npt 11をプロープとしてサザンハイプリゲイセーションを行うと、各系

統とも 3つ以上のバンドが認められた。このうち 6系統 (2-1，2-12， 9-1， A-5， 

B-1. B-5)では、 4.4kbのバンドをもち、 2 コピー以上の完全長プラズミ I~ (4. 4kb) 

がタンデムに速なって組み込まれて、いることを示慨する絡巣であった。さらに、

1系統(2・1)をJIlいて 4f11!:Rの制限酵黙 (BalI，BamH 1 ，EcoR 1 ，Hindlll)を使ってm析
した結果、 Bal1 ， Ec oR 1 (pCaHVNEO を 1 カ i~í 切断する)では、 4.4k b以外に 2つのバ

ンドが認められた Ba田Hl(npfll，1.0kbを切り出す)では、 lkb以外にバンドが 1つ、

Hindlll (CaHV 35S pro.-nptll -N05 ter. ，l.6kb を切りlBす)では、1.6k b以外にパン

ドが一つ認められることから、 pCaKVNEOはタンデムに抑入され、一端が pUC(fI1分、(也'

端が npf 11 (IfI分にゲノムとのジヤンクションをもっと解釈された。1)A. Iida， 

H. Horikawa， Y. Yamada. Appl. Kicrobio1. Biotechno1. (1990) 33:560・563.
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1 aE 09 ダイズ種子におけるグリシニン i宣伝子プロモーター/

ターミネーター活性の測定

O飯田朝子、長湾秋都、田中俊憲 1、蘇川弘道¥大江田

2賢治(住友化学・宝塚総研・生命工学研、 1広島大・理・織物)

ダイズ種子貯蔵タンパク質遺伝子の発現調節に関与する cls傾減の解析については、

すでにタパコやアラピドプシスのトランスジェニック植物を用いた系で報告がある

ものの、ダイズそのものを用いた系での報告はない。今回、パーティクルガン法を

用いたトランジェントアッセイにより、ダイズ種子においてグリシニン遺伝子の発

現調節領域を解析したので報告する。

まず、 GUS遺伝子の上流に約 2.8 k bから種々の長さに切断したグリシュン遺伝子

(G Y 1 )プロモーター、下流に約 O.7 k bの GY 1ターミネーターあるいは NOSターミ

ネーターを後続した発現ベクターを梅築した。さらに内部機滋として 35S-ルシフエ

ラーゼ (LUC)遺伝子を持つプラスミド pDO (32を用い、構築した各ベクターと共にパー

ティクルガン法により未熟糧子に導入した。 22-48時間後に細胞抽出液を調製して

GUS;LUC活性を測定し、プロモーター/ターミネーター活性を比絞した。その結果、

約1.lkbのプロモーターはそれ以上の長さのものと同程度の活性を示し、本遺伝子発

現に必要な主要な遺伝情報を含むものと考えられた。また G Y 1ターミネーターを

接続した場合、 NOSターミネーターの場合の約 3倍の活性が認められ、ターミネータ

ーにも発現調節領域が存在する可能性が示唆された。プロモーター領綾のさらに詳

細な解析結果に加え、ダイズ種子高発現ベクターの構築についても報告する。

1 aE 10 二つのヒマカタラーゼ遺伝子の異なった発現制御

O鈴木雅晴、服部東穂¥旭 正

(名大....化、 1三重大・遺伝子実験施股)

過酸化水素分解酵素であるカタラーゼはマイクロボディに局在する四量体へムタ

ンパク質である。当研究室では植物ヒマより 2つのカタラーゼ遺伝子 CAT1および

CAT3を単厳し、 これらが生育過程において異なった発現様式を示すことを明らかに

している。両遺伝子の発現制御をさらに詳しく調べるために、各々の遺伝子の 5'上

流績の下涜に大腸菌 β ーグルクロニダーゼ (GUS)遺伝子を結合させた敵合遺伝子を

作製し、 アグロパクテリウムを介してタバコに導入した。その結果、 CAT3遺伝子の

5 '上流域4.3kbを持つ GUS融合遺伝子を導入したタバコでは種子発芽にともなって、

吸水後 2日目より GUS活性の劇的な上界がみられた。さらに組織化学的綾色により

その活性は!f乳、匠軸、子葉、根に由来することが明らかとなった。また成熟植物

体では全ての務官で強い活性がみられた。一方、 CATl遺伝子の 5'上流域1.6kbを持

つ GUS融合遺伝子を導入 Lたタバコでは CAT3-GUS融合遺伝子を導入したタパコと同

様に、種子発芽にともなって吸水後 4 日目まで GUS活性が上昇するものの、以後活

性は減少した。また、怪制、根における活性は低く、成熟植物休でも全ての穂官で

その活性は弱いことが明らかとなった。以上のことから 2つのヒマカタラーゼ遺伝

子の発現はタバコにおいてもヒマとほぼ同様の制御を受けていることが示唆され、

タバコを利用した解析が可能であると考えられる。
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1 aE 11 ニンジン不定匠分化過程におけるelongation

factor 1α(EF-lα)遺伝子の発現

。川原良一、福田裕穂、駒鎖穆 (東北大・理・生

物)

演者らは、ニンジンの懸濁培養細胞を用いて、分子レベルでの不定Of分化過程

の解析を進めている。不定庇形成時に発現量が噌加する遺伝子をクローニングす

るために、初期球状匠と来分化的に泊殖している細胞との閣で differential

scre'eningを行ったところ、球状Bf期から心臓型匠期において発現が上昇するク

ローン CEMlが得られた。塩基配列から予想されるアミノ酸配列は、真核生物の

elongation factor 1α(EF-lα) (タンパク質合成過程でアミノアシル tRNAをリ

ポソームに結合させる際に働くタンパク質因子)のアミノ厳配列と高い相同性を

示し、 CEMlはニンジンの EF-lα をコードしていることがわかった。不定Of内での

発現を調べるために行った in situハイプリダイゼーションでは、細胞分裂の活

性が高いと考えられる領減に強いシグナルがみられた。

EF-lα はジーンファミリーを形成していることが知られており、各遺伝子が発

生過程で異なる発現を示す例がいくつか知られている。普賢者らはニンジンにおい

て、 EF-lα をコードしており、 CEMlとは異なると考えられるクローンを 2種類得

ている。今回は、それらの塩基配列および発現についての解析結果を述べる。

1 aE 12 クラミドモナス細胞壁溶解酵素は、動物コラゲナーゼファミリー

と類似の機能ドメインを持つ

。木下哲、福湾秀哉l、松田吉弘

(神戸大・理・生、 1京都大・農・農化)

動・植物を問わず、細胞外マトリックスの合成と分解は、生命の営みにおいて必要不可

欠である。単細胞緑藻クラミドモナス (Chl細川omonasreinhardtii)においても、植物に

おける細胞外マトリックスである細胞壁の合成、分解は、細胞の成長、分化、接合などの

現象と極めて密接な関わりをもって制御されている。
クラミドモナスの細胞壁溶解酵素 (GL E)は、 62kDaの亜鉛を含む金属プロテア
ーゼである。雌雄配偶子が接合する時に自身の細胞壁を溶解してプロトプラスト化するた

めに必要な酵素である。私達は今回、本酵素のN一末端のアミノ酸配列をもとに cDNA
をクローニングし、全溢基配列を決定した。その結果、本酵素はプレプロ型、すなわち、

28アミノ酸のシグナル配列、 155アミノ酸のプロ配列、 455アミノ酸のマチュアー配列から
なるポリペプチドとして合成されることが示唆された。ホモロジー解析の結果、活性中心

の亜鉛を配位する部位と、不活型酵素において亜鉛を配位して活性をおさえると考えられ

ている部位が、動物コラゲナーゼフ 7 ミリーと相向性を示した。さらに、カルボキシル末

端付近にはカルモジュリン、パルプアルブミン等に見られるカルシウム結合のコンセンサ

ス配列が存在した。またテロ配列とマチュアー配列の両方に、クラミドモナスやボルボッ

クスの細胞壁糖蛋白質に特徴的なプロリンの繰り返し配列が存在した。
次に、 GLEのmRNA量をノーザンハイプリダイゼーション法によって解析した。そ
の結果、 mRNA量は、クラミドモナスの同調培養系においては、細胞の成長および分裂
時に増加することがわかった。またN源飢餓による栄養細胞から配偶子への分化の過程で

も急激に増加した。
以上の知見をもとに、 GLEの合成、蓄積、活性化などを考察したい。
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1 aF 01 再稼成クロロソームにおける色素の配向構造と励起エネ

ルギー移動

。庚回雅光、西村賢宣 1、山崎厳 1、三室守 2、松浦克美、

嶋田敬三 (都立大・理・生物、 1北大・工、 2基生研)

緑色光合成細菌 Chlorobiu!I! li旦よ旦旦担の光捕集器官であるクロロソームは、その

内部に多量のパクテリオクロロフィル c(BChl c)を含んでいる。最近‘このBChlc 

はタンパクの関与なしに構造化されていると考えられている。設々は、このクロロ

ソームにおいて、その構造に必要十分な因子を解明し、またそのエネルギー移動と

の関係を調べるため、モデル系として、再構成系の槍築を試みた. クロロフォル

ム:メタノール:水(1:1:2)によるクロロソームの疎水性抽出物を水相中に懸濁す

ることで、水相中において、再構成クロロソームを形成させた。この再織成クロロ

ソームは包子顕微鏡像において、楕円体状を示し、その大きさは平均して intactの

クロロソームとほぼ問機であった。その吸収及び蛍光スベクトルも、 intactのクロ

ロソームとよく似ていた。この再構成クロロソームからタンパクは検出できなかっ

た。また押しつぶしゲル中で一方向に配向させ、直線二色性を見ることで、 BChlc 

の配向を調べたところ、 intactクロロソーム同様非常に強い配向性を示し、 BChlc 

聞の相互作用だけでなく、もっと高次の構造をも再現していることが示された。し

かしその蛍光の寿命は、 intactのクロロソームと比較して、短かった.

この結果から、再構成クロロソームは、クロロソームとよく似ており、クロロソ

ームのエネルギー移動とその構造との関係を明らかする上で、非常によい系である

と考えられる。

1 aF 02 クロロソームにおけるパクテリオクロロフィル分子の配

向と高次構造モデル

。松浦克美，庚回雅光，嶋田敬三，三室守 1 (都立大・理

・生物基生研)

緑色イオウ細菌および緑色糸状性細菌に含まれるクロロソームは，袋状の光捕集

色素構造体で，光合成膜の細胞質側に付着して存在し，相対色素含量の多いことを

特徴としている.その主要な色素であるパクテリオクロロフィルc(BChl c)は，色

素分子の自己集合体を基本構造とし，タンパク質には直接配位していないという考

えが有力になっている.我々は，クロロソーム構造の解体再構成，色素分子の配向

状態測定，蛍光測定による各スペクトル成分間のエネルギー移動過程解析を主な方

法として，光捕集系における構造と機能連聞の解明をめざしている.これまでの結

果から，クロロソーム内の色素の高次構造に関する仮説的なモデルを作成した.

抽出した色素と脂質から，自己集合的にクロロソームと良く似た構造体が形成さ

れたことから，タンパクは基本構造には関与しないと結論された.低温度のヘキサ

ノールなどのアルコールでクロロソーム中のボルフィリン聞の配位結合を阻害した

ときでも，全体の構造とエネルギー移動機能は保持されたことから，配位結合以外

の疎水的な相互作用も構造形成に重要であると考えられた.ゲル中で配向させたク

ロロソームの偏光による吸収スベクトルと蛍光の測定から，大部分のBChlcはその

Qy遷移軸をクロロソームの長軸方向に平行にして並んでいて， BChl aへのエネルギ

ー移動中に偏光面の変換があることがわかった.炭化水素鎖を内側にしたBChlcの・

円柱状ミセルの東を 1重の脂質・タンパクの膜が囲んでいる構造が考えられる.
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1 aF 03 好気性光合成細菌 Roseobacterdenitrificansの低温に

おける励起エネルギ一転移

。嶋田敬三，広回雅光，西村賢宣山崎 巌三室 守2

(都立大・理・生物、 1北大・工・合化工、 2基生研)

好気性光合成細菌 Roseobacter denitrifican~ (旧称 ErythrobacterOCh 114) 

は通常の紅色光合成細菌と同様に 2種の光捕集複合体 (LH 1. LH 2) を持つが、これ

らとは異なり LH 2 は 850nm付近に吸収帯を持たず、室温では 806nm に単一ピー

クを示すのみである。このことは LH 2から 870nm に吸収を持つ LH 1への励起エ

ネルギ一転移に関して、 2つの成分間のスベクトルの「重なり積分Jが小さいこと

を意味し、励起エネルギーの共鳴移動の理論に従えばその効率は 850nm付近に吸収

帯を持つものに較べてかなり低いことが期待される。しかしながら、すでに報告し

たように、室温での測定では LH2から LH 1への励起エネルギー移動速度はやは

り測定限界の 6ps以下という非常に速いものであった。そこで「重なり積分」が

より小さくなる液体窒素温度 (77 K) での測定を行った。まず注目されたのは吸収

スベクトルにおいて 77Kでは LH 2 は 805nmの主吸収帯に加えて 815nm付近に肩

が観察されたことで、 LH2が複数の成分から成っていることが示された。 800nmで

LH 2 を励起した際の時間分解蛍光スベクトルは室温の場合と異なり、励起直後では

LH 2からの蛍光がまだかなり観測されるなど、 LH2から LH 1への励起エネルギ

ー移動速度が室温に較べ遅くなっていることを示した。すなわち、スベクトルの重

なりの効果に関しては共鳴移動の理論と一応の整合性のある結果であった。

1 aF 04 緑漢オオハネモLHCDのクロロフィルフォームとエネルギー転移

。中山克己、三室守1、岡田光正 (東邦大・理・生物分子、 1基生研)

緑護オオハネモハのLHCDはポリペプチドあたりクロロフィルa、クロロフィルbを各々 6分子、 8分子合み

高等植物とは組成がおおきく異なっている。このLHcnについてクロロフィルフォームの構成や色素問のエネル

ギー移動について調ぺ高等植物の場合と比較した。

吸収スペクトルは4つのクロロフィルa成分 (Ca 664、Ca 6 7 2、Ca679、Ca 6 8 8)と、 2つ

のクロロフィルb成分 (Cb 6 4 8、Cb 6 5 3)から構成されていた。オオハネモLHCDではクロロフィルa

の構成成分は高等植物と同じであるが、クロロフィルbに高等値物には見られない短波長側の成分が加わっている。

ポリペプチドあたり Ca664、Ca 672、Ca 679は各2分子ずつ、 Cb648、Cb653はそれぞれ

3分子と5分子含まれていると思われる。

1 50 Cにおける蛍光スペクトルではクロロフィルa、クロロフィルb、シフォナキサンチンを励起したときも、

681nmに極大を示す問機のスペクトルを示した。クロロフィルb(おそらく Cb 6 5 3)からの発光が観察さ

れ、高等植物の場合と同様にクロロフィル聞のエネルギー移動が効率良〈行なわれいることが示された。一方、

一19 60 Cではクロロフィルbからの発光はクロロフィルbを励起した時のみに観察された。この時は、両クロ
ロフィルb成分から発光しており、一部のクロロフィルb分子から他のクロロフィルへのエネルギー移動が起りづ

らくなっていることが示唆された。このことはホウレンソウのLHCnでは観察されなかった。さらにシフォナキ

サンチンは励起エネルギーをクロロフィルaに直接転移していることが示唆された。これらのことから色素組成の・

異なるLHCDにおけるエネルギー移動について考察する。
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パクテリオクロロフィル aの三重項励起(TI)状態の溶媒効果1 aF 05 

(関西学院大・理}

I序論] 光反応中心に結合した単量体パクテリオクロロフィル a(BChI)の TI状態は，ニ量体 BChIの三重項励起エネルギーが
カロテノイドに偏重される過程に関与している.この間11の T.状態の電子状態と分子構造はアポ蛋自のアミノl唆残益力tf構築する
環境やヒスチジン残基の配位といった分子関相互作用により制御されている.演者らはそのモデルとして帥lのTI状態の樹某効
果を調べた.
限議1] lO-'Hの悶11溶液《アセトニトリル・ジエチルエーテル・アセトン.If櫨エチル・ 2-プロパノール・ 1-プタノー
ル;TIIF・ジクロロメヲン・ピリジン浴滋》とパクテリオフェオフィチン a(BPhe)浴滋《アセトン.TIIF溶液》を調製し.TI状司書
のラ?ン丸-'1.ク.トルを盆衆雰囲気下で測定した.
加 11の抗議識では 16貝環伸縮復動に帰属される最も強いラマン線(vr(T， ))が 1575-1側四・川こ現れた[1]. Se状態
で敏こ制こ対応するラ~~ン織の波数が敵歓的にシフトすることが知られているが. vr(T，)の波数は連続的にシフトし.樹畢の分衝
撃相I('~唱しU/.fn2.ot2) ;.s紘一滋銀の属鉱撃を表す.)との聞に(ジクロロメタンと

16∞ ど少ジシ継続とを除いて?撞議開係が鬼州出された(図1)• T.状態ではお状態
て制限鵬こ揮官いられてレ喝f軍慰盟肱嘘他に停ったマクロサイクルのコアサイズの
急量置な変化Jは起きてい危いと示唆される':"
一方，彼~の&0. T.獄態で捻これ4:::対応するラマン織の湖築効果は観測さおな E
かった.浴車撃はマグネシウムを介してBChlの:vr{T，)の波数に彫留を与えている u 
l::牙暗さねる. 、1590
[実験2] 百IF(またはピリジシH:ジクロロメタンの混合溶媒系でBChIの&0.
f.状懸のラマンスベタ》ルを測定した.
明F(またはピリジン}は悶11との相互作用が強いが，ジクロロメタンは弱い.
この程拾糊車系では航者問量者に比べて BChlと選択的に相互作用していると期待
される.選択的稽互作用の程度を r"Shell (配hl近傍)..と"Bulk"それぞれの
混合溶媒組成比の比"K" Jとして表す. r混合溜某中に現れるラマン線の波数は，
それぞれ純静な樹某中て・観測されたラマン線の波数に.Shell'内の組成比をかけて平
均化したものJと仮定すれば，組成の異なる混合湖某系で観測される一連のラマン
線の波数から"K"を見積ることができる.同じ混合溜星系における"K"はお状
態と T.状態で一致した.同じ混合溜某系における選択的相互作用の宿支はお状
態と T.状態で同じであると示唆される.
[ 1] E. Nishiz&lI& 81叫 Y.loy細田.Ch個.Phys. Lett.. 176 (1991) 390. 
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溶液中およひも ~包鐙盟組笠 2 . 4.1の色素蛋白複合体中のスフエロイデンのSI
およVil状態のラマンスペクトル1 aF 06 

(n2_1 )I(n2+2) 

図-1 7~.某の分極率とスフエロ. . 
イデンのv[C=Cstr(SI)]との関係‘

(関西学院大・理グラスゴ一大・

-光合成初期過程でカロテノイドは光エネルギーの折lj.f1J.伝i主および散途を担っている.カロテノイドシフトとし
て知られるようにカロテノイドがアポ震自に結合すると吸収帯が長波長シフトする.よって，カロテノイドの機能発

規のメカニズムを解明しようとすると，カロテノイドが置かれている環境や蛋白との相E作用を調べる必要がある.
カロテノイドの最低一重項励起状態 (S.>は基底状態と彼電相互作用している2'A.・状態であり.S.でのC=C伸

縮振動 (C=Cstr(SI))は異常に高い振動数(1700-1800αn-' )を持つ.また，有機溶媒中のβ『カロテンとその誘
導体ではC= Cstr(SI)の波数v[C=Cstr(SI)]が溶媒の分極率と呼応して変化する.そこで我々は.v [C=Cstr(SI )]の
変化を用いてカロテノイドが置かれている環境を調べようと考えた.
HL(76MH= )-QS(800Hz )のピコ秒(パルス幅-100ps)YAGレーザーのSHG(532nm)を用い，測定光の強度を変化させ

ることにより励創丈態と基底状態のラマン線を得た.

溶液中のスフエロイデンではv[C=Cstr(SI )]は溶媒の分極率と呼応してほ
ぼ線形に変化することがわかった.クロマトフォアではv[C=Cstr(S，)]が
176氏m-1に低波数シフトすること(11より，カロテノイドが非常に分極率の大
きい環境に置かれていることがわかる.さらに，光捕獲色紫蛋白複合体2( 
LH2. B8oo-850)と光反応中心 (RC)を単厳し，ラマンスペクトルの測定を試
みたが，まだS，のラマン線は検出されていない.'S，のラマン線がLH2やRCで観
測されずクロマトフォアで観測されたとことは.LH2では効率のよいエネルギ
ー移動が起こりカロテノイドのS，の寿命が短くなっている，また，クロマトフ
ォアでは長寿命のS，成分があるというこを示唆している. (クロマトフォアと
LH2ではスフエロイデンのもに由来するラマン線が観測された. ) 

現在我々は，アミノ目前!IJ~nによく似た構造の有機溜某を用いて ν[C=Cstr
(S， )]の変化を調べようとしている.また，クロマトフォアでのS，のうマン線
が光補償色素蛋白複合体1(LHl， B875)に由来すると考え.LHlを調整しラマ
ンスペクトルを測定しようとしている.さらに，より短いパルス光でLH2.RC 
のラマンスペクトルを測定しようとしている.
[1] H. Kuki et al. Chem. Phys. Lett. 1990. 165. 417. 
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1 aF 07 褐藻光捕捉系の蛋白の構造

加藤哲也、田中歩 (京大・理・植物)

我々は 1989年に褐穫の光捕捉系の Fucoxanthin~Chl a / c蛋白が、ラン藻や紅藻の
Phycobi1isome の場合と同様に分子集合体をなしていることを報告し、この集合体
を Fucoxanthin-Chl a/c Protein Assembly (FCPA)と名づけた。はじめ我々は
FσAを均一な亜粒子の集合体と考えたが、その後 FCPAを CHAPSで処理し密度勾
配達心を行ない、 FCPAが少なくとも二種の亜粒子を構成成分としていることを見い
だした.この知見にもとずいて FCPAの分子構築を解明する努力をはじめたが、遠
心分離を用いる研究には制約があって解析は進まなかった.最近、非変性ゲル電気
j永動法によって、 FCPAの亜粒子を分離することに成功し、 FCPAの分子構成につい
ていくつかの新しい知見を得たので報告する。
1) FCPAを 0.2%Lauryl sucrose (三菱化成食品 SM1200)で処理し、 0.1%の lauryl
sucrose を含むアクリルアミドゲル (8%) で電気泳動をすると、移動度の大きい褐
色のバンドとそれより移動度の小さい緑色のバンドが分離した.
2)これらのうち褐色のパンドは、構成する蛋白が一種類で、その分子量は 20，000前
後、これにFucoxanthin，Chl c， Chl aが結合し、 Fucoxanthin→ Chla， Chl c→ 
Chl aの両過程で 100% に近いエネルギー転移を示した.移動速度から考えてこれ
は Fucoxanthin-Chla/c蛋白の単量体と考えられる.

3)緑色のバンドからは口11cは検出されない.蛋白成分としては 60kDa前後のもの
が主成分で他にいくつかの成分がある。 FCPAを解離させて生ずる緑色のバンドは
蛋白レベルで褐色のバンドの1/4.0・1/4.3で、これが FCPAのコアで、このまわり
にFucoxanthin-Chla/c蛋白の単量体が付着していると恩われる.

1 aF 08 褐藻光捕捉系のフコキサンチンの存在状態

。浜野拓也、加藤哲也、三室守I(京大・理・植物、
1基生研)

褐蕩や珪寝などの蕩類では、光合成の光捕捉にfucoxanthinとよばれるカロテノイドを用
いている.Fucoxanthinが吸収し光エネルギーは Ch1aに転移されて光合成反応に使われる
が、 Fucoxanthin-Chl aのエネルギー移動は，両者の聞に蛍光、吸収スベクトルの重なりが
殆どないという点で他の光捕捉系と異なっている.
褐藻から精製したfucoxanthin-chlorophyl1a/c蛋白複合体 (FσA)中の Chla， Chl cの吸
収型をそれぞれの蛍光の励起作用スベクトルから求め、それをもとにFCPA中のfucoxanthin
の吸収を求めると、得られたスベクトルは478nmに吸収極大を示す.有機溶媒中の如co沼 n・
thinの吸収極大はhexane中で 448nm，凶nzene中では 460nmで、 FCPAの向coxanthinは
これらより 20-30nm長波長にある.Fucoxanthinの吸収をさまざまの溶媒中で比較したが.
吸収極大が478nmまで達する例はなかった.
一方、FCPAを温度処理(45・1分)するとfucoxanthinの吸収は短波長ヘ移行し、FCPAは
褐色から黄緑色に変化するが、これとともに fu∞xanthin→G廿0の転移は見られなくなる.
無傷FσAのfucoxanthin→Chlaの転移効率は 1∞%に近く、この高効率は両色素の近接と、
両者の特殊な配向によって達成されるとされてきたが、 fucoxanthinの分光学的性状はより
明瞭な Parameterとなる。 Fucoxanthinの長波長型から短波長型への変化の前後で共鳴ラ
マンスベクトルには全く変化が見られないのにたいして、円偏光二色性(CD)スベクトルでは、
長波長型で 478nmにfucoxanthinに由来する大きな負のシグナルがあるが、短波長型への
移行に伴ってこれが消失するのが見られた.これはfucoxanthin分子内の構造の変化よりは
fucoxanthin分子とそれに近接する分子の相互作用の形式がfucoxanthin→Chlaの転移効

率にとって重要であることを示すものであろう.
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1 aF 09 Rhodobacter sphaeroidesの色素蓄積に対する膏色光阻害効

果欠損ミュータントの解析

。島田裕士，塩井祐三，高宮建一郎

生体機構)

〈東工大・生命理工・

紅色非イオウ細菌. Rhodobacter sphaeroidesの光合成に関与している色素タンパク複

合体の合成・蓄積は，光や酸素分圧によって著しく影響をうけることが報告されている。

半好気的条件下で光を照射すると，集光性パクテリオクロロフィル(BchJ)タンパク複合体

Iとll(それぞれ LH 1とLHllと略す)のアボタンパク i宣伝子の発現が阻害されているこ

とを前固までの学会で報告した。阻害の作用スベクトルから400nl-880n・の聞では全ての

波長績において阻害がみられたが.LHI. LHllとも450nlの光によって強〈発現が阻
害されていることがわかった。この結果はBchlとカロテノイド蓄積に対する音色光阻害効

果とも一致した。そこでアボタンパク遺伝子の発現阻害と光合成色素の蓄積阻害の繊構を

解明するために. 450nl付近の音色光による色素蓄積の阻害がみられないようなミュータ

ントを作製した。半好気的条件下において生育中の薗にメタンスルホン酸エチル(EM S) 

を0.5%の濃度で 2時間処理し，プレート上で強光度の光を照射して生育させた。そこか

ら白色でないコロニーをスクリーニングし，液体培地中で光による色素醤績の阻害を調べ

て求めるミュータントを見つけた。このミ且ータントは半好気的条件下で光を照射すると，

野生株に比べて膜タンパクあたりのBchlは約 4倍多く蓄積していた。量殺気的条件下，光合

成的生育時における強光，弱光による色素蓄積の差は野生株との遣いはみられなかった。

半好気的条件下，嫌気的条件下でのoD660による生長速度の測定においては野生徐との
聞で遣いはみられなかった。現在，このミュータントのより詳しい解析をおこなっており，

その結果を報告する。

1 aF 10 高等植物貧化組織のジピニループロトクロロフィリドの存在

置とその変動

。温弁 祐三・高宮 建一郎(東工大・生命理工・生体俗僧〉

高等植物の貧化葉にはクロロフィルの前駆体となるプロトクロロフィリドとそのエ

ステル体であるプロトクロロフィルが存在している.近年， プロトクロロフィリドに

は従来のモノピユル種 iこ加えてジピニル種が存在することが明らかになった. しかし

ながら 2. 3の継物で定性的に調べられたのみで，その存在量は明らかにされてい
ない.我々は 17科 24種の高等植物質化藁について，モノピニルおよびジピニルー

プロトクロロブィリドの量比を測定したので報告する.

モノピニル，ジピニループロトクロロフィリドは我々が先に報告したポリエチレン

カラムを周いた高速液体クロマトグラフィーにより分隊・測定した(1). 分析は 20
Cで，色素は 60%(v/v) アセトンー水を用い. 0.2・1/分で港出した. 色素の検出

は430nl (Ex.). 640 n圃 (EI.)の波長を用いた蛍光法で行った.
ジピニループロトクロロフィリド、は検討した 24種の値物のすべてに存在し，その
量は植物の種頬およびその'，age によって大きく異なることが明らかになった.またジ

ピニル衝は若い質化葉 Iこ多く存在し，時間とともに減少する. このことはジピニルか

らモノピニル鍾が生成する生合成過程とも一致している.ジピニル種の量比により樋

物は 3つのタイプに分けることができる. トウモロコシなどの単子葉イネ科植物質化

3穫はそのageに関係なくモノピニル績をおもに含み，モノピニループロトクロロフィ
リドを得るための良い材料といえる. このほか，精製したモノピニル，ジピニループ

ロトクロロフィリドの分光学的性質についても報告する.

(1) Shlol， Y. and 8eale. S. I. (1987) AnaI. 8lochel. 162 : 493-499. 
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1 aF 11 Bchl 中間代謝物質蓄積に対す~光と酸豪の~響

土井道生〈宮崎医大・生物〉

Rhodobacter sulfidophi lusは明鎌気条件に加え，日音好気的にも光合成色恋を合成

し光合成審宮の形成を行う特徴を持っており，光や.J艇による光合成器宮形成の制
御を検討する上で有用な材料と考えられる.さらにEthyl・ethanesulfonate等の変
異源で処理することにより容易にパクテリオクロロフィルとカロテノイド生合成を

異にする変異繰が得られる.本..演では現在縛られている変異練の特質と変異繰が

生成する BChl 中間代謝物質の蓄積に対する :光と厳罰際条件の~'.について報告 bたい.

変異株阿J3， MJ50，門J52(光会威的に生育しない〉は晴好気的な生膏記伴い各々主費量

産物として阿部 P655，門却を蓄積した.蓄積す~色憲の大部分経低速遠心時事ζ 省

体を覆う上層沈澱として回収された. これらの色素@蓄積は生省中の光照射にJ:<~ 

完全に阻害され，暗条件下電の司書積償供給される積豪盤に依存して変動した. P625 

とP655の普積量の噌大が酸泰供給量の高い生育条件で，逆にP750の繍大が低い条件

で観察された. 蓄積した色驚は全て光照射条件下では速やかに分解されたが，暗好

気的にはゆるやかであり特に P655はほとんど分解を受けなかった.このことから，

少なくとも，酸豪供給量の高い条件下でみられる P6551蓄積量の織大は合成量のt智大

によるものと考えられる.問機な条件で野生繰を生育させると Bchl量は低敵鷲供給

時に比べ高酸素供給時には30・40%減少したが， P655等の嘗積は観察されなかった.

1 aF 12 ゲラニルゲラニルクロロフィルを省積するイネ突然変異

体の色無タンパク質組成と光合成活性

。小林善穂、 JII上恭一、西本悦子、三小図書侵‘

1岩田伸夫 I(九大 .a・綜学、 1九大・農・育種}
アルコール側鎖の還元段階が異なるクロロフィル中間体を大賞に蓄積するイネ突然

変異稼 2系統(M 1 3 4、M249)を分厳した.表現型として、 M134はゲラニ

ルゲラニルクロロフィル aおよび b (a -G Gとb-G G)を醤積し、 M249ほごれ

ち2種頬の中間体に加え、アルコール側鎖がさらに還元きれた a-D H G G 、 a司 TH

GG  、 b-DHGG、 b-THGGの 6種類の中間体を蓄積し、 いずれの変異傑もアル

コール側鎖にフィ、トールをもっクロロフィ 11.-- aおよび bの合憲が極めて少ないという

特徴を持っている.

( 1 )変異様のクロロフィル当りの光合成活性は、野生株と比章受して差はな〈 、 ク

ロロフィルタンパク慣組成にも顕著な差は認められなかった.

( 2 )野生録および突然変異綜の質化棄に光を照射すると、 30分後に a-GGが出

現し、 4時間後に b-GGが出現する。光照射開始後 10時間で中間体の置は最大とな

った後、野生保では中間体の置は時間とともに減少し、最終的にクロロフィル aおよ

び bのみとなる。 M 1 34においては a-G Gとb-G Gのみが増加する。

ごれらの結果は、クロロフィル aおよび bはそれぞれ a-G Gおよび b-G Gを経由・

して合成されること，、 a-GGおよび b-G Gはクロロフィルタンパク貨に総合したの

ちアルコール側鎖の段階的還元を受けることを示している.
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一般講演

第1日 3月29日(日) 午後の部

A会場電気生理/細胞培養

B会場オルガネラ

C会場成長調節物質(II) 

植物・微生物相互作用

D会場ストレス(1 ) 
E会場形態形成
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1シャジタモ原形質眼の Ca2φ依存性 CI・チャンネル

Cal・odu I1 nの及ぼす効果

和秋2、葛西 道生 1

生物工、 2阪大 教養 生物)

シャジクモ節間細胞の興奮時には CI- イオンが多量に流れるがこれは原形質膜の

Caドーactivated CI・ channelの openlngによる。昨年の本学会では、 patch cla聞P

inside-out法を用いて得た原形質膜の Ca2・依存性 C1・channel の性質について報告し

た。 この channellま O.lpM Ca
2φ 濃度では殆ど開かないが、 1.OpM Ca2・濃度のもと

で限られた電圧領媛 (-6 0・ー180・v)でのみよく開く性貨を示した。 さらに1.0 pM 

Ca2や濃度で活性化された channelのopenlngは cal・odulln-antagonlst (ト7. TFP. 

CPZ)の添加によってほぼ完全に阻害されることから、 この channelの openlngに

c a 1圃odu11 n叉は ca 1・odulln-Ilkefactor の関与の可能性が示唆された。

今回 li 1. O)l M C a 2 +濃度下において ca 1圃odullnを細胞質側に添加した時の Inside-

out法での実験結果を報告する。 ca 1圃odu11 nの添加は時間的に減衰していく channel

の活性を一時的に回復させた。またこの channelの最大確率は通常ー1001lV付近にあ

るが、 calmodulinの添加後はー14o.V付近に移行した。 この様な ca 1圃odullnの効果は
EGTAをさらに添加する事により阻害された。主主々は、細胞質iJl!Jの溶液に加えた

c a 1圃odulinがこの CI-channelの openlng を活性化するばかりでなく電圧依存性にも

影響を与えたと結論した。

1 pA 02 シ守ジタモ節間細胞の膿電位に及ぼす局所麻酔剤の影響

・大川和秋.野坂修一沖原清可 2 吉川清 3 (阪大・教養

生物滋賀医大・麻酔科 2阪大2基礎工・生物工大阪成

人病センター}

リドカイン、テトラカインなどの両親媒性の局所麻酔剤により シャジクモ節間細胞の

原形質膜は脱分極する。この鋭分極は原形質駿の起電性の H・ポンプのコンダクタンスが

減少することと、拡散コンダクタンスが増加することに依る。電気刺激により細胞が興

奮すると局所麻酔剤の脱分極作用は著しく増大する (use-dependent depolarization 

)。この作用機序を織論出来る段階ではないが、局所麻酔剤のリピッドへの級制性と関係

することが予想された(1991年度年会)。今回の実験は異なる pH条件下において局所

麻酔剤jの脱分極作用の程度の差を調べることにより、上記予想を確認する事を目的とし

f・
I~ 。

リドカイン及びテトラカインの pK.値はそれぞれ7.8及び 8.4である。従って中性

条件下ではそれぞれの中性型と荷電型の割合は約 30:70 及ぴ 4: 96 程度であり、 pK. 値

での pH条件下では 50:50 である。一般にリピッドへの親和性は中性型において強い。

従って、局所麻酔剤の脱分極作用はアルカリ側において強くなると予想された。事実、

上記の局所麻酔剤以外にもプロカイン (pK.値=8. 9) もアルカリ仰jにおいて脱分極作用は

著しく櫓大した。 pK. の 3 のベンゾカイン、 pKa，の 13 である QX-314 (リドカインの

誘導体)では pH依存性の脱分極作用は顕著でない。以上のことより局所麻酔剰の中性型

のリピッド層への透過あるいは親和性が膜の脱分極に密接にな関係することがより強く

示唆された。
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1 pA 03 C h a r a節間細胞表面のHφ/Clーの空間的分布

緒方惟昭 (産医大・医短・生化}

Cbara節間細胞に対する細胞外塩素イオン (C1 -)。の影響については、多くの報告がある:

a)興奮時にはCa2に cbannelが聞き、細胞内の(Caれ)Iが上がり、 C1 --cbannelを聞く事により、

膜電位が一時的にC1 -の平衡電位に近付く (Iishilloto;1964. Tsutsui ctal. ; 1986. ctc.) 

b)一方静止時に於いて、 Hφ-pullp/channclがほぼ完全に抑制されている状態 (K・/Clーによっ

て決まる平衡電位に近い)を除いて、普通の生理学的状態では、膜電位はかなり深い位置に保たれて

いる (Kitasato;1968. Kishilloto etal. ; 1984. etc) c)細胞が明条件下で適当なイオン環境に

置かれると、静止電位に明瞭な空間的不均一性が現れる(高齢制量制;8-')/(臨組維機;D-') これは、

同条件下で細胞外近傍に現れる'11~制領援の空間的分布に対応している (LucaslS.ith;1913.

lalkcrlS.ith;1917. Ogata; 1983 ctc.); d)膜にはCl-/ H・ cotransport系がある'と言わ

れ、光による C1 --influxの地加は光リン酸化限害 "̂J 及び 細胞内外の7~糾化によって効果的に

抑制される(lIacRobbic;1964ctc. Fcllc; 1981); e)また、 Cl の取り込みは 主に酸領績で

で起こっているとの報告もある (Spcarctal. ; 1969. S圃itbctal. ; 1910)。

今回、 μ-Ag/AgCl電極を作製しChara細胞外部近傍のC1 -r.!i量を測定した結果、 7~hY部分で 3 

x 10-'..げ 1 酸部分より高い値を得た，ここで(C 1 -)0 は IXIO-'..，μ であった。このことは、
少なくとも上記報告を質的に支持することに江った。

1 pA 04 車軸~細胞膜において C1 -ェフラックスを引きおこす細

胞内 Ca
2φ
の作用機作

.三村 徹郎、新免 開男 〈姫路工大・理・生命〉

車事由務類節間細胞の細胞膜は、電流等の刺激に応じて、 Ca 2 +と Cl- 二種のイオン

の関与する活動電位を発生することが知られている。この活動電位 lま、刺激に応じ

て聞いた細胞膜の Ca2+チャンネルを通して Ca 2φ が細胞内に流入し、流入した Ca2・が

細胞内から細胞膜上の Cl-チャンネルを聞かせ C1 -エフラックスが生じる結果によ

るものと惟測されている。鰻近沖原ら(1991)は、パッチクランプ法を用いて‘節間細

胞細胞膜上に Ca2。ーカルモヂュリン依存の C1 -チャンネルを見いだした。すでに椎

名ら(1988)は細胞内溜流法を用いて、細胞内の Ca2・濃度を上昇させると Cl・の大き

なエフラックスが生じることを見いだしている。一方三村ら (1983):が以前椎名らと

問機の方法で細胞内 Ca 2・濃度を上昇させたときには C1 -ェフラックスの地大は全く

見いだせなかった。本研究では、 この二つの実験結果の相違点の原因について検討

した。そのーっとして、 Ca2+依存性 C1・エフラックスに対するカルモデュリン限害

剤の効果を調べたが、特に顕著な阻害作用は見られなかった。 これは椎名ら(1988)

の実験結果に一致する。

沖原ら(1991) Plant. Cell Physlol. 32:593、椎名ら(1988) J.Mellbr.Blol.106:135、

三村ら (1983) Protoplasma 118:49 
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1 pA 05 シャジクモ及びオ方カナダモにおける光、殴負荷1、アルカリ負荷に

よる細胞質pHと膜篭位の事t化
。岡崎芳次、問沢仁2、お崎尚彦(大阪医大・教養・生物、 2福弁工大

・応用理化学)

植物制胞の細胞質pH(pHe)が低下すると、細胞膜にあるプロトンポンプが活性化するという報告が今

まできれている.しかし、 p札と膜篭位を直按測りながらその関係を調べた例は少ない.本実験ではプロ

トン選択性微小ガラス1It極 (2違式)を作鍛し、光、酸負荷、アルカリ負荷の pHc と膜電位に対する影

現Fを調べた.材料には淡水産シヤジクモ類 (~ÞÊJ旦)の節問細胞及びオオカナダモ(~.l1Il~) の1震を用い

た.

Cbara節IUJ制胞に光を当てるとpH代は地加し、膜1;1過分俵した.そして 、光を切るとpHcと膜電位は回
復した. 一方、 ~g.l!rja の棄に光を当てると、膜の過分僚がおきるとともに 、 pHε の 一過的増加が起きた.

傾物*'"胞の肢割引立を過分極させることが長11られている fusicoccinは Char号には何も影瞥を与えなかっ
た.EJeI:!~では膜の過分僚が起きたが、 pHc はほとんど変化しなかった.次に細胞質を駿性化(般質術)

する r~ 的で外被 pH 5で酢機及ぴ附織を与えたところ、.Ç!盟国及び ~mj旦において pH.， はすぐに Fが

りはじめるとともに 、膜の過分俸がおきた.外液から酢酸及び隣酸を除いたところ、 p凡はすぐに回復し

たが 、膜電位の回復は pHc のffH復より遅れた.J!に 、細胞質をアルカリ化(アルカリ負荷)する目的で

外液 pH9 で織化アンモニウムを与えたところ濃度が十分間いと Ch.ara 及び.E.c~ r.i型で 、 pH< の増加が

見f，れた.しかし 、濠度がm;いとむしろ pHc の減少が見んれた.また、隠の脱分依する制胞と膜電位の

変化しない細胞が見られた.以上の結果は、 pH.，の減少が燃の過分侮(プロト ンポンプの活性化)を引

き起こす lつの原因になりうることを示すとともに、 pH.，以外の悶子によってもプロトンポンプ活性は

調節されていることを示唆している.

lpA 06 車軸語高額における原形質流動の停止と活動電位

島国希代・平本幸男・菊山宗弘〈放送大学・生物)

車軸書巨額節間細胞では非常に活発な原形質流動が見られる。この流動はカルシ

ウムによって制御されている。一方、この細胞は活動電位を発生することでもよ

く知られている。活動電位を発生すると外液からのカルシウムの流入が増加する

ために 、 一過性に細胞質カルシウム濃度の滑加が起り、原形質流動が停止する。

しかし、活動電位にともなう細胞質中のカルシウム濃度の増加と、原形質流動の

停止との対応関係を確実に検討した報告はまだない。

我々は低温下では活動電位の時間経過が長くなることを利用して、流動の停止

やカルシウム濃度の増加が活動電位のどの時期に起るかを測定した。流動はテレ

ビカメラで、カルシウムの精加はエクオリンの発光として飽高感度テレビカメラ

で観察した。活動電位はレコーダーのペンの動きとして、テレピ画面上に同時に

映しこんだ。

カルシウム漢度は活動電位の初期に増加し始め、ピーク付近で最大になり、終

期にはもとのレベルに戻る。一方原形質流動は、カルシウム濃度の櫓加時期に少

し遅れて停止しするが、流動の回復はカルシウム濃度の回復よりもはるかに遅れ

る。

-108-



1 pA 07 ツユクサ生業における細胞電位及びイオン温度の三次元

分布解析

O斉麗美佳子、松岡英明、根本泰行

(東京農工大・工・応用生物)

ム且且:植物生業は、 C02ストレスに応答して、 細胞内電位が顕著に変化すること

が見いだされている。本研究はこの応答の健気化学的解析を目的としており、 植物

細胞の中で主要なイオンである H.，K. ，C1ーに着目し、 各々のイオンの関与を調べた。

-方法7kぴ結果:ニ速式微小電極の一方に、 イオノフォアカクテル (WPI，IE-Ol0 

WPI ， IE~190 WPI，IE-170)を充携してイオン選択性とし、他方は通常の細胞内電位測

定用とした。 これを用いて C02ストレス応答における各イオンの温度変化を測定した

ところ、 C02との反応により、 まず始めに十温度が変化し引続き H.，C 1ーが移動するこ

とが明らかになった。 これらの応答憾檎を考えるには、 ツユクサ生業の構造を電気

化学的に明らかにする必要がある。 そこで、 イオン選択性電極の刺入位置を変える

ことにより、電位及びイオンの温度分布を三次元的に解析を行った。その結果、 生

業中心部で、 かっ、 葉原聞の第一層の細胞では細胞内の電位は約一90.Vであり、 細胞

外の電位は 30皿V付近であった。 また、 その部位でのr温度はそれぞれ約 50田M，4田Hで

あると推定された。 電極先織が細胞内にあるときには、電位が不安定であったが、

細胞外にあるときには、 30分以上定常となる傾向にあった。 三次元的に、 特に規則

性のある電位分布、 イオン浪度分布は得られなかった。

1 pA 08 パッチクランプ法によるタバコ培養細胞原形質膜の

イオンチャンネルの同定とその特性

初回芳行，小尾一郎，角谷忠昭(京都大農農化)

[目的]高等植物の外的刺激に対する生理的応答において，物質，特にイオンの愉

送，蓄積は，きわめて量要である.しかし，その輪送微構や信号変換に関わる知見

については，ほとんど得られていない.そこで，これらの知見を得るために，まず

初めに，パッチクランプ法を用いて，タバコ培養細胞プロトプラストの原形質膜に

存在するイオンチャンネルを同定し，その特性について調べた.

[方法]材料として，酵素法で単厳したプロトプラストを用いた.チャンネル電流

は，パッチクランプアンプ CEZ-2200(NIHON KOHDEN)を用いて. c e 1トattached lIode. 

whole-cell configuration. outside-out patchで測定した.

[結果] bath so1. :1001lN KCl/1I1N CaCl./30011N glucose/111M BES(pH7. 0 Trisで調

整)， pipette 501. :100llN KCl/1I1N 3K-EGTA/2I1N NgCla/35011M glucose/111M BES(pH 

7.0 Tri5で調整)で測定した場合，外向きの整涜性を持ったホールセル電 iilが観測
された.この篭流がカリウムチャンネルのプロッカーである TEA+によって大節分阻

害されること，また. K C 1をK-Gluta皿at eに置換することによってあまり変化しない

こと，さらに，逆転管位がカリウムの平衡電位に近いことより，この電流がカリウ

ムチャンネルによるものであることが示された.このチャンネルのイオン選択性に

ついては，ホールセル電波の結果より K+ヵf. N a ¥Rb  ¥L  i ¥Cs+に比べ透過性が
高いことが示された.さらに，細胞外カルシウムの槽加 (0.卜 10.o 11M)によって，ホ
ールセル電読は減少し，カルシウムが原形質膜のカリウムの透過性を減少させるこ

とが示唆された.なお，これらのホールセル電涜の変化のシングルチャンネルレベ

ルでの解析についても合せて報告する.
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1 pA 09 塩ストレス下にあるタバコ培養細胞原形質膜のイオン

チャンネルとCa2+結合挙動
旬、尾一郎，村田芳行，角谷忠昭(京都大農農化)

[目的]植物の塩ストレスへの適応嫌構・酎温性機機において，原形質膜・液胞膜

におけるイオン透過性の制御が量要な役割を果たしていると考えられる.本研究で

は，埴ストレス下にあるタバコ培養細胞原形質膜の 1価カチオン透過性とそれに対

する Ca2・の効果，及び膜への Ca2φの結合挙動について検討した.
[方法]材料として ，sucros.e (3X)と 2，(-D(10-・N):を含む LS改変培地(p H 5. 7)で矯
養したタバコ培養細胞(Bト 2)，及び上記の培地に 50.NHaCl:を添加した培地で継代
培養したものから単厳したプロトプラストを用いた.チャンネル電波は，パッチク

ランプアンプ CEZ値 2200(HIHON KOHDENI:を用いて， cell-attached Ilode， whole-cell 
config自ration，outside-out patchで測定した Ca2+結合挙動は，細胞電気泳動

法により求めた表面篭荷密度の変化量を元に評価した.

[結果]まず温ストレスを与えた培養細胞由来のプロトプラストを用いてホールセ

ル電流を測定した.内外ともに 1001lMのKC 1を含む系では外向きの整流性をもった電
流が観測された.また細胞外 Ca2+の増加によってこの外向きカリウム電涜は減少し
た.またストレスを与えなかったものと比較すると，これらの外向きカリウム電波

は若干小さかった.内外とも 100llNのHa C 1を含む系では KClの場合に比べ外向き電流
は，著しく小さかった.次に Ca2+結合挙動を検討・比較した結果，ストレスの有無
による差異よりもむしろ共存する 1価カチオンの種類(K +， H a令)・滋度による膨
響力f大きいことが示唆された.

1 pA 10 タバコ繕養細胞 i夜胞臓の電圧依存性 K'-.Ca2'-および

C 1 -ーチャネル

.張 平、矢部 勇、武藤 尚志(東京大・応微研)

積物細胞の液飽綴には、 多種のイオ ンチャネルが共存し、 重要な生理的意獲を

もっていると考えられる. しかし、 パ 、ソ チクランプ法による高等植物細胞液胞膜の

イオ ンチャネルの調査はまだ十分ではない。

タバ コ繕餐細胞 (B Y-2 )からプロトプラストを調製し、 低張処理により液胞を

遊荷量させた. 液胞臓の outside-outmode patchで、 57-pS. 24・pS.4J-pSの十チャネ

ルおよび 110-pSの C1 -チャネルが記録された。 K'チャネルは外向きおよび内向き重量

流性を示し、 C 1 -チャネルは内向き登 j束性を示した K'チャネルと C1 -チャネルが開

〈可能性を除去し、 Ca 2 .チャネルが関口するような条件において、 外向き盤流性を

もっ Ca 2・チャネルは記録できなかった. しかし、 液胞臓の inside-out 圃odepatch 

で、 内向き重u束性をもっ電圧依存性の Ca2・チャネルが記録された. そのコ ンダクタ
ンスは 9pSであったo Ca 2・を Ba2・に置き償えると、 このチャネルのコンダクタ ンス

は19pSになった。 このチャネルの笠流性は 一般に信じられている Ca2'の fluxの方

向とは逆であるが、 活性が非常に高いので実際に細胞内で作動しでいる可能性が推

測される。
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1 pA 11 苔類絡事E細胞による peroxidaseの細胞外蓄積

。太田喜元、中河原俊治、郭沢建、隅谷有子

( P C Cテクノロジー 山崎研究室〉

ft苔類に存在する peroxldase (P 0 D) については、以前から i宣伝的変異あるい

は系統発生学的立場からの研究があり、またゼニゴケ (hrchantlapol 川 orpha)埼

養細胞による生成と細胞盤局在が報告されている。 今回演者らはゼニゴケ細胞が培

地中に大量に蓄積する PODについて検討した結果、いくつかの知見を得たので報告

する。

ゼニゴケ細胞はグルコース 2%を含む、 MS改変渚地で培養する. 培養経過にと

もない、培地中の蛋白量は漸滑するが、特tこ対数噌殖期後半から急憎し、これに伴っ

て POD活性も著しく高まる。 培養 12日目の精地中の置白鼠は約 200 u/L 

であり、グアヤコールを基質とした渇合の POD活性は、約 50 μKatal/・lあるい
は約 430 μKatall町蛋白である。 硫安沈澱により得たタンパク質画分について

検討したところでは、この peroxldase (M p P)は分子量約 8万、 p1約 4. 5の

酸性蛋白で、至適 pHは 7. 5近辺にある。 MpPは熱に対して比較的安定であり、

60'C 30分で約 30%の活性が残る。

基質については、グアヤコールあるいは沃素イオン等を酸化する点では西洋ワサピ

の PODと同僚であるが、、更にチオシアネートをも酸化し得る点で、従来植物中 lζ

見出されている PODと異なると考える。

1 pA 12 G lycyrrhlz a旦主主i旦主主主繕委細胞における 6・-deoxy-

chalconeの酵素的合成

原納 究，岡田典子，古野哲郎，高橋武美.0綾部真一

〈回大・農獣医・応用生物)

5-Deoxy 型の〈イソ〉フラポノドはマメ科のストレス化合物 (phytoalexlnなど〉

に多くみられ，その生合成は積物の防御反応に関係があると想像される.生合成の

key stepである 6・-deoxychalconeの合成反応は. 従来知られていたカルコン合成醇

索 (CHS)による触媒では説明がつかなかったが， 演者らはカンゾウ〈立ι 皇主主U主i旦;

マメ科)細胞からのi旦 ill工Q活性検出に成功した.その後 Grlsebachグループによ

り CHS と共同作用する還元酵素がダイズ培養細胞より検出精製された.今回ダイ

ズ還元酵素に対する抗体を用いてIfestern法によりカンゾウ抽出液を調べた.

[方法・結果]拍出物を SDS-PAGEで分間Eし， ニトロセルロース膜に転写後，抗体

で認識される蛋白を Enzygraphyc IfEBを利用して発色させた. ダイズで見られたもの

とほぼ閉じ Mr 34 KDaの位置に明らかなパンドが検出され，録湿培養細胞では僅かに

低分子量のパンドも少量検出された. これらの蛋白は，細胞へのエリシター刺激な

どの有無にかかわらず常に存在していた.組抽出液の DEAE-Celluloseクロマトを行

い CHS活性画分を解析したところ lfesternblotting で還元酵素蛋白が見られな

い画分では. NADPH存在下でも 5-hydroxy型の化合物しか生成しなかった. これらの

結果より， カンゾウ細胞でもダイズと問機の還元酵素が常に存在し CHSと共同作用

して deoxy型フラポノイドの生合成に関与していることが示唆された.
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1 pA 13 タバコの馴化線胞、遺伝的組婦におげる

!tllll遺伝子酵の発現の解街

青木鼠志郎・市川尚斉・開銀政実・新名惇彦・庄野邦彦、

(東大・数獲・基礎、阪大・工・応用生物}

非形質転換体のタバコ、 ~j及。JiaJ)旦 .üauc..aのゲノム中には、 ð.1J旦 ~J~..cH. r:J!園町 !ti. !!...!!.H

nesの持つT-DN Aの-Jm、 r01遺伝子おと高い制向性を持つ遺伝子の存花が知られてお

りNgrolB，Cと名付けられている。我々はこの他にもORF13，14と倒向性のある遺伝子

(以下HgORF13，1とよぷ。)がこの近傍に存存していることを確認し、 シークエンス

を行った結果、このN雪ORF13，14の部分と RiORF13，14との相向性 lまN.gr.o 1 8， CとL01B，C

との相向性より高いことがわかった。また、 ORF13，14はro1遺伝子と共に形質転換さ

ゼると、毛状線形成に対して相乗効果のあることが最近になって報告されている。

さて、今まで筆者らは、I( .g担.!tc_~ と~. Ja_ng~Jo. ，1;'JO.iとの俗け合わせにより生じた遺

伝的開場における NgroJB，Cの発現を報告している。今岡の報告では、 さらに遺伝的

問機と馴化細胞における H-，ORFI3，14のNorthernhybridization を行った。馴化細胞
より縞物ホルモン非要求性となった情養細胞のことで、 i宣伝的関場と同じくホルモ

ンフリーの培地で生長可能である.その結果、遺伝的阻療のみならず馴化細胞にお

いても HgORF13，14の発現が確認された.これらの結果を館まえ、遺伝的隠郷と馴化

細胞におけるオーキシ ンとH.li/LtB，C， N.gORF13， 14の関連に付いて考察を行う.

1 pA 14 イネ培養細胞の凍結保存性に関連したタンパク貨に関す

る研究

.渡辺克美， 佐藤文彦?山田康之? 河合文雄， 金議正雄

〈財・環境科学総合研， 品京大・農..化〉

植物培養細胞の凍結保存性は細胞株聞で異なっている。だが、 この凍結保存性の

違いが何に起因するかはまだ明白ではない。植物の耐寒性に関する研究においては

耐寒性と関連したタンパク賓の存在が関心をもたれている。 しかし、凍結保存性の

違いに関係したタンパク質の研究はまだ行われていない。今回、我々は凍結保存性

の異存るイネ細胞繰のタンパク質の二次元電気泳動分析を行い、細胞の凍結保存性

とタンパク賞の関連について検討した。その結果について報告する。

分析の結果、凍結保存性と相関性を示すタンパク質(P 1 )が存在することを確

怨した。 P 1は対数増殖期の高凍結保存性細胞にはほとんど蓄積していなかったが、

低凍結保存性の細胞では対数増殖期においても P 1の蓄積が館、められた。 また、い

ずれの細胞株においても凍結保存性が低い定常期において P 1の蓄積量は大きいも

のであった。次に P 1の細胞内局在性を検討するためプロトプラストのタンパク質

を分析したところ、 プロトプラスト中には P 1はほとんど忽められなかった。 また、

プロトプラストの凍結保存性は細胞の凍結保存性に比べ高いものであった。以上の

結果は P 1が凍結保存性の負の示練となることを示している。一方 P 1の N 末繍ア

ミノ酸配列を決定したところ、相向性のあるタンパク質がタパコ培養細胞にも存在

することが明らかとなった。現在、 P 1の性質についてさらに検討をかさねている。
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1 pA 15 カルス誘導と細胞伸長に伴った水ポテンシャル場の変化

池田敬、野並治、勉智竜縫¥銅山寿雄、

橋本 康〈愛銀大・農末広産業〉

純物細胞の 90 %以上は水が占めているため、細胞拡大するとき細胞内へ入る水

の速度によって伸長は左右される。 水の移動は水ポテンシャル(11" .)の勾配に依存

しているため、細胞拡大が起こるには細胞{IIt長に伴った水ポテンシャル場が必要で

ある。植物切片を培養すると形餓形成が起こるため、特異的な細胞仰援が起こって

いると考えられる。 そこで IsopiesticPsychromcterを使って形悠形成を起こした

組織の11""勾配がどのようになっているか計測し、 カルス分化およびシュート形成

における水分生理的比較を行なった。

実験にはカーネーション (Di旦旦th旦scaryophy 11 u s L. cv.8ilvery pink)を則い、

濃度を変えた M S培地とそれに植物ホルモンを加えた培地に茎頂部を纏え付けた。

植物体の伸長部位と成熟部位の V曹の差をとり水ポテンシャル場の大きさを求め

ると、仰長率に対応した{直を示した。またカルスの発生した組織の水ポテンシャル

織はほとんどゼロとなり、伸長率もそfロであった。

形惣形成において伸長している組織細胞では水ポテンシャル場が大きく、カルス

は細胞分裂を繰り返し、細胞拡大が起こらないまま成熟細胞になっていると考えら

れ、水ポテンシャル場は存在しでも少ないと考えられた。

1 pA 16 ニンジンの地発細胞からの不定厩形成に伴った

細胞の水分状態の変化

・野並 治.前島la1'!9.楠山寿雄橋本 康
(愛媛大・農)

ニンジン (Daucascarota L.)の懸濁培養を行ない不定匹を分化させた。分化し

た不定.s!は業および幼根を分化しており、組織分化に伴った細胞生理的特性を明ら

かにするため細胞の水分計測を行なった。無菌的に矯種した種子からの芽生えの匹

軌を削除し、 2.4-Dを加えた 118培地上で Embryogeni c call us ( E C )を分化させた。

分化させた ECを sAを含んだ118棟懲液に銭積し娠猿培養を行なった。調重量 f脅発開始

後、 f布地の水ポテンシャルを経時的に計測した。また、縦物休の細胞膨圧はプレッ

シャープロープで計測し、浸透ポテンシャルはナノリッターオスモメーターで計測

し、膨圧と浸透ポテンシャルの和から水ポテンシャルを算出した。 ECを懸濁地養

させjt;めてから、培地の水ポテンシャルの低下がみられ、水ポテンシャルが級低に

なったとき球状匹の分化がみられた。ハート裂.s!の分化に至って培地の水ポテンシ

ャルの上昇が顕著に現われ、成熟肢に至ったとき、 3脅地の71<ポテンシャルは E C t安

積前の状mよりも高くなった。不定症の分化に伴って業の節分の細胞の膨圧は根の
部分の細胞膨圧よりも顕著に低くなった。また、茎の部分はその中間の値を示した。

浸透ポテンシャルは綾部の細胞で最も低く、棄の部分で貴重も高くなった。細胞の水

ポテンシャルは培地の水ポテンシャルとほとんど平衡状悠であった。
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